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取扱説明書 


AV アンプ 


月曜〜金曜 

9:30〜18:00 

±曜 

9:30〜12:00、13:00〜17:〇〇 

旧曜•祝日•弊社休業日を除きます。) 


^フ U -〕ー ルは、携帯電記 PHS からはご利 
用になれません。一般電話は、携帯電話 • 
PHS からご利用可能ですび、通話料びかか 
0ます。 


お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pione が Jp/support/ 

カスタマーヴポートセンター 

原！ 0120 -944-222 

-般電話 044-572-8102 


受付時間 


VSA- づ22 





安を上のごを意 


♦ま全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r ま全上のごま意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 


この取扱説明書および製品には、製品をを全に正しく 
お使いいただき、お客様や他の方々へのを害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示を 
していまず。その表示と意味は;夕のようになっていま 
す。 

内容をよく理解してか 5 本文をお読みください。 

絵表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む)しなければな6 
/h\ ない内容であることを示しています。 

■ -^図の中に具体的なミち意内容(左図の場合は感 

雨ろち、 w 紀わ、わて1、ホサ 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
死 t または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 

( S ) 

を 

( S ) 記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(を図の場 
合は分解禁止)び描かれています。 

• 記号は行動を強制したり指示する内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか 5 巧け)が描かれて 
います。 

A\ ミち意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び 
傷害を負ラ可能性び想定される内容および物的損善の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


A 警告 


異常時の処置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなど 
fi ^ の異常状態のまま使用すると义災•感電の原因 

となります。すぐに機器本体の電源スイッチを 
切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。煙び出な<なるのを確認して販売店 
に修理をご依頼ください。お客樹こよる修理は 
危険ですから絶対おやめ < ださい。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず 
機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグを 
コンセントから抜いて販売店にご連絡くださ 
し、そのまま使用すると火災•感電の原因とな 
ります。 

• 万一本機を落としたり、カバーを破損した場合 
は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の原因 
となります。 

設置 

0 ^ • 電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金 

属物び付着している場合は、電源プラグを抜 
いてから乾いた巧で取り除いて < ださい。その 
まま使用すると乂災•感電の原因となります。 

•電源コードの上に重いをのをのせたり、コー 
( X ) ドび本機の下敷さにならないよラにしてく 

v-y ださい。また、電源コードび引っ張られない 
よラにしてください。コードび傷ついて、火 
災•感電の原因となります。コードの上を敷 
物などで覆ラことにより、それに気付かず、 
重い物をのせてしまラことびあります。 


0 * 放熱をよくするため他の機器、壁等から間隔 
をとり、またラックに入れる時はすさ間をあ 
けてください。また、次のよラな使い方で通 
風礼をふさびないでください。内部に熱びこ 
ちり、火災の原因となることびあります。 

-►あおむけや横倒し、逆さまにする。 

押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押 
し込む。 

-► じゅラたんやふとんの上に置く。 

テーブルク□スなどをかける。 

付属の電源コードはこの機器のみで使用す 
ることを目的とした専用部品です。他の電気 
製品ではご使用になれません。他の電気製品 
で使用した場合、発熱により义災 • 感電の原 
因となることびあります。また電源コードは 
本製品に付属のをのな外は使用しないでく 
ださい。他の電源コードを使用した場合、こ 
の機器の本来の性能び出ないことや、電流容 
量不足による発熱から火災 • 感電の原因とな 
ることびあります。 

0 * 本機の上に义びついたろラそくなどの裸义を 
置かないでください。义災の原因となります。 

使用環境 


• この機器に水び入ったり、めらさないように 
ごを意ください。火災•感電の原因となりま 
す。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご 
を意ください。 

• 風呂場•シャワー室等では使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 




0 


♦表示された電源電圧（交流100ボルト已〇 
Hz /60 Hz ) 1；!がの電圧で使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 


0 


参この機器を使用でさるのは曰本国内のみです。 
船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しないでく 
ださい。火災の原因となります。 


使用方を 


0 գ 本機の通風孔などから、内部に金属類や燃え 
やすいちのなどを差し込んだり、落とし込ん 
だりしないでください。火災•感電の原因とな 
ります。特にお子様のいるご家庭ではごま意 
<ださい。 



• 本機のカバーを夕+したり、改造したりしないで 
<ださい。内部には電圧の高い部分びあり、火 
災•感電の原因となります。内部の点検’整備’ 
修理は販売店にご依頼<ださい。 



• 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器または小さな金属物 
を置かないで < ださい。こぼれたり、中に入っ 
た場合、火災 • 感電の原因となります。 



• めれた手で(電源)プラグを抜さ差ししないで 
ください。感電の原因となることびあります。 


0 գ 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に 
巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしないで < ださい。コードび破損して火災 • 
感電の原因となります。コードび傷んだら(お 
線の露出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
<ださい。 

0 գ 雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグには 
触れないでください。感電の原因となります。 


A ミ主意 


設置 


© • 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んで < ださい。差し込みび不完全ですと 
発熱したり、ほこりび付着して火災の原因と 
なることびあります。また、電源プラグの刃に 
触れると感電することびあります。 

0 9 電源プラグは、根元まで差し込んでもゆるみ 
びあるコンセントに接続しないでください。 
発熱して火災の原因となることびあります。 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を依 
頼してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定 
な場所に置かないで < ださい。落ちたり、倒れ 
たりしてけびの原因となることびあります。 

本機を調 i 里台や加湿器のそばなど油煙、湿気 
あるいはほこりの多い場所に置かないで< 
ださい。火災•感電の原因となることびありま 
す。 

テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に機器 
を接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよ < 読み、電源を切り、説明に従って接 
続してください。また、接続は指定のコードを 
使用してください。 

本機の電源び入っている状態、または電源を 
切ってからしばらくの間は本機の底面に触 
れないで < ださい。電源び入っている、または 
切つた直後の本機底面は熱< なり、火傷の原 
因となることびあります。 


0 9 本機の上に重いわのや外枠からはみ出るよう 
な大さなちのを置かないで<ださい。バラン 
スび < ずれて倒れたり、落下してけびの原因 
となることびあります。 

0 参本機の上にテレビを置かないでください。放熱 
や通風び妨げられて、火災や故障の原因とな 
ることびあります。(取扱説明書でテレビの設 
置を認めてしぶ機器は除きます。） 


異常時の処置 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張 
らないでください。コードび傷つき火災•感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを 
持って抜いて < ださい。 

0 գ 電源コードを熱器具に近づけないでくださ 
し、コードの被ふくび溶けて、火災 • 感電の原 
因となることびあります。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず 
電源プラグをコンセントから抜さ、外部の接続 
コードを外してから、行ってください。コードび 
傷つさ火災 • 感電の原因となることびあります。 

0 գ 本機の上にテレビやオーディオ機器をのせた 
まま移動しないで < ださい。倒れたり、落下し 
てけびの原因となることびあります。重い場 
合は、持ち運びは2人し：!上で行ってください。 

0 %窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び当た 
る場所など異常に温度び高<なる場所に放置 
しないで < ださい。火災の原因となることび 
あります。 
















使用方ミち 


0 գ 音び歪んだ状態で長時間使わないでくださ 
し、。スピーカーび発熱し、乂災の原因となるこ 
とびあります。 

0 գ 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでくださ 
し、。特にお子様はごを意ください。倒れたり、壊 
れたりしてけびの原因になることびあります。 

A ♦へッドホンをご使用になる時は、音量を上げ 
すざないよラにごを意ください。耳を刺激す 
るよラな大さな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪い影響を与えることびあります。 

電源投入後、スピーカーから音び出るまでに 
数秒かかりますので、その間に音量を最小に 
して < ださい。突然大さな音び出て聴力障害 
などの原因となることびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時は安全 
のため必ず電源プラグをコンセントから抜い 
てください。 

電池 


0 参指定政がの電池は使用しないで<ださい。また、 
新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでく 
ださい。電池の破裂、液漏れにより、火災•けびや 
周囲を巧損する原因となることびあります。 

電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プラ 
ス (+) マイナス(一)の向さ）にを意し、表示ど 
おりに入れてください。間違えると電池の破 
裂、液漏れにより、 火災 .けびや周囲をミち損す 
る原因となることびあります。 

〇 参長時間使用しない時は、電池を取り出してお 
いてください。電池から液び漏れて火災、け 
び、周囲を巧損する原因となることびありま 
す。もし液び漏れた場合は、電池ケースについ 
た液をよく拭さ取ってから新しい電池を入れ 
てください。また万一、漏れた液び身体につい 
た時は、水でよく洗い流してください。 

電池は加熱したり分解したり、乂や水の中に 
入れないで < ださい。電池の破裂、液漏れによ 
り、乂災、けびの原因となることびあります。 


保守•点検 


已年に一度くらいは内部の掃除を販売店など 
にご相談ください。内部にほこりびたまった 
まま、長い間掃除をしないと火災や故障の原 
因となることびあります。特に湿気のをくな 
る梅雨期の前に行ラとより効果的です。なお 
掃除費用については販売店などにご相談くだ 
さい。 

• お手入れの際はま全のために電源プラグをコ 
ンセントから抜いて行ってください。 


本機の使用環境について 

本機の使用環境温度範囲は5で〜35で、使用環境湿度 
は8已下輝風礼び妨げられていないこと)です。 
風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射日光(また 
は人工の強い光)の当たる場所に設置しないで < ださい。 

D3-4-2-1-7 し AIJa 







03 接続 

接続について . 

U アパネル . 

スピーカーの配置/使用ノ（ターンを選ぶ . 

スピーカー配置について . 

乂 L —力一を接航する . 

スピーカーシステムの接続 . 

他機器の接続を行う前に . 

音声の接続について . 

映像の接続について（パイオニアビデオコンバーター) . 

HDMI 接続について . 

テレビと再生機器の接続 . 

HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーの接続 

衛星/ケーブルテレビチューナーの接続 . 

その他の音声機器の接続 . 

マルチゾーン接続 . 

LAN 端テでネットワークに接続する . 

巨 LUET 日日 TH アダプターを接続する . 

iPod を接続する . 

US 巨メモ U - を接続する . 

無線 LAN コンノ（一夕一を接続する . 

旧レシーノ（一を使つて集中コント□ールする . 

電源コードの接続 . 


04昼本設定 

スピーカーの自動設定をわラ〜フルオート MCACC 〜 

入力端テの割り当てを変更する . 

本機の操作モードを切り換える . 

本機の ホームメニューに ついて . 


このたびは、パイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとうご 
ざいます。本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取 
扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いくださし)。特に r 安全上のご注意」は 
必ずお読みください。 

を< じ 


01準備する 

付属品を確認する . 8 

本機 0) 特胃 . 8 

設置について . 9 

U モコンに電池を入れる . 9 

U モコンの操作について . 10 

デモ表示を解除する . 10 

AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使い方について . 10 

02各部の名赖とはた6き 

U モートコント□-ル . 13 

フ□ントパネルディスプレイ .] 已 
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05基本再生 

アンプから音を出す〜基本再生〜 . 

へツドホンで聴く . 

iPod をつないで再生する . 

US 巨メモ U —を再生する . 

巨 LUET 日日 TH アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽しむ . 

06サラウンド再生 

IJ スニングモードでいろいろな音を楽しむ . 

状況に応じて MCACC のメモ IJ - を使い分ける . 

音声入力信号の切り換え . 

再生中にスピーカーの出カレベルを調整する . 

低域の位相乱れを補正する（フェイズコント□ール） . 

07ネツトワーク機能の再生 

はじ側こ . 

ネツトワーク機能を再生する . 

対応ファイルフォーマツトについて . 

08 HDMI によるコント□—ル機能を巧う 

HDMI によるコント□ール機能で HDMI 機器を連動動作させる . 

HDMI によるコント□ール機能対応機器を接続する . 

HDMI によるコント□-ル機能を設定する . 

連動動作を開始する前に動作確認する . 

連動中の動作について . 

PQL 口含 b る^イまぅ 

サウンドレト IJ バー U ンク機能とスト IJ ームスムーサー U ンク機能を使う ......... 

HDMI によるコント□-ル機能についてのご注意 . 

09いろいろな機能を ffi ラ 

オーディオ調整機能を使用する . 

ビデオ調整機能を使用する . 

再生するスピーカー端テを切り換える . 

別の部屋で本機を再生する〜マルチゾーン機能〜 . 

ス U —プタイマーを設定する . 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する . 

再生中の音声や設定内容を確認する（ステータス表示) . 

本機のすべての設定を工場出荷時に戻す . 

10リモコンによる他機器の操作 

U モコンの設定について . 

U モコンで複数のパイオニア製アンプを操作する . 

U モコンで他機器を操作する . 

他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す（プ U セツトコード設定）... 

好さなボタンに他機器の操作を記憶させる（学習モード) . 

登録（学習）された]つのボタン操作を解除する . 

1つのマルチコント□ールボタンに登録されたすベての設定を消去する . 

マルチコント□ールボタンの入力切換を解除する（ダイレクトファンクシヨン) 

オールゾーンスタンバイとディスク U —トオン機能について . 

U モコンの設定を U セツトする . 

他機器の操作について . 
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11 音の詳細設定（アドバンスド MCACC) 

U スニング環境の設定について〜サラウンド再生のための設定〜 

オート MCACC で詳細に測定/設定する . 

IJ スニング環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜 ..... 

MCACC データを確認する . 

MCACC MEM 日 RY のデータを管理する〜データ管理〜 . 

12システム設定およびその他の設定を行5 

システム設定で本機のさまざまな設定を行う . 

スピーカーの音を調整する〜マニュアルスピーカー設定〜 . 

本機の入力の設定を変更する . 

ネットワークの設定を行ラ . 

ネットワークの情報を確認する . 

その他の設定をする〜その他の設定〜 . 

GUI 画面の表 7j\ 言語を変更する〜日 SD 言語設定〜 . 

13困つたとをは 

故障かな？と思ったら . 

電源について . 

音について . 

サブウーファーの接続/再生について . 

映像について . 

操作について . 

インジケーター/表示について . 

HDMI 接続/再生について . 

AV ナビゲーターについて . 

USB 端テについて . 

iPod. 

ADAPTER PORT につし VC. 

ネットワーク機能について . 

MCACC (音場補正）について . 

EQ 補正後の残響特性表示に関する疑問 . 

MCACC (音場補正）時に表示されるメッセージについて . 

無線 LAN について . 

14その他の情さ民 

デジタル音声フオーマットについて . 

iPod/iPhone/iPad について . 

HDMI について . 

FLAG ライセンスについて . 

ネットワーク機能使用時のメッセージ表示について . 

IJ スニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧 . 

高音質のためのスピーカーセッティング . 

保証とアフターサービス . 

サービスステーション U スト . 

ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内 . 

用語の解説 . 

機能別索引 . 

i±m . 

プ U セツト」ート_見表 . 
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フローチヤート 


本機の設定の 流れ 

本機は上級アンプに匹敵する機能や端テを装備した、本格的 A V アンプですび、 iU 下の手順で設定をするだけ 
で、簡単に ホーム シアターを楽しむことびでさます。 

必ず行う手順：1、2、3、4、已、7、9 
必要に応じて行う手順： 6、8、10、11、12 

® 重要 

本機に付属の CD-ROM ( A V ナビゲーター）の 接続ナビを 使って、パソコン上で本機の初期設定を行うことび 
できます。この場合、ステップ2、3、4、 已、 6、7、8の接続や設定とほとんど同じ内容を 接続ナビで 行うこ 
とびでさます。 A V ナビゲーターの使い方については ] 日 ページ の 「 AV ナビゲーター(イ寸属の CD - ROM ) の使 
いちにつ いて 」 をご覧ください。 

1準備する 

• 付属品を確認する(一 8 ページ ) 

• リモコンに電池を入れる(一 9ぺ ージ ) 

4 

2スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ(一 19ぺ ージ ) 

• 7.2 ch サラウンド（フ□ント八イト）接続 

• 7.2 ch サラウンド（フ□ントワイド）接続 

• 7.2 ch サラウンド&スピーカー目接続 
• 己. 2 ch サラウンド&バイアンプ接続 

• 己. 2 ch サラウンド&ゾーン2接続 


3スピーカーを接続する 

• スピーカーを接続する(一 2 ] ぺー ジ ) 

• —般的なスピーカー接続(一 22ぺー ジ ) 
• バイアンプ接続(一 23ぺ ージ ) 


4機器を接続する 

• 端テの割り当てについて(一 24ぺ ージ ) 

• 音声の接続について(一 24ぺ ージ ) 

• 映像の接続について（パイオニアビデオコンバーター） (一 巧 ぺ ージ ) 
• テレビと再生機器の接続(一 26ぺ ージ ) 

• 電源コードの接続(一 33ぺ ージ ) 


己電源を入れる 

6スピーカーの使用用途を選択する（スピーカーシステム）(一 89ぺ ージ ) 


7スピーカーの自動設定を行う 

• スピーカーの自動設定をわ■ラ〜フルオート MCACC 〜(一 3已ぺ_ ジ ) 


8入力端子の設定(一 37ぺ ージ ) 

(推奨似外の方法で機器の接続を行っている場合のみ) 


9再生する（一 41ぺ ージ) 


1日お好みで音声や映像の設定をする 

• U スニングモードでいろいろな音を楽しむ(一 49ぺ ージ ) 

• いろいろな状況ごとに最適な音場補正の設定を選択する (一 已 1 ページ ) 

• 低域の位相乱れを補正する（フェイズコント□ール）(一 52ぺ ージ ) 

• E 日タイプを選んで測定する （ SYMMETRY、ALL CH ADJ、FRONT ALIGN ) (一 78 ぺ ージ ) 
• スピーカー出カレベルを調整する(一 91 ページ ) 

• オーディオ調整機能を使う(一 63ぺ ージ ) 

• ビデオ調整機能を使う(一 65 ページ ) 


11そのほかの調整や設定 

• HDMI によるコント□-ル機能の設定(一 59ぺ ージ ) 

• PQLS 設定 (一 目 1 ページ ) 

• アドバンスド MCACC (一 77ぺ ージ ) 

• スピーカーとシステムの設定（一 89 ページ） 


12リモコンを使いこなす 

• 複数のアンプを操作する(一 72ぺ ージ ) 
• 他の機器を操作する(一 72 ページ ) 



































準備ずる 


付 f 萬□□を確認ずる . 

本機の特長 . 

設置について . 

リモコンに電池を入れる . 

U モコンの操作について . 

デモ表示を解除する . 

AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使い方について 
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付属品を確認ずる 

• セットアップ用マイク （5m) 



• U モコン 



• CD-ROM (AV ナビゲーター) 



-簡単ガイド 
• 安全上のご注意 
• 保証書 


準備する 


本機の特長 

高音質•多機能な本機 VSA -922 の主な特長をまとめました。本書の掲載ページを参照して、それぞれの機能 
や操作をお楽しみください。 

• iTunes ライブラリーや iPhone / iPad 内の楽曲をネットワーク経由で再生 （ AirPlay ) 

iPod touch / iPhone / iPad またはパソコン内の iTunes ライブラ U - の音楽コンテンツをネットワーク経由で 
演奏び巧能。音楽データととわにメタデータち同時に送信され、アルバムアートの表示ちでさます。 

• iPod touch 、 iPhone 、 iPad 、 iTunes で AirPlay を使うには(一 54ぺ ージ ) 

• ネットワークでを彩な音楽演奏を実現。 DLNA 1. 日準拠のネットワーク機能を搭載 

LAN 端テでネットワークに接続されたパソコンに保をされている音楽ファイルを再生することびでさます。 
また、 LAN 端テを使ってネットワークに接続することで、 WAV / FLAC 192 kHz /24 bit 対まじめとする高音 
質音楽ファイルや世界中のインターネットラジオを聴くことびでさます。よく聴く放送局を本機に登録でさま 
す。 

• ネットワーク機能の再生について (一己 4ぺ 一 ： ） 

• iPod touch / iPhone / iPad などの携帯端末で本機をさ5に快適に楽しむために 

• Air Jam 

月 IJ 売0の巨 LUETOOTH アダプター 「 AS - BT 2 日0」を取0付け 、 iPod touch / iPhone / iPad で専用 App 「Air 
Jam 」 を使用することで、複数台の同時接続び可能。お互いの好さな曲を選択し、共有のプレイ U ストを作成 
し、それらをプレイして楽しむことびできます。また楽曲の情報を共有できるので iTunes Store から購入した 
り、 YouTube で関連動画を探すことび可能です。 

専用のアプ U ケーションを携帯端末にインス!-ールすることで、携帯端末から本機をコント□ールすることび 
でさます。 

詳しくは、弊社ホームページより商品情報をご確認ください。 

この専用のアプ U ケーションは予告なく変更または中止させていただく場合びございます。 

• AV ナビゲーターで 簡単設定•快適操作 

本機に付属の CD-ROM ( A V ナビゲーター）では、パソコンにて本機の接続や初期設定を対話式で行うことび 
でさる接続ナビや、アニメーションで本機の操作方法やお勧めの機能を説明する操作ガイド、マニュアルを読 
みなびら本機を直接操作したり U モコン操作による説明ページの自動表示を行う取説連動といったさまざまな 
機能を搭載しています。 

• AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使い方について(一 1日 ページ ) 

• HDMI (3 D , Au 灶〇 Return Channel ) 

3 D フオーマット信号の伝送、オーディオ ij ターンチャンネル ( ARC ) に対応。 HDMI によるコント□-ル機能 
を搭載し、 HDMI 機器との連動動作を実現。 

• HDMI で接続する(一 26ぺ ージ ) 

• デジタル音声フオーマットについて (^1 1 ]ぺ ージ ) 

• HDMI によるコント□-ル機能で HDMI 機器を連動動作させる(一 59ぺ ージ ) 

• HDMI ® のジッターレス伝送を実現する独自技術 「 PQLS ビットストリーム」 * 搭載 

極めて高純度な HDMI ® 伝送を可能にする 「 PQLS 」 の最新機能。 CD はをちろん DVD やブルーレイディスクの 
マルチチャンネル再生においてを音像の定位感、立体感、ク U ア感などを余すところ無く理想的に再生をしま 
す。 （* 対応したパイオニア製ブルーレイディスクプレーヤーとの接続時のみ） 

• PQLS 機能を使う 卜を づ） 

• サウンドレトリバーリンク機能 

サウンドレト IJ バー U ンク機能対応のパイオニア製プレーヤーと接続することで、プレーヤーで再生される圧 
縮音声ファイルを自動で補正し、より高密度な音声で再生することびでさます。 

• スト U —ムスムーヴー U ンク機首含 

スト IJ ームスムーサー U ンク機能対応のパイオニア製プレーヤーと接続することで、プレーヤーで再生される 
圧縮画像ファイル（ビデオファイルまたは映画ファイル）を自動で補正し、より自然な見やすい画質で再生す 
ることびでさます。 





















• iPod や USB に収録された曲を再生 

iPod の音楽-動画ファイルを再生することびでさます。 iPod の充電をでさます。 

また、 US 目メモ IJ 一に保をされている音楽を再生したり、写真をスライドショー再生したりすることをでさま 
す。 

• iPod をっないで再生する(一 43ぺ一: つ 

• US 目メモ U - を再生する(一 44ペー こ、 ) 

• B / i / e わ口か機能搭載機器の巧を高音質ワイヤレス再生 

別売りの巨 LUET 日日 TH アダプターを本機に接続することで、 Bluetooth に対応した携帯電話やデジタル音楽 
プレーヤーなどの音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます。 SOUND RETRIEVER A 旧 機能で高音質に再生 
でさます。 

• 巨 LUET 日日 TH アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽しむ(一 46ぺ ーン ) 

• Advanced MCACC を搭載 

MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調整を家庭でを実現でさるように自動化し、チャンネル間の 
空間情報の歪みを補正。正確なマルチチャンネルの音場を再現します。 

• スピーカーの自動設定をわう〜フルオート MCACC 〜 (一 35 ぺ_ ジ ) 

• 部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 ( EQ プ□フェッショナル）(一 82ぺ ージ ) 

• その他の主な特長 

• 接続するディスプレイタイプと視聴距離に応じて最適な画質で映像を出力する「アドバンスドビデオアジャ 
スト」を新搭載。 

• スト U —ミング再生しているビデオコンテンツのノイズを低減し画質補正する「ビデオスト U —ムスムー 
サー」を新搭載。 

• ひと目でねかる GUI 画面 

• 3 D コンテンツ再生時に、奥行き感のある音場を実現する「バーチャルデプス」を新搭載。 

• チャンネル間の音のっなびりを良くして、横に広い音場を実現する「バーチャルワイド」新搭載。 

. パイオニアビデオコンバーターを搭載 
• 多機能 U モコンを付属 

• 省エネルギー設計（待機時消費電力：日.3 W (工場出荷時)） 

• 新スピーカー配置：フ□ント八イト • フ□ントワイドに対応。 

• バーチャル八イト-バーチャルワイド-バーチャルサラウンドバックモードを搭載。 5.1 ch のスピーカー設 
置でを最大で仮想]] .1 ch 再生を実現でさます。 


準備する 


設置について 

壁化 

放熱のため、本機の上に物を置いたり、布やシートなどをかぶせた状態でのご使用は絶対におやめください。異 
常発熱により故障の原因となる場合びあります。 



A ま意 

本機を設置する場合には、壁から]日 cmiU 上の間隔をあけてください。また、放熱をよくするために、他の 
機器との間は少し離して設置してください。ラックなどに入れるときには、本機の天面から2日 cmiU 上、背 
面から]日 cmiU 上、側面から20 cmiU 上のすさまをあけてください。内部に熱びこをり、乂災の原因となる 
ことびあります。 


リモコンに電池を入れる 

本機に付属の電池は動作確認用のため、短期間で寿命となることびあります。なお、市販のアルカ IJ 電池を使 
用すると、長期間操作び可能になります。 





警ち 

• 電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で使用•放置しないでくだ 
さい。電池の液漏れ、発熱、破裂、発乂の原因になります。また、電池の性能や寿命び低下することびあり 
ます。 

A 注意 

電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂したりする危険性びあります。 iU 下の点について特にご注意くだ 
さい。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でを電圧の異なるをのびあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月上） U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してくださ 
し、液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよくおさ取ってから新しい乾電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理してください。 




















■ J モコンの療作について 

本機を U モコンで操作するとさは、 U モコンをフ□ントパネルの U モコン信号受光部に向けてください。 

• U モコンと本機との間に障害物びあったり、 U モコン受光部との角度び悪いと操作びでさない場合びありま 
す。 

• U モコン受光部に直射日光や堂光ななどの強い光び当たると誤動作することびあります。 

• 赤外線を出す機器の近くで本機を使用したり、赤外線を利用した他の IJ モコン装置を使用したりすると、本 
機び誤動作することびあります。逆にこの U モコンを操作すると、他の機器を誤動作させることをあります。 



デモ表巧を解除する 


本機は初期設定でデモモードびオンになっています。電源を入れるとフ□ントパネルディスプレイにいろいろ 
な表示びデモ表示されます。デモ表示を解除するとさは電源コードを接続してから似下の操作を行ってくださ 
い。 

• フルオート MCACC を行うことでデモモードは自動的に解除されます。 

1電源をスタンバイ狀態にする。 

2フ□ントパネルの ENTER を巧しなび!5む STANDBY / ON ボタンを巧す。 

表示部に RESET ◄ N 0 ►と表示されます。 

3 t /4^ ボタンを繰り返し巧して、 「 FLDEM 0」 を選びます。 

4和/-►ボタンを繰り返し巧して 、 「FL DEMO ◄ OFF ►」を選びます。 


己電源をスタンパイが態にする。 

次に電源を入れたとさはデモモードの表示び解除されます。 


準備する 


AV ナビゲーター(付属の CD - ROM ) の巧い方について 

付属の CD-ROM (A V ナビゲーター）には、対話ち式で本機の接続と初期設定を簡単にセットアップでさる 
接続ナビを搭載しています。画面に従って接続-設定するだけで高精度な初期設定を簡単に完了することびで 
をます。 

また、さまざまな機能を簡単に使えるように、本機と連動する取説連動や各種ソフトウェアのアップデート、 
MCACC の測定結果を 3 D グラフで確認できる MCACC アプ IJ ケーシヨンといった機能をご使用になれます。 


AV ナビゲーターをインストールする 

1付属の CD-ROM ( AV ナビゲーター)をお客様のパソコンの CD ドライブへセットする。 

CD-R 日 M のトップメニュー画面び表示されます。 

2画面の表示に従って 「 AV ナビゲーター」をインス!ルをしてください。 

「完了」を選ぶとインス!-ールの終了です。 

3パソコンの CD ドライブか5付属の CD-ROM ( AV ナビゲーター）を取り出す。 

CD-ROM の取り扱いについて 


動作環境 

• AV ナビゲーターは、 Microsoft ® Windows ® XP / Vista /7 環境にてご使用いただけます。 

• AV ナビゲーターの機能にはインターネットブラウヴを使用する場合びあります。対応ブラウヴは、 
Microsoft Internet Explorer 8または9です。 

対応のブラウヴでをブラウヴの設定によっては一部機能び制限されたり、正しく表示されないことびありま 
す。 

• AV ナビゲーターの一部の機能を使用するには、 Adobe ® Flash ® 円 ayer ] 日をインス I ルする必要びあり 
ふ 9 〇 

詳しく は http :// www . aclobe . com / clownloacls / をご覧く ださい。 

ご利用にあたってのま 意 

• この CD-R 日 M は、パソコンで使用でさます。 DVD プレーヤーや音楽 CD プレーヤーでのご使用はでさませ 
ん。 DVD プレーヤーや音楽 CD プレーヤーで再生すると、大音量によりスピーカーの破損や耳の障害の原因 
となることびあります。 

使用許諾につし、て 

• この CD-R 日 M を使用する際には、下記の「ご使用条件」に同意してください。万一、同意いただけない場合 
は、この CD-R 日 M を使用しないでください。 

また、 AV ナビゲーターをインス!-ールするとさに表示される「ライセンス契約書」（ソフトウェア使用許諾 
契約書）にを同意してください。 

'マ、イを巧条イ牛 

• この CD-R 日 M で提供する情報の著作稻ま、パイオニア株式会社び保有します。著作権法上の「私的使用」や 
「引用」の範囲を超えて、無断で転載、複製、放送、公衆送信、翻訳、販売、貸与などを行ラと著作権まに基 
づく処罰の対象になる場合びあります。使用する場合は、パイオニア株式会社の使用許諾び必要となります。 

免責事項 

. パイオニア株式会社は、対応日 S のすベてのパソコンについて、この CD-R 日 M の動作を保証するをのではあ 
りません。また、パイオニア株式会社は、この CD-R 日 M の使用によって生じたいかなる障害に対しても、責 
任を負わないをのとし、一切の賠償を負わないをのといたします。 
















AV ナビゲーターの機能を使う 

1デスクトップの 「 AVNavi 呂 ator 2012.1」をクリックして AV ナビゲーターを起動させる。 

AV ナビゲーターび起動し、 接続ナビび 始まります。同時に言語選択の画面を表示されます。画面の表示に従つ 
て接続や自動設定を行います。 

接続ナビび 自動起動するのは、 AV ナビゲーターを最初に起動したときのみです。 

2お好みの機能を選んで使用する。 

AV ナビゲーターではし U 下の機能を搭載しております。 

• 接続ナビ： 接続と初期設定を対話ち式でガイドします。簡単で高精度な初期設定び行えます。 

• 操作ガイド： 本機の再生操作や、お勧めの機能の解説および使い方を動画やイラストで説明します。 

• 取説連動: 本体の操作に連動して、操作した機能の説明ページを自動で表示します。また、連動取説から本 
体を操作することをでさます。 

• 用語集： 用語集ページを表示します。 

• MCACC アプリ ：アドバンスド MCACC の測定結果をパソコン上に 3 D で鮮明に表示します。 

MCACC アプ U ケーシヨンには専用の取扱説明書びあります。 AV ナビゲーターの 取説 連動のメニュー内に 
収録されていますので、 MCACC アプ U ケーシヨンをご使用になる際はご参照ください。 

• ソフト更新： 各種ソフトウエアのアップデートびでさます。 

• 設定： AV ナビゲーターの各種設定を行います。 

. 本体の検出： 本機を検出するときに使用します。 

AV ナビゲーターをアンインストール（削除）する 

インス I -ールした AV ナビゲーターをアンインス I -ール（削除）するとさはパソコン側で下の操作を行います。 

• パソコンのコント□ールパネルか5削除する。 

スタートメニューから、「プ□グラム」一 [PIONEER CORP 日 RATI 日 N 」 一 「 AVNavi 旨 ator 2012.1」一 
「Uninstall AVNavi 旨 ator 2012.1」を選びます。 


準備する 








各部のち敬とはた 5 き 


リモートコント□—ル 
フ□ントパネルディスプレイ 
フ□ントパネル . 
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リモートコント□—ル 

1 

2,3 

4 

5 

6 

7 


8 


9 


6 


10 

11 



学 織;-ントスが (ィ乃器 

ゆ農, 



； BDR : 

; 

1 ■ 

: USB CBL y ■ bpTTdrQ ■ ■ 


;； 
: 巧品易 、 i ' 占態 ii 認1反 V みす 

、ロ ロ ; pi ■ 



， 入力 1 . 音量 ： 

I テレビコント□-ル¢3； 

1 〇 〇 H 

■'才-ディ讓 ビデオ11整： 

階-里; 

1典 

, iPod コントロール J 

|'1- FEATURES - 、、 

■i AUTO 1 

I 151^ ! 

mi - irsn 

^ 選局 + _ -チユーニング + 

「w 1 1 mh ] I w 1 「一 1 

□回回园 

’音亩切換； ICH レベル1 

D 〇 :圖 

なピーカー切換デイマースリーブ ： な 

' D 〇 D ' 画 

レ LrtOO X 

M …_「0心 IENTErIi ク [CH -I 

1 ンーン2ド DIRFCT STANDARD ADVSURR * 


1 一 诚^たドー; 



ド loneer 

\ AV アンプ1 


12 

13 

14 


15 

16 


各部の名祿とはた3を 


本機の IJ モコンは各操作ボタンごとに、白はアンプおよびテレビコント□ール、青は他機器コント□ール、と 
色分けされています。テレビや他機器の操作ち法については、 75 ページ の r 他機器の操作について 」 をご覧く 
ださい。 

10 AV アンプボタン 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

2オールゾーンスタンバイ/ディスクリートオンボタン 

本機を含めたすべてのゾーンの電源を一斉にスタンバイにしたり、本機の電源をオンにしつつ入力切り換えを 
行うという操作を行います。 ( 74 ページ ) 

3リモコン設定ボタン 

U モコンのプ U セットコードを設定したり、 U モコンモードの設定などを行います。 ( 73 ぺージ ) 

4マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器を操作するとさの U モコンの操作モードを切り換えます。 

己入力切換卜 /- ►ボタン 

本機の入力を切り換えます。 ( 42 ページ ) 

6アンプ操作ボタン 

IAV アンプ I ボタンを押してから操作します。 

• が 態 確認： 選択/設定されている機能や入力信号などの情報をディスプレイに表示します。 ( 69 ページ ) 

. 音声切換： 入力信号の種類（アナ□グ/デジタル/ HDMI など）を切り換えます。 ( 52 ページ ) 

• CH レベル： チャンネルを選択し、和/一でレベルを調整します。 ( 9] ページ ) 

• スピーカー切換： 再生するスピーカー端テを切り換えます。 ( 67 ページ ) 

• ディマー： フ□ントパネル表示部の明るさを切り換えます。 ( 69 ページ ) 

• スリープ： ス IJ ープタイマーを設定します。 ( 68 ページ ) 

7テレビコント□ールボタン 

これらのボタンは テレビコント □—ルの 入カ ボタンに割り当てられているテレビの操作を行うことびできま 
す。 IJ モコンの操作モードびどの入力であってをこれらのボタンでテレビの操作びでさます。 ( 72 ページ ) 

8アンプ設定/調整ボタン 

IAV アンプ I ボタンを押してから操作します。 

• オーディオ調整： オーディオに関する調整を行います。 ( 63 ページ ) 

• ビデオ調整： 映像に関する調整を行います。 ( 65 ページ ) 

• ホームメニュ ー ：ホームメニューを 表示します。 ( 39 ぺージ ) 

• 戻る： 各種設定項目で]つ前へ戻ります。 

• t/|V ◄-/-►/ 決定： 各種設定項目の選択/ミ夫定を行います。 

9 FEATURES ボタン 

本機の機能をダイレクトに操作でさます。 

• PHASE CTRL :フェイズコント□-ルモードの日 N / OFF を切り換えます。 ( 52 ページ ) 

• PQLS : PQLS 機能の AUT 日/日 FF を切り換えます。 ( 目]ページ ) 

• AUTO S.RTRV :才ートサウンドレト U パー機能の日 N / OFF を切り換えます。 ( 63 ぺージ ) 

• MCACC : MCACC MEM 日 RY を選択します。 （已1ぺージ） 


1日 I ゾ-ン 21 ボタン 

IJ モコンをゾーン2の操作に切り換えます。 ( 目 8 ページ ) 

11 U スニングモードボタン ( 49 ぺ ージ ) 

• AUT 0/ ALC/D 旧 ECT : 才ートサラウンド再生、 ALC (才ートレべルコント□-ル）およびダイレクト再 
生を切り換えます。 

• STANDARD :ドルビープ□□ジックや Neo : 目など、さまざまなサラウンドモードを切り換えます。 

• ADVSURR :アドバンスドサラウンドモードを切り換えます。 

12リモコン LED ランプ 

U モコン信号送信時または U モコン設定時に点なします。 
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13 OPTION 1 /OPTION 2 ボタン 

OPTION 1 はパイオニア製のチューナーを操作するとさに押します 。 OPTION 2 にはお好みの機器のプ U セッ 
トコードを登録したり、学習モードでボタン操作を登録でさます。 

14 IAV アンプ I ボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

15音量 +/- 

音量を調即します。 

16消音ボタン 

消音します。 


各部の名祿とはた3を 
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フロントパネルデ^スプレイ 
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1 音声入力信号インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類び点なします。 

2プ□グラムフォーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの入力信号び持っているチャンネルを表示します。（本機から出力される音声の 
表示ではありません。） 

• L/R :フ□ント左/ち 
• C :センター 

• SL/SR :サラウンド左/ち 

• LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect ) 〇 超低音び再生されているときに (()) び点なします。 

• XL/XR :上記似外の2チャンネル（左/ち） 

• XC :上記外の]つのチヤンネル、モノラルサラウンドチヤンネル、マト U ックスエンコードフラグのい 
ずれか。 

3デジタルフォーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点なします。 

4 MULTI-ZONE 

MULTI-ZONE 機能び選ばれているときに点なします。 ( 目 8 ページ ) 

己 PQLS 

P 日 LS 機能び働いているとさに点なします。 ( 61ぺ一こ ) 

6 SOUND 

DIALOG E (ダイア□グエン八ンスメント機能）または TONE ( I ンコント□ール）び選ばれているときに 
点なします。 ( 63 ページ ) 

7 U スニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点なします。 ( 49 ぺ ージ ) 

8户（フェイズコント□—ル） 

フェイズコント□-ル機能び日 N のとさに点なします。 ( 52 ページ ) 

9アナ□グ信号インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルを補正しているとさに点なします。 ( 目 3 ページ ) 

10 S.RTRV 

オートサウンドレト U バー機能び働いているとさに点なします。 ( 目 3 ページ ) 

11入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力び点なします。 


各部の名祿とはた3を 


12啄 

消音（ミュート）しているときに点なします。 

13音量表示 ( dB ) 

現在の主音量レベルを…（最小）から+12犯爆大）で表示します。 

14スク□ールインジケーター 

選択でさる項目び上下に続いているとさに点なします。 

1己スピーカーインジケーター 

IJ モコンの スピーカー切換 ボタンまたは本体の SPEAKERS ボタンで選択されているスピーカー端テび点なし 
ます。 (目 7ぺーシ ) 

16 SLEEP 

ス U —プタイマーび設定されているとさに点なします。 ( 68 ページ ) 

17デコード処理インジケーター 

マ ト U ックス- デコード処理時に点なします。 

• PRO LOGIC llx :ドルビープ□□ジック II またはドルビープ□□ジック llx デコード処理時。 

• Neo :6 : Neo :6 デコード処理時。 

18キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモード、デコード情報（信号処理の内容）などを表示します。 

19リモコン操作モードインジケーター 

アンプの IJ モコン操作モードび設定されているとさに点なします。 （1 に設定されているとさは点なしません。） 

因 メモ 

• 何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数秒間点滅する場合は、操作禁止の状態であることを意味しま 
す。 
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フロントパネル 


1 2 3 4 已 巨 37 8 



91011 12 13 1415 


10 STANDBY/ON 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

2 INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます。 

3インジケーター 

• ADVANCED MCACC: オーディオ調整機能で、 EQ (周波数特性の補正）を ON にしているときに点なし 
ます。 (目 3ペー ) 

• FL OFF :表示部の明るさ調節をオフ（消な）に設定したとさに点なします。 ( 69 ページ ) 

• HDMI : HDMI 対応機器と接続処理中に点滅し、接続び完了すると点なします。 に 6 ページ ) 

• iPod iPhone iPad: iPod や iPhone 、 iPad を付属の iPod ケーブルで接続しているときに点なします。 (32 
ペー:^ ) 

4 MULTI-ZONE ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能（マルチゾーン機能）に使用します。 (68 ぺ ージ) 

• MULTI-ZONE CONTROL ;本体の操作をメインゾーンとサブゾーン (ZONE 2) とに切り換えます。 
ZONE 2で再生する入カファンクシヨンを選んだり、 MASTER VOLUME で ZONE 2の音量を調節すると 
さに使用します。 

• MULTI-ZONE ON/OFF :マルチゾーン機能を入/切します。 

己表示部（フ□ントパネルディスプレイ） 

1日ぺージ の 「 フ □ントパネ‘ レ ディス プレイ」 をご覧ください。 

6アンプ設定/調整ボタン 

• HOME MENU :ホームメニューを表示します。 ( 39 ページ ) 

• RETURN :各種設定項目で]つ前へ戻ります。 

• t/|V 和/一/ ENTER ボタン：ホームメニューでの選択、調整、決定などを行います。 

7 U モコン受光部 

] 日 ページの 「リモコンの操作に ついて」 をご覧ください。 


8 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 


各部の名祿とはた3を 


9 SPEAKERS ボタン 

再生するスピーカー端テを切り換えます。 ( 目 7 ページ ) 


10 PHONES 端モ 

ヘッドホンを接続します。 ( 42 ページ ) 

11 U スニングモードボタン 

• AUTOSURR/ALC/STREAMD 旧 ECT: 才ートサラウンド再生 、 ALC (才ートレべルコント□-ル）お 
よびダイレクト再生を切り換えます。 

• STANDARD SURROUND: ドルビープ□□ジックや Neo :6、 ステレオなど、さまざまな U スニングモー 
ドを切り換えます。 

• ADVANCED SURROUND :アドバンスドサラウンドモードを切り換えます。 

12 MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定などを行ラとさに、付属のセットアップマイクを差し込みます。 (35. Z 8. 8日 ページ ) 

13 iPod iPhone iPad USB 端子 

iPod を接続したり ( 32 ぺー ジ)、マスストレージクラスに対応した USB メモ IJ 一を接続して ( 32 ページ ) 再 
生することびでさます。また、 iPod は接続することで充電されます。 

14 SOUND RETRIEVER A 旧ボタン 

本機の入力び ADAPTER PORT に切り換わり、 U スニングモードび自動で SOUND RETRIEVER A 旧になり 
ます。 ( 47 ぺ ーシ ) 






15 iPod iPhone iPad DIRECT CONTROL ボタン 

本機の入力び iPod/us 己に切り換わり、 iPod の各種操作び iPod 本体でできるようになります。 （43 ページ) 


フ□ントカバーの 取 D かし方 
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接続について . 18 

リアパネル . 18 

スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ . 19 
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接続について 


A 


を意 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 

また、接続する機器の電源コードをコンセントから抜いた状態で接続してください。 

接続する機器（アンプ、レシーバーなど）によっては接続方法や端テ名び本書の説明と異なることびあり3 
すので、それぞれの機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 
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1 HDMI 入出力端子 ( 24 ぺ ージ ) 

2マルチゾーン用旧入出力端モ ( 33 ぺ ージ ) 

3 モニター 出力端子 (2 日ぺ ージ) 

4コンポジットビデオ入力端子 （ 2 日 ページ ) 

己コンポーネントビデオ入力端子 （ 2 日 ページ ) 

端テに表示された機器と違う機器を接続するとさはコンポーネント入力端テの設定び必要です。 ( 37 ページ ) 

6 ZONE 2オーディオ出力端子 （ 3 日 ページ ) 

7アナ□グ音声入力端モ ( 24 ぺ ージ ) 

8サブウーファープリアウト端子 （ 21 ページ ) 

9 ADAPTER PORT 端子 ( 32 ぺ ージ ) 

10スピーカー端モ ( 21 ぺ ージ ) 

スピーカーインピーダンス 6 〇〜]目 0の スピーカーを 使用でさます。 

11 LAN (10/ 100)端モ ( 31 ぺ ージ ) 

12 DC OUTPUT 端モ ( 32 ぺ ージ ) 

13デジタル音声入力端モ ( 24 ぺ ージ ) 

端テに表示された機器と違う機器を接続するとさはデジタル音声入力の設定び必要です。 ( 37 ページ ) 

14 AC IN 端モ ( 33 ぺ ージ ) 

必ず一番最後に接続してください。 


接続』 





製品の仕様により、本体部や IJ モコン(付属の 
場合)のスイッチを操作することで表示部びす 
ベて消えた状態となり、電源プラグをコンセン 
卜から抜いた状態と変わらなく見える場合び 
ありますび、電源の供給は停止していません。 
製品を電源から完全に遮断するためには、電 
源プラグ(遮断装置）をコンセントから抜く必 
要びあります。製品はコンセントの近くで、電 
源プラグ(遮断装置)に容易に手び届くように 
設置し、旅行などで長期間ご使用にならない 
とさは電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。乂災の原因となることびあります。 


D3-7-12-5-2a_A1_Ja 






Its 
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スピーカーの配置/使用/ 夕ーンを選ぶ 

9本のスピーカーと2台のサブウーファーを接続して、臨場感あふれるサラウンドサウンドび楽しめます。ま 
た、バイアンプ接続による高音質再生や、マルチゾーン機能で他の部屋で音楽を楽しむことび可能です。スピー 
カーび2本上あれば、本機で高音質再生び楽しめます。 

• フ□ントスピーカー左/ちは必ず接続してください。 

• サブウーファーを2台お持ちの場合は、 SUBWOOFER 2 端テに2台目のサブウーファーを接続することび 
でさます。サブウーファーを2台接続することで低音び増し、より迫力のある再生を実現します。このとさ、 
2つのサブウーファーからは同じ音び出力されます。 

• パターン] iU 外の接続を行う場合は、スピーカーシステムの設定び必要です。 ( 89 ページ ) 


•パターン ！• 7.2 ch サラウンド（フ□ント八イト）接続 

※工場出荷時の設定 


フ□ント八イト左 


フ□ント左 


フ□ント八イトち T 



C| 木 II I I じ； S 巳ろ /^ 

サラゥがを XSB し文ラゥジドバックち 

I ヴ乏ウシドバック左 


■特長 

最大9本のスピーカーと2台のサブウーファーを接続でさる上方向のサラウンドを重視した接続 
方法で、映画館のよラなスピーカー配置を実現します。この場合、同時に再生でさるスピーカー 
の数は 7.2 ch 分までとなります（フ□ント八イトとサラウンドバックは同時に再生でさません）。 
また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチチャンネル音楽ソースと映画の両方にこだわった使い方を 
可能です。 

8本のスピーカーをお持ちの場合、サラウンドバックを]本にするか、センターを除いた構成にするか選ぶこと 
びでさます。 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 に]ページ )。 日 i - wi 「 e (バイワイヤ）接続 ( 23 ページ ) を巧能です。 

■スピーカーシステムの設定 
I ： ノーマル ( SB / FH )] ( 89 ページ ) 


接続』 


•パターン2鲁 7.2 ch サラウンド（フ□ントワイド）接続 



■特長 

最大9本のスピーカーと2台のサブウーファーを接続でさる横方向のサラウンドを重視した接続 
方法で、映画館のよラなスピーカー配置を実現します。この場合、同時に再生でさるスピーカー 
の数は 7.2 ch 分までとなります（フ□ントワイドとサラウンドバックは同時に再生でさません）。 
また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチチャンネル音楽ソースと映画の両方にこだわった使い方を 
可能です。 

8本のスピーカーをお持ちの場合、サラウンドバックを]本にするか、センターを除いた構成にするか選ぶこと 
びでさます。 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 に]ページ )。 日 i - wire (バイワイヤ）接続 に 3 ページ ) を可能です。 

■スピーカーシステムの設定 
ンーマル ( SB / FW )] ( 89 ぺ ージ ) 


田 
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•パ ター ン 3® 7.2 ch サラウンド& スピーカー B 接続 



■特長 

スピーカー A システムで最大 5.2 ch 再生をしなびら、同じ機器の音をスピーカー B でステレオ再生することび 
巧能です。スピーカー A のみの場合は、最大 7.2 ch 再生び可能です。 A のみ/目のみ/ AB 両方の選択びでさます。 
( 67 ページ ） 

〜使い方の例〜 

例]:別の場所（キッチンなど）でを同じ機器の音声を聞く。 

例2; ] つの部屋で、映画用（マルチチャンネル再生；スピーカー A ) と音楽用（ステレオ再生；スピーカー 
巨）の2つのシステムを作る。（スピーカー日では MCACC 設定は適用されません。また、スピーカー日ではサ 
ブウーファーを使用でさません。） 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 に]ページ )。 Bi - wire (バイワイヤ）接続 ( 23 ページ ) を巧能です。 

■スピーカーシステムの設定 
[Speaker B] ( 89 ぺ ージ ) 


•パターン 4® 已 .2 ch サラウンド&パイアンプ接続 



■特伊 

フ□ントスピーカーを高音質（バイアンプ）で再生し、最大瓦 2 ch までのサラウンド再生び可能です。 


接続』 


■接続 

フ□ントスピーカーのみバイアンプ接続 ( 23 ページ )。 通常のシングル接続を可能です。他のスピーカーはシ 
ングルワイヤ循常）接続 ( 21 ページ ) または Bi - wi 「 e (バイワイヤ）接続 ( 23 ぺージ )。 

■スピーカーシステムの設定 
[Front Bi-Amp] ( 89 ペーニ ) 


•パターン已 • 已 .2 ch サラウンド&ゾーン2接続 




■特伊 

ゾーン2でメインゾーンとは別の機器のステレオ再生び巧能です。（入力機器の選択に一部制限びあります。） 
( 3 日 ページ ） 

• ゾーン2では MCACC 設定は適用されません。また、ゾーン2ではサブウーファーを使用でさません。 

• この接続パターン似外でを、他のアンプを接続してゾーン2機能を使うことびでさます。 ( 3 日 ページ ) 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 に]ページ )。 日 i - wi 「 e (バイワイヤ）接続 に 3 ページ ) も可能です。 

■スピーカーシステムの設定 
[ZONE 2] (89 ベー ジ） 


スピーカー接続にごいてのお知 S せ 

• お手持ちのスピーカーび9本（およびサブウーファー2本）なくてを、お好さな接続方法び選べます。（フ □ 
ント2本だけでを楽しめます。） ( 22 ページ ) 

• サブウーファーを接続しない場合、フ□ントスピーカーは低域再生能力のあるタイプを使用してください。 
サブウーファー用の低域成分びフ□ントスピーカーから出力されるため、低域再生能力のないタイプではス 
ピーカーを破損する恐れびあります。 

• 接続び終わったら、必ずフルオート MCACC (スピーカーの自動設定）を行ってください。 ( 35 ぺージ ) 
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スピーカー SB 置に ついて 

最適なサラウンド再生を行ラには、それぞれのスピーカーを図のよラに配置します。 



• サラウンドスピーカーはセンタースピーカーから] 2ぴの角度の位置に配置します。ただし、サラウンドバッ 
クスピーカーを使用してフ□ント八イト/フ□ントワイドスピーカーを使用しない場合は、サラウンドスピー 
カーは視聴位置の真横に配置してください。 

• サラウンドバックスピーカーを]本のみ使用する場合は、視聴位置の真後ろに配置してください。 

• フ□ント八イト左ちスピーカーは、フ□ント左ちスピーカーの真上] m じ1上の位置に配置してください。 

• より正確なスピーカー配置を行ラことでより高音質を実現でさます。詳しくは ] ] 4 ページ の r 高音質のため 
のスピーカーセッティング 」 をご覧ください。 


スピーカーを 接続ず る 

SURROUND 巨 ACK 端テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーのバイ 
アンプ接続や、別エ U ア（ゾーン 2) でのステレオ再生に使用でさます ( 22 ページ )。 (ただし、メインゾーン 
は最大 5.2ch までとなります。） 

7.2ch 〜 5.2ch の各サラウンド接続やマルチゾーン接続、スピーカー日接続を行う場合は 22 ページ の「二 盤 
的なスピーカー 接続 」 のように接続します。フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするとさは 23 ページ の 
r バイアンプ接続 _1をご覧ください。 

を意 

• 本機は公称インピーダンスび6 〇〜16 0のスピーカーに対応していまず。 

• スピーカーコードを接続するとさは、お線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出していないことを 
確認してください。お線び IJ アノ（ネルに接触したり、@および©び接触すると保護回路び働いて電源びスタ 
ンノ（イ状態になることびあります。 

• スピーカーと本機の④および©端テどうしを正しく接続してください。 

• スピーカー端テには非常に高い電圧び出力されます。感電の危険を避けるため、スピーカーを接続する前に 
必ず電源コードを抜いてください。 


スピーカーの接続について（シングルワイヤ接続） 

スピーカーの接続には市販のスピーカーコードを使用します。 iU 下のように本機の SPEAKERS (スピーカー 
端テ）に接続します。 

1線をねじる。 

2スピーカー端子を緩め、スピーカーコードを差し込む。 


接続』 



因 メモ 

• バナナプラグを接続することをでさます（詳しくは、プラグの説明書をお読みください)。 



グ 


サブウーファーの接続について 

サブウーファーの接続にスピーカーコードを使用することはでさません。アンプ内蔵サブウーファーとアナ □ 
グピンケーブルによる接続を行ってください。 



• サブウーファーを2台お持ちの場合は、 SUBWOOFER 2 端テに2台目のサブウーファーを接続することび 
でさます。サブウーファーを2台接続することで低音び増し、より迫力のある再生を実現します。このとさ、 
2つのサブウーファーからは同じ音び出力されます。 

• THX サブウーファーをご使用の場合、 THX 入力端テまたは THX フィルタポジションをご使用ください。 
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スピーカーシステムの接続 


—般的なスピーカー接続 

己. 2 ch のスピーカーセツ h を接続するとさは、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L/R および PRE OUT 
の SUBWOOFER 1/2 に接続して < ださし、 SURROUND L/R を接続せずに SURROUND 巨 ACK に接続する 
と正しく動作しません。 

フ□ント八イトスピーカー端子は、フ□ントワイドや、スピーカ ー B の接続もできます。 


© 0 

フ□ント八イトサラウンド接続 

フ□ント A イトスピーカーも ( FHR ) フ□ント A イトスピーカー左 ( FHL ) 

フ□ントワイドサラウンド接続 

© 0 

If f 1 

フ□ントワイドスピーカーも （ FWR ) フ□ントワイドスピーカー左 （ FWL ) 

關 

9 

スピーカー已接続 

スピーカー己ち （ R ) I ■ スピーカー己左 （ L ) 


フ□ント 
スピーカーち 

( R ) 



© 0 


サラウンド 
スピーカーち 
( SR ) 


© 0 


サラウンドノ（ックスピーカー端子は、ゾーン2の接続もでさます。 

已 .2 チヤンネルサラウンド接続 

接続しません 接続しません 

氏2チヤンネルサラウンド接続 

接続しません サラウンドバックスピーカー ( SB ) 

7.2 チヤンネルサラウンド接続 


鑑)ンドバツクが-力-も 


ゾーン2接続 


サラウンドバックスピ-縮 


护©つ 


© 0 


[0 #] 

© 0 


サラウンド 
スピーカー左 
( SL ) 


ゾーン2も （ R ) 


ゾーン2左 （ L ) 


接続 


スピーカー端テの用途によって、スピーカーシス了ムの設定 ( 89 ぺー ジ ) とスピーカー端テの設定 ( 目 7ぺ一 
ジ） は次の表のように設定します。 



フ□ントノ V イト 
サラウンド接続 

フ□ントワイド 
サラウンド接続 

スピーカー B 接続 

ゾーン 2 接続 

スピーカーシステムの設定 

ノーマル ( SB / FH ) 

ノーマル ( SB / FW ) 

Speaker B 

ZONE 2 

スピーカー端テの設定 

SB/FH ON , SB ON , 
FH ON または OFF に 

なります。 

SB/FW ON , SB ON , 
FW ON または OFF に 

なります。 

AON , BON , A+B 

ON または OFF になり 
ます。 

ON または OFF にな 

ります。 





m 
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接続 n 


バイアンプ接続 

フ□ント ch 用スピーカーびバイアンプ対応であれば、さらに高品位な Bi - Amp 再生び可能です。 

FR 日 NT と SURROUND 巨 ACK のスピーカー端テの出力は同じです。 Hi 旨 h / Low はどちらとでを接続でさま 
す。 


フ□ントスピーカーち （R) フ□ントスピーカー左 （L) 



A を意 

• フ□ントスピーカーの日 i - Amp 接続をするとさは、アンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されて 
いる Hi 旨 h - Low のショート金具は必ず外してください。詳しくはスピーカーの取扱説明書をご覽ください。 

• ネットワークの着脱びでさるスピーカーの場合、ネットワークび外れた状態では効果び得られませんのでご 
を意ください。 


己 i - wire (バイワイヤ）接続の場合 




ノーマル (SB/FH) 、 ノーマル (SB/FW) または Speaker B でシステムを組む場合は、目 i - Amp ではなく目 i - wi「e 
接続び巧能です。スピーカー端テ A に、バイワイヤ U ング対応スピーカーの Hi 旨 h と Low の2本を並列に接続し 
て < ださい。 





A を意 

• この方法で異なる2つのスピーカーを接続しないでください。 


バイアンプ接続時は、スピーカーシステムの設定 ( 89 ページ ) とスピーカー端テの設定 ( 目 7 ページ ) は下 
のように行います。 

• スピーカーシステムの設定： Front Bi-Amp 
• スピーカー端テの設定： ON または OFF になります。 


23 
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他機器の接続を行ミ前に 

本機の入カファンクションには、工場出荷時は似下の入力端テび割り当てられています （ U アパネルの端テ表 
記)。通常はこの割り当てのとおりに接続することをお勧めしますび、これ似外の接続を行うことを可能です。 
その際は、入力設定の変更び必要です。詳しくは 37 ページ の r 入力端テの割り当てを変更する _1をご覧くださ 
い。 

• 巨 D 入カファ ンクシヨンは HDMI 端テの巨 D に割り当てび固定されているため、他の入カファンクシヨンに割 
り当てを変更でさません。 





入力端子 



入カフアンクシヨン 

HDMI 

音声 

コンポーネントビデオ 


割 0 当て 

工場出荷時 

割0当て 

工場出荷時 

割0当て 

工場出荷時 

BD 

X 

BD 

X 


X 


DVD 

O 

IN 1 

〇 

COAX -1 

〇 

IN 1 

SAT/CBL 

o 

IN 2 

〇 


〇 


DVR/BDR 

o 

IN 3 

〇 


〇 


HDMI 4 

o 

IN 4 

X 


X 


HDMI 已 

o 

IN 已 

X 


X 


TV 

X 


〇 

OPT -1 

< a > 

X 


CD 

X 


〇 

ANALOG - 1 

く b > 

X 



a HDMI 設定の ARC を ON に設定すると、 TV 入力の Audio In への割り当てはできなくなります。 
b ANALOG -1 を割り当てることびでさる入力は、 TV と CD のみです。 
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接続 


音声の接続にごいて 


本機に音声信号を入力するには、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ□グ音声コードによる接続を行います。 
HDMI 対応機器であれば、 HDMI ケーブルで接続して HD オーディオを入力することを可能です。音声入力信号 
の切り換えを AUTO に設定している場合、(下の優先順位で自動的に入力信号び選択されます。 


子とケーブルの種類 


局し、 

/\ 


低い 


HDMI 


ち 


颐 


同軸デジタル 

光デジタル 光ファイバー 

ケーブル 

百局 ―も 

従来のデジタル音声 

アナ□ク ◎ 屯ト ディ ォヶ_ブル 
© 嫌/白） 

従来のアナ□グ音声 


伝送可能な音声信号 


HD 音声 


光フアイ/ v — ケーブルの取り巧いについて 

• 急な角度に折り曲げないでください。保管するとさは、直径び] 5 cmiU 上になるよラにしてください。 

• 接続の際は、端テの向さを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向さでむりやり挿入すると、 
端テび変形し、ケーブルを抜いてをシャッターび閉まらなくなることびあります。 
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映像の接続について（パイオニアビデオコンバーター) 

本機はソース機器から入力されるすべての種類の映像信号を HDMI OUT 端テから出力でさるビデオコンバー 
ターを搭載しています。 

また、本機の VIDEO MONITOR OUT 端テからコンポジットでのみテレビと接続するときは、备ビデオ機器と 
をコンポジットで接続する必要びあります。 


映像をテレビに表示する 

ソース機器からの映像信号について、本機から出力可能な出力端子はし U 下のとおりです。 


ノ 、 

本機の 
日央イ象人力へ 

/ 


\ 本機の 


/ \ 

_ — k . 

〇 

1© 

.. r _1 - •, 

〇 



ソース 機器 




テレビ(モニター） 


本機 


高画質 
/\ 


ソース 機器との 
接続端子 


テレビ モニターとの 
接続端子 



HDMI OUT 



映像出力可能 


ケーブルの種類 

(本書での表記） 


HDMI ケーブル 



コンポーネント 
ビデオケーブル 
(緑/青/去） 



コンポジット 
ビデオケーブル 
旗） 


• 入力された信号によっては、ビデオコンバーターび働かずに映像び出力されないことびあります。その場合 
はビデオコンバーターの設定を OFF にして、入力機器とテレビの両方を同じタイプのケーブルで接続してく 
ださい。 ( 目已 ページ の r ビデオ調整機能を使用す る 」) 

• コンポーネント端テから入力された1日8日口信号は、 HDM め、らは出力されません。 


本機は、□ヴィコーポレーションの米国特許および他の知的所有権によって保護された、著作権保護技術を 
搭載しています。解析や改造は禁止されていますので行わないでください。 


接続』 


HDM 腺続について 

本機では HDMI 接続において iU 下のことに対応しています。 

• HDCP で保護されたコンテンツの伝送 

• 3 D 信号の伝送（対応機器接続時） 

• Deep Color 信号の伝送（対応機器接続時） 

• x . v . Color 信号の伝送（対応機器接続時） 

• オーディオ IJ ターンチャンネル ( ARC ) (対応テレビ接続時） 

• さまざまなデジタル音声信号の再生 

• HDMI によるコント□ール機能を利用した連動動作（対応機器接続時) 


み 



因 メモ 

• HDCP (デジタル内容保護)技術に対応していない機器には接続できません。接続した場合は HDCP ERROR 
と表示されます。 HDCP に対応した機器を接続したとさにをこの表示び出ることびありますび、映像びとざ 
れなく出力されれば不具合ではありません。 

• HDCP 対応機器でを DVI で接続した場合は、正常に動作しない場合びあります。 

• イコライヴーを内蔵している HDMI ケーブルで接続したとさは、正しく動作しないことびあります。 


HDMI と HDMI High-Definition Multimedia Interface という用語、および HDMI □コ'は 、 HDMI 
Licensing , LLC の米国その他の国々における商標または登録商標です。 


" x . v . coior " および x.v.Color は、ソニー株式会社の商標です。 
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テレビと再生機器の接続 

テレビと再生機器（ブルーレイデイスクプレーヤーや DVD プレーヤーなど）を本機に接続します。 
• Dolby TrueHD や DTS - HD のソフトを再生するには、再生機器と HDMI による接続び必要です。 


HDMI で接続する 

テレビと再生機器の両方に HDMI 端テびある場合は、 HDMI による接続をお勧めします。 

HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレーヤー、またはパイオニ 
アの HDMI によるコント□-ル機能との互換性びある他社製品などを、 HDMI ケーブルで本機の HDMI OUT と 
接続することで、これらの機器との連動動作び可能になります。詳しくは、 59ぺージ の 「 HDMI によるコント 
□ール機能で HDMI 機器を連動動作させる 」 をご覧ください。 


この接続は、テレビの音声を本機で聞く場合 



■ 


接続 


• HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンバーター機能び働きませんので、必ず HDMI OUT から HDMI 
対応のテレビに接続してください。 

• 本機の HDMI OUT とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI のオーディオ U ターンチヤンネル 
( ARC ) に対応している場合、テレビの音声は HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/同軸デジタ 
ルまたはアナ□グコードによる音声の接続は必要ありません。この場合、 HDMI 設定の ARC の設定を ON に 
設定してください ( 59 ぺ-ジ )。 

• 同軸デジタルケーブルまたはアナ□グオーディオケーブルを使用してテレビと接続した場合、入力端テの設 
定び必要です。 （3 Z ぺージ の 「 入力 端テの割り当てを変を -- 」） 




AV アンプを経由すると HDMI 機器が正しく動作しないとをは 

再生機器（ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤー、ビデオデッキ、セットトップボックスなど）の 
仕様によっては、 AV アンプを経由してテレビに映像や音声を出力できない場合びあります。再生機器とテレビ 
を直接接続すれば問題びなく、 AV アンプを経由すると不具合び生じる場合は、再生機器の仕様をメーカーにお 
問い合わせください。 — 

このような再生機器をそのままお使いになるとさは、似下の2つの接続方法び選択でさます。いずれの方法を、 

HDMI でしか伝送でさない音声のフオーマットは再生でさません。 

接続例1 

■ 27 ページ の 「 再生 機器に HDMI 出力びない場合の接続 I をご覧ください。 

• メリット： 再生時の操作方法び簡単です。本機のビデオコンバーターによって、アナ□グ映像をアップコン ^ 

バートして HDM め、ら出力できます。 

• デメリット： 映像をアナ□グで本機に入力するため、 HDMI での入力と違い、デジタル伝送による最高画質 
で楽しむことはでさません。 

• 使用方法： 他機器の再生と同様に操作します。 

接 I 产例。 

■再生機器とテレビを HDMI ケーブルで直接接続してください。（映像のみ直接 HDMI 伝送します。） 

本機と再生機器を音声ケーブルで接続してください。 

• メリット： 映像は HDMI でのデジタル伝送のため、最高画質を楽しめます。 

• デメリット ：下記のように操作方法びやや複雑で、機器によっては 2 ch 音声しか出力されないことびありま 
す。 （ HDMI 接続されたテレビの音声チャンネル数を検知して、再生機器側で出力を自動設定するため。） 

• 使用方法： この再生機器を使用する場合は、本機とテレビの入力を両方切り換えてください。テレビの音量 
を最小にして、本機に接続されたスピーカーとテレビから同時に音び出ないようにします。 





















































































再生機器に HDMI 出力がない場合の接続 

テレビに HDMI 入力端テびあり、再生機器に HDMI 出力端子びない場合は、テレビのみ HDMI で接続します。本 
機のビデオコンバーター機能により、アナ□グで入力された映像信号を HDMI でテレビに出力でさます。 

• テレビの音声を本機で聞く場合は、 2目 ページを ご覧になり、音声ケーブルの接続を行ってください。 

一本機の HDMI OUT とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI のオーデイオ U ターンチヤンネル 
( ARC ) に対応している場合、テレビの音声は HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/同軸デジ 
タルまたはアナ□グコードによる音声の接続は必要ありません。この場合 、 HDMI 設定の ARC の設定を ON 
に設定してください ( 59 ぺージ )。 

• 光デジタルケーブルを使用して DVD プレーヤーと接続した場合、入力端テの設定び必要です。 ( 37 ペー ジ) 


HDMI 対応テレビ 




接続 


テレビに HDMI 入力がない場合の接続 

テレビに HDMI 入力端テびない場合、再生機器の映像信号はテレビと同じケーブルで接続します。 

• テレビの音声を本機で聞く場合は、 2目 ページ を ご覧になり、音声ケーブルの接続を行ってください。 

• HDMI IN に入力された映像信号はダウンコンバートすることびできませんので、テレビと本機を接続してい 
る映像ケーブルと同じ種類のケーブルでプレーヤーと本機を接続する必要びあります。 

• 本機とテレビを HDMIiU 外のケーブルで接続した場合、本機の設定や操作などをテレビ画面に表示でさる 
日 SD 機能は使用でさません。この場合、本体のフ□ントパネルディスプレイを見なびら各種操作や設定を 
行ってください。 



• ここでの HDMI ケーブルによる再生機器の接続は、再生機器の HD 音声を本機で聞く場合に使用するをので 
す。 

映像をテレビで見るには、別途アナ□グで映像の接続を行ってください。再生機器によっては、 HDMI と他 
の接続方法で映像を同時に出力することびでさなかったり、出力の設定び必要な場合びあります。詳しくは 
再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 光デジタルケーブルを使用して DVD プレーヤーと接続した場合、入力端テの設定び必要です。 ( 37 ぺージ ) 
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HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーターの接続 

HDD/DVD レコーダー や ブルー レイディスク レコーダー などを接続します。 

• 同軸または光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 


HDD/DVD レコーダー、 
ブルーレイデイスクレコーダーなど 



接続 


ぺ一 


お手持ちの HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーに HDMI 出力端子びあるときは、本機の 
HDMI DVR/BDR IN 端テに接続することをお勧めします。その際は、本機とテレビの接続を HDMI で行つ 
て < ださい。 



HDD/DVD レコーダー、 



HDM 閒応テレビ 






28 
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衛星/ケーブルテレビチューナーの接続 


衛星放送やケーブルテレビチユーナーなどの映像機器を接続します。 

• マルチサラウンド放送を再生するには HDMI またはデジタル音声接続び必要です。 

• 同軸または光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 （37 ぺ J 


衛星チューナー 
ケーブルテレビチューナー 



接続 J 


• お手持ちの衛星/ケーブルテレビチューナーに HDMI 出力端子びあるときは、本機の HDMI SAT/CBL IN 端 
テに接続することをお勧めします。その際は、本機とテレビの接続を HDMI で行ってください。 

衛星チューナー 



• お手持ちの衛星/ケーブルテレビチューナーに HDMI 出力端子び装備されていてを、音声はデジタル音声出力 
(光または同軸）から出力し、 HDMI 出力端テからは映像のみを出力する場合びあります。その場合は似下の 
よラに HDMI とデジタル音声の接続を行ってください。 







29 
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その他の音声機器の接続 

音声再生機器の接続には、アナ□グおよびデジタル接続びでさます。ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生す 
るには、デジタル接続び必要です。 


CD プレーヤーなど 



A 




• 同軸または光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 ( 37 ペー 

_) 

• カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさに雑音などび発生する場合びあります。これはア 
ンプのトランスによる U —ケージフラックス（漏れ磁束）の影響によるをのです。このようなとさには、設 
置する場所を変えるか、アンプから離して設置してください。 


接続 


マルチゾーン巧続 

本機を操作して、本機のある部屋（メインゾーン）とは別の部屋（サブゾーン）で本機につないだ機器の再生 
を楽しめます（マルチゾーン機能)。本機ではメインゾーンとは別に ZONE 2システムを構築することびでさま 
す。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはちちろん、別々のソースを再生すること 
をでさます。 

• サブゾーン (ZONE 2) では、 DVD 、 SAT/C 巨し DVR / 巨 DR 、 TV 、 CD、ADAPTER PORT のアナ□グ 
音声（ステレオ）入力び再生可能です。 

• デジタルや HDMI で入力された信号は再生でさません。 

. U スニングモードや低音/高音調整などの各種音声機能は使えません。 

• メインゾーンで INTERNET RADI 日 、 MEDIA SERVER 、 FAVORITES 、 iPod / US 巨び選択されている場 
合、サブゾーン (ZONE 2) で ADAPTER P 日 RT を選択することはできません。 


ZONE asffi 子を使用したマルチゾーン接続 





サブゾーン (ZONE 2) に別のアンプを用意して、図のようにをう一台のアンプを本機に接続します。 
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SURROUND 己 ACKSS 子を使用したマルチゾーン接続 

図のようにスピーカーを本機に接続します。この接続の場合、メインゾーンは已 .2 ch サラウンド出力までとな 
ります。スピーカーシステムの設定は ZONE 2 を選択してください。 


サブゾーンに ONE 2) の機器 ■ 本機(メインゾーン) 



接続 


LAN 端子でネットワークに接続する 

LAN 端テを使ってネットワークに接続することで、インターネットラジオを聴くことびでさます。インター 
ネットラジオを聴くには、インターネットサービスを提供しているプ□バイダーとの契約-料金び別途必要で 
す。 

また、この接続を行うことで同ーネットワーク上にあるパソコンなどに保をされている音楽ファイルを本機で 
再生することびでさます。 

本機の LAN 端テとルーター （ DHCP サーバー機能付きなど）の LAN 端テをストレート LAN ケーブル （ CAT - 已 
似上）で接続します。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオンにします。ルーターに DHCP サーバー機能びない場合はネットワークを 
手動で設定する必要びあります。詳しくは 94 ページ の r ネットワークの設定を行 ラ 」 をご覧ください。 







LAN 端子の仕様 

• LAN (10/100) 端テ； ] 系統、 10 BASE - T /100 BASE-TX 

因 メモ 

• 弊社ではお客様のネットワーク接続環境、接続機器に関連する通信エラーや不具合について、一切の責任を 
負いかねます。あらかじめご了承ください。プ□バイダーまたは各接続機器のメーカーにお問い合わせくだ 
さい。 

• 外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへの接続び必要であり、プ□バイダーへの登録や契約び 
必要となります。第兰者び提供するコンテンツのサービスは、予告なく、変更、中断、中止される可能性び 
あり、パイオニアは、そのよラな事態に対していかなる責任を負いません。パイオニアは、外部コンテンツ 
の提供サービスの継続や利用可能期間について、いかなる保証をしません。 
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BLUETOOTH アダプターを接続する 

月 IJ 売りの目 LUET 日日 TH アダプター （ AS - 巨 T ] 日日または AS - 巨 T 2 日日）を本機に接続することで 、 Bluetooth 
機能搭載機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤーなど）の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます。 
Bluetooth 機能搭載機器の音楽の再生については、 46 ページ の 「 BLUET 日日 TH アダプターをペア U ングする 
(初期登録) 」 をご覧ください。 

• 本儀で Bluetooth 機能搭載機器の音楽を再生するには、 Bluetooth 機能搭載機器びプ□ファイル； A 2 DP 
に対応している必要びあります。 

• すべての Bluetooth 機能搭載機器との接続動作を保証するをのではありません。 

• AS - 巨 T ] 日日では 、 Air Jam 機能を使用することはできません。 



巨 LUET00TH ァダプター 


® 重要 

• 巨 LUET 日日 TH アダプターを本機に接続した状態で、本機を移動させないでください。破損や接触不良の原 
因となります。 


iPod を接続ずる 

iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しめます。接続には本機に付属の iPod ケーブルを使用します。 
• 本機には iPod / iPhone / iPad を接続することびできます。それぞれの対応機種とパ'-ジョンについて、詳し 
<は 43 ページ の 「 iPod をつないで再生す る 」 をご覧ください。 

• iPod の接続には、 iPod に付属のケーブルを使用でさますび、その場合は iPod の映像を本機を通して見るこ 
とはでさません。 

• iPod の接続については、 iPod に付属の取扱説明書をご覧ください。 

• 本機の電源びオンのとさは、本機に接続されている iPod は充電されます。 

• iPod の再生については、 43 ページ の 「 iPod をつないで再生す る 」 をご覧ください。 



接続 


USB メモ U - を接続する 

お手持ちの US 目メモ U —を接続して、 US 目メモ U —に記録されている音楽/画像ファイルを本機で再生でさま 
す。 

• 本機とパソコンを US 目ケーブルで接続して音楽/画像ファイルを再生することはでさません。本機び対応し 
ている US 日メモ IJ 一は、外付け八ードディスクや携帯フラッシュメモ IJ 一、マルチカード U —ダー、デジタ 
ルカメラ、デジタルオーディオ再生機またはプレーヤー ( FAT 16. FAT 32 のフォーマットに対応）などの 
US 日マスストレージクラスに属する機器です。 

• 本機ではすべての US 目メモ U —の再生、および電源の供給を保証でさない場合びあります。また、本機と接 
続したことで、 US 目メモ U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでさませんの 
で、あらかじめご了承ください。 

• US 日メモ IJ- の再生については、 44 ぺージ の rus 目メモリーを再生す る」 をご覧ください。 







無線 LAN コンバーターを接続する 

無線 LAN コンバーターを接続してワイヤレスでネットワークに接続でさます。接続には別売りの AS - VVL 3 日日 
をお使いください。 

• 接続には無線 LAN コンバーター ( AS - WL 300) に付属のケーブルを必ずご使用ください。 

• 無線 LAN コンバーター ( AS - WL 300) を使用するには設定を行ラ必要びあります。設定のしかたについて 
は無線 LAN コンバーター ( AS - WL 300) に付属の取扱説明書をご覧ください。 



無線 LAN〕 ンバーター (AS-WL 30 0) 
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IR レシーパーを®つて集中コント□-ルする 

ステレオ機器などを、キャビネット内などの IJ モコン信号び届かない場所に設置している場合でを、市販の旧 
レシーバーを使用して、 U モコンでシステムの操作びでさます。本機や接続した機器（パイオニア製品だけで 
なく、他社製品を含む）を操作でさます。マルチルームの U モコン操作などにち使用でさます。 



• 旧接続は、旧端テを装備している機器を使用してください。 

• 旧レシーバーの IJ モコン受光部に堂光なから強い光び直接照射されている場合は、 U モコン操作びでさない 
ことびあります。 

• 他社製品では旧といラ名称び使用されていない場合びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確認し 
て < ださい。 

• フ□ントパネルの U モコン受光部と旧レシーバーの IJ モコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシーバー 
び優先されます。 

• 接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扱説明書を参照してください。 


接続』 


電源コードの接続 

すべての接続び終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。 

• 電源〕ードを〕ンセントに差し込むと本機の電源びスタンバイになります。この際、2砂から1日秒間 、 HDMI 
に関する初期化動作を行います。初期化中は HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了してから 
本機の操作を行ってください。 HDMI 設定のコント□ール機能を日 FF にすることで、この処理は行われなく 
なります。 （已 9ぺ ージ） 


家庭用電源コンセント 



A ま意 

• 本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属しているコード（電流容量1日 A 、 機器側 2 P プラグイン 
ソケット方式）外の電源コードはご使用にならないでください。 

• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。 

長期間、電源コードを抜いた状態でを、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 

• 電源コードを抜くとさは必ず本体をスタンバイ状態にしてください。 


電源にごいて 

本機の電源は、 U モコンの 6AV アンプ ボタン（またはフ□ントパネルの 6STANDBY/0N ボタン）を押すた 
びに、 オンとスタンバイび 切り換わります。 

電源を入れることを「オンにする」、電源を切ることを「スタンバイにする」といいます。 

接続を行ラとさは予期せめ故障を防ぐため、電源をスタンバイにしたあと、電源コードをコンセントから抜い 
て < ださい。 
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スピーカーの 自動設定を行う 〜フルオート MCACC 〜 

入力端子の割り当てを変更ずる . 

本機の操作モードを切り換える . 

本機のホームメニューについて . 
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スピーカーの自動設定を行 5 〜フルオート MCACC 〜 

本機のフルオート MCACC では、従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、自動で高精度に測 
定、設定することびでさます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセットアップ用マイクで測定 
し、解析します。フルオート MCACC での測定項目と全体の流れは下のとおりです。 


下の測定/解析にかかる時間 

の 合計3分〜10分程度 


• スピーカー システムの設定 
• 測定、設定値の保を先選択 

初期測定（測定環境のチ I ック） 

• 暗騒音馆 K 屋の騒音）の測定 
• マイク感度の診断 

• 各 ch のスピーカー有り無し、および極性の判定 
• お客様によるスピーカーの有り無し判定結果の確認（または修正） 

システム全体の解析/測定 

• スピーカーシステム（各 ch の低域再生能力を判定） 

• スピーカーの出カレベル（各 ch の出カバランスを補正） 

• スピーカーまでの 距離（最適なディレイ値を解析） 

• 定在波制御（定在波の影響を軽減） 

• 残響特性の測定 

• 視聴環境の周波数特性（出力音声の音色を統一） 

ま意 

• 測定中は大さな音でテスト I -ーンび出力されます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いします。 

THX® 

• THX は THX 社の商標です。許可のをとに使用されています。不許複製。その他すベての商標は、それぞれの 
所有者の所有物です。 

® 重要 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

• セットアップ用マイクは、兰脚などを使用して U スニングポジションの耳の高さに設置してくださいに脚 
びない場合は、なるべく兰脚に代わるをのを用意してください)。 

似下の場所にマイクを設置すると、正しく測定でさない場合びあります。 

ーソファーや柔らかいをのの上。 

ー テーブルやソファーの上などの高い場所。 

• スピーカーと U スニングポジション（マイク）の間に障害物びあると、正確に測定でさない場合びあります。 
• 測定中は U スニングポジションから離れて、各スピーカーの外側から U モコンで操作を行ってください。 

• 自動設定中に静止画面を曰分間放置すると画面にスク U —ンセーバー機能び働さますび、いずれかのボタン 
を押すことでふたたび同じ画面を表示します。 

• 測定を途中で中断したとさは、それまでの測定内容は確定されません。 
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• 日 SD 画面は本機の HDMI OUT 端テとテレビの HDMI 入力端テを HDMI ケーブルで接続しているときのみ表 
示されます。 HDMI ケーブルじ(外でテレビと接続しているときは、フ□ントパネルディスプレイを見なびら 
各種操作や設定を行ってください。 

1り AV アンプボタンを巧して本機の電源を入れてか!5テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるようテレビ側の入力切換を合わせてください。 

2付属のセットアップ用マイクを接続する。 

PUSH OPEN タブを押して端テカバーを取り外し、 MCACC SETUP M に 端テにセットアップ用マイクを差 
し込みます。 

IJ ス ニン グポジションにマイクを配置します。 

• 付属のセットアップ用マイクを、 TV モニターの近くに置いてオートセットアップを行わないでください。 
また、テーブルやソファーなどの上にマイクを置くと、正確に測定でさない場合びあります。 







マイクを差し込むとフルオート MCACC 画面び表示されます。 



3 miT ^ ボタンを巧してか!5、 t ボタンで[スピーカーシステム]を選択して、決定ボタンを巧す。 
スピーカーシステムの設定画面になるので適切なスピーカーシステムを選んでか5戻るボタンを巧 
す。 

スピーカーシステムの項目は、用途によって ■ UU 下の設定を選択します。 

• サラウンド接続（フ□ント八イト）の場合： ノーマル (SB/FH) 

• サラウンド接続（フ□ントワイド）の場合： ノーマル (SB/FW) 

• バイアンプ接続の場合： Front Bi-Amp 
• ゾーン2接続の場合； ZONE 2 
• スピーカー目接続の場合： Speaker B 

詳しくは、 1 9 ページ の 「 スピーカーの 使用パターンを選ぶ _1をご覧ください。 

EQ タイプ、 MCACC 、 THX スピーカーの各項目を設定でさます。詳しくは、 78 ページ の は一 hMCACC で 
詳細に測定/設定 する 」 をご覧ください。 
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4 14^ ボタンで[スタート]を選択して決定する。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 

• セットアップ用マイクの接続を確認のラえ、サブウーファーを接続しているとさは、測定のためサブウー 
ファーの電源を入れてボ IJ ユームレべルを適度に上げておいてください。 

• オートセットアップのテストトーンは大音量です。小さなお子様び近くにいる場合などはご注意ください。 
ボ U ユームを下げることをでさますび、正しく設定されない場合びあります。 

己自動測定が開始されます。 

最初に初期測定（測定環境チてック）び行われます。 



• 暗騒音： 暗騒音馆 K 屋の騒音）の測定 
• マイク□フオン： マイクの感度を診断 

• スピーカー YES/NO :各スピーカーの有り無し、および極性の判定 
「暗騒音」および「マイク□フオン」のチェックでエラーび表示されたときは、測定環境およびマイクの接続を 
をう一度確認し、 [リトライ] を選んでをう一度測定することをお勧めします。■►で [次へ進む] を選択し、次の測 
定へ進むことをでさます。 

6スピーカー有り無しの確認画面になります。 

スピーカーの判定結果にエラーや逆相びなく、確認画面で何を操作びないとさは]日砂後に自動で手順7へ進 
み、オートセットアップび再開されます。 

スピーカー有り無し判定については、似下の表をご覧ください。 


有無 

スピーカー 

接続 

している 

接続 

していない 

逆相に 
なつている 

規定外の 
接続 

L/R 

フ□ント左ち 

YES 

エラー 

逆相 

--- 

C 

センター 

YES 

NO 

逆相 

—— 

FHL(FWL)/FHR(FWR) 
フ□ント八イト(ワイド)左も 

YES 

NO 

逆相 

--- 

SL/SR 
サラウンド左ち 

YES 

NO 

逆相 

エラー 

SBL/SBR 
サラウンドバックをも 

YES 

NO 

または- 

逆相 

エラー 

SW 

サブウーファー 

YES 

NO 

--- 

--- 


スピーカー有り無し判定結果び正しいとき 

[OK] を選んで ミ夫定 ボタンを押します。 

ちう一度自動測定をやり直ずとき 
[ U トライ] を選んで 決定 ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果び間違つているとき 

[リトライ] を選んでをう一度自動測定をやり直してみてください。それでを間違ってしまうとさは、 \ I\IW 
■►ボタンで正しい設定に直したあと 決定 ボタンを押します。 


基本設定 


接続び間違っているとき 

電源を切って電源コードをコンセントから抜さ、スピーカーを正しく接続し直してください。接続び終わった 
ら、をう一度フルオート MCACC を行ってください。 

接続び正しいとき 

さまざまな要因により 逆 相と表示される可能性びあります り 07ぺージ )。その場合は、 [次へ進む] を選んで 
決定 ボタンを押してください。 

エラーび 表示されたとき 

判定結果でエラーび表示された場合は、スピーカーの接続を間違えている可能性びあります。（逆相び表示され 
た場合は、スピーカー接続の極性 (+/-) び間違っている可能性びあります。 ）[ リトライ] しても結果び同じよ 
ラな場合は一度電源を切り、スピーカーの接続を確認してください。また、途中で測定エラーによる警告び表示 
されている場合びありますので、そのとさは画面の指示に従ってください。指示の詳しい内容については] 日7 
の 「 MCACC (音場補正）時に表示されるメッセージについて _1をご覧ください。 

7補正用測定が開始されます。 

スピーカーシステム； 各 スピーカーの 低域再生能力判定 
スピーカー出カレベル： 各 ch の出カバランスを補正 
スピーカーまでの距離： スピーカーまでの 距離を測定 
定在波制御： 定在波の影響を軽減 
残響特性の測定： 残響特性の測定 
Ago Cal EQ Pro :出力音声の音色を統一 

これらの自動設定には接続しているスピーカーの数によって3分〜]日分程度かかりますので、しばらくお待ち 
ください。 

8 HOME MENU 画面が表示された!5自動測定は終了です。 


HOME MENU 

AV アンプ 

2. MCACC データチエック 

3. データ管理 

4. システム設定 

5. ネットワーク情報 

6. 操作モード設定 

因終了 

unicp 

advanced 

戻る因 


必ずセツトアツプ用マイクを本機から抜いてください。 
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入力端子の割 0 当てを変更ずる 

機器の接続をする場合は、 £生 ページの 「 他 機器の接続を行ラ前に I の表をご覧になり、入カファンクシヨンび 
割り当てられた端テに接続することをお勧めします。 

工場出荷時の設定と異なる端テに接続する場合は入力端テの設定を変更する必要びあります。 
iU 下の接続を行ったとさは必ず設定を行ってください。 

• リアパネルの HDMI 入力端子に記載された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI Input ) 

HDMI 入力の設定をする場合は、 HDMI 設定の コント□—ル 機能 ( 已 9ペー ミ ) を OFF にしてください。 

• リアパネルの音声入力端子に記載された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

—音声入力の設定 (Audio In ) 

• リアパネルのコンポーネントビデオ映像入力端子に記載された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

ーコンポーネントビデオの設定 （Component In ) 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/-►と 決定 ボタンを使って カーソル 移動と設定値の変更 および 選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 


3 [システム設定]を選んで決定する。 



4 [入力端子の設茵を選んで決定する。 


4 .システム 設定 


a. マニュアルスピーカー設定 



C.OSD 言語設定 

d. ネットワーク設定 

e. HDMI 設定 

f. その他の設定 


因お了 


戻る因 


己変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 



基本設定 


6変更したい設定を選んで、割り当てたい入力端子を設定する。 



たとえば、光デジタル入力端テ (OPTICAL IN1) を使って DVD プレーヤーを接続したいときは、 入力で DVD 
を選び 、 Audio In の設定を 0 PT -1 に変更します。また、 COMPONENT IN ] に入力した映像信号を再生した 
いときは 、 Component In の設定を In -1 に設定します。 

7設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

入力端子の 設定を終了します。 

ホームメニューを 終了するとさは、 ホームメニュー ボタンを押します。 

因 メモ 

• コンポーネント端テの使用については、 25 ページの r 映像の接続について(パイオニアビデオコンバーター) 」 
をご覧ください。 

• 同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を選択することはでさません。 

• 「-」と表示されているとさは割り当てられる入力端テびないことを表しています。 

• 日 SD 画面は本機の HDMI OUT 端テとテレビの HDMI 入力端テを HDMI ケーブルで接続しているときのみ表 
示されます。 HDMI ケーブルじ(外でテレビと接続しているときは、フ□ントパネルディスプレイを見なびら 
各種操作や設定を行ってください。 
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本機の操作モードを切り換える 

本機にはさまざまな機能や設定び豊富に備わっていますび、すべての機能や設定を使いこなすのは難しいとい 
ラお客様のために、操作モードの切り換え設定を用意しています。 

操作モードはエキスパートと 基本の 2 つの設定から選択でさます。 

• 工場出荷時の設定： エキスパート 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/一と 決定 ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

3 [操作モード設定]を選んで決定する。 



4設定したい操作モードを選ぶ。 

• エキスパート： すべての機能をお客様ご自身で設定でさます。 

• 基本： 操作でさる機能を制限し、操作制限した機能についてはパイオニアび推奨する音質 • 画質になるよう 
自動で設定されます。操作でさる機能は下のとおりです。取扱説明書をご覧になり、必要に応じて設定で 
さます。 


1操作できる機能 

内容 

参照 1 

ホームメニュー 

フルオート MCACC 

高精度な音場設定を簡単に行います。 

逝 

入力名 

お好みの入力名に変更して使いやす<でさます。 

逆 

入カスキップ 

使用しない入力をスキップします（表示しません)。 

互 

ソフトウエアの更新 

最新のソフトウエアへ更新します。 


ネットワーク情報 

本機の IP アドレスや MAC アドレスといったネットワークの情報び 
確認でさます。 

逝 

オーディオ調整 

MCACC 

(MCACC メモ U -) 

お好みの MCACC メモリーを選択でさます。 

巡 

DELAY 

(サウンドディレイの調整） 

音声全体の遅延時間を調整します。 

巡 

S.RTRV 

(オートヴウンドレト U ノ（一機能） 

圧縮音声を高音質化して再生します。 

巡 

DUAL 

(デュアルモノラル音声の設定） 

デュアルモノラル音声入力時の再生設定を行います。 

巡 

V.SB 

(バーチャルサラウンドバックの設 
定） 

仮想のサラウンドノ（ックチャンネ j レ音声を創り出して再生します。 

巡 
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1操作できる機能 

内容 

参照 1 

V.HEIGHT 

(バーチャル八イトの設定） 

仮想の八イトチャンネル音声を創り出して再生します。 

避 

V.WIDE 

(バーチャルワイドの設定） 

仮想のワイドチャンネル音声を創り出して再生します。 

避 

V.DEPTH 

(バーチャルデプスの設定） 

3 D 映像に適した音場で再生します。 

避 

その他の入力 

入力切換 （INPUT SELECTOR ) 

入力を切り換えます。 

42 

音量 +/-, 消音 

音量を調節します。 

42 

リスニングモード 

パイオニアお勧めのモードのみ選択可能となります。 

49 

PQLS 

PQLS 機能を使って再生します。 

社 

PHASE CTRL 

(フェイズコント□ー ル） 

低域の位相ずれを補正して再生します。 

堅 

SOUND RETRIEVER AIR 

入力を ADAPTER PORT に切り換え、圧縮音声を高音質化して再生 
します。 

4 Z 

iPod iPhone iPad DIRECT 
CONTROL 

入力を iPod / USB に切り換え、 iPod 側で操作できるモードになりま 
す。 

43 






己設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

HOME MENU 画面に戻ります。 
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本機のホームメニューについて 

本機のホームメニュー （ホームメニュー） ではさまざまな設定を行ったり、設定した項目の確認や調整などび 
でさます。 

ホームメニュー画面を表示ホせるには I 」モコンの 防巧り巧 ボタンを巧してから ホーム メニューをキ申します。 


HOME MENU 

AV アンプ 

2. MCACC データチエック 

3 . データ管理 

4. システム設定 

5 . ネットワーク情報 

6 . 操作モード設定 

因終了 

unicp 

advanced 

戻る因 


テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/一と 決定 ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 

ンで]つ前の画面に戻ります。 

ホームメニューの第一階層はし U 下のとおりです。それぞれの説明をご覧になり、必要に応じて設定、確認、調 

整を行ってください。 

• アドバンスド MCACC :サラウンドの自動設定や詳細な手動設定を行います。詳細は 78 ページ の r u スニ 
ング環境の設定について〜ヴラウンド再生のための設定〜 」 をご覧ください。 

• MCACC データチエック： MCACC メモ IJ - の確認を行います。詳細は 8已 ページの 「 MCACC データを確 
認 する 」 をご覧ください。 

• データ管理: MCACC メモ IJ 一のデータ管理を行います。詳細は 86 ページ の [MCACC MEMORY のデー 
夕を管理する〜データ管理〜 _|をご覧ください。 

• システム設定: 本機に関するさまざまな設定を行います。詳細は 89 ページ の r システム設定で本機のさまざ 
まな設定を行 ラ」 をご覧ください。 

• ネットワーク情報: ネットワークに関するさまざまな情報を確認できます。詳細は 9已 ページ の r ネットワー 
クの情報を確認す る 」 をご覧ください。 

• 操作モード設定: 本機の操作モードを選びます。詳細は 38 ページ の r 本機の操作モードを切り換える 」 をご 
覧ください。 
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本機で設定でまること 

本機のホームメニュー (HOME MENU ) で設定でさる全項目です。 



-且すべての MCACC 願の自動測定 

—才ート MCACC 

— 0 (個別項目選択可能なサラウンドの自動設定） 

I 

を頂目/スピーカーシステム保持 音場補正の全項目を自動測定 


スピーカー設定 
I 

スピーカー出カレベル、距離 


スピーカーシステムの自動設定 

ス ピーカー出カ レベルおよびス ピーカーまでの 距離 
の 自動設定 


EQ Pros 定在波制御 


残響特性を考慮した周波数特性の自動補正および 
定在波の自動制御 


—マニュアル MCACC 

■ H (詳細なサラウンドの自動設定） 

□ Fine Channel Level 

聴感による各チヤンネルの出カレベルの微調整 

旦 Fine SP Distance 

聴感による各スピーカーまでの距離の微調整 

日 定在波制御 

定在波制御の設定 

田 EQ の調壁 

聴感による周波数特性補正カーブの調整 

且 EQ プ□フェツシヨナル 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 

且残響特性の測定 

部屋の残響特性の測定 

□ 残響特性の確認 

残響特性グラフ（補正前/後）の表示 


0アド V (ンスド EQ セットアップ 残響特性を考慮した音場補正 


-巧 Si は-卜 MCACC のデモ）デモなので醜は励 A されません 


-□スピーカー設定 
-田スピーカー出カレベル 
一□スピーカーまでの距離 
-田定在波制御 
-且 Acoustic Cal EQ 


スピーカー接続の有り/無し、低域再生 
能力などの確認 

各チヤンネルの出カレべ J レの確認 
各 スピーカーまでの 距離の確認 
定在波制御設定値の確認 






周波数特性の補正値の確認 
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I 曰ァータ 管理 I □ システム設定 I 

^ CA 置 C メモ1」-® I 体機のさまざまな設定） I 


-旦 MCACC メモリーの名称変更 


MCACC メモ U —の名前を変更 


-□ MCACC メモリーのコ ピー 

MCACC メモ U —のコピー 


し曰 MCACC メモリーの消去 

MCACC メモ U - を消ま 


■ 日ネットヮ-ク情報 a / 

(ネツトワ-クに関する A り 

さまざまか I 簡） が4 

L ネットヮ-ク情報 

ネットワークに関する情報の表示 



2つのモードからお好みの操作モードを選択 


日マニュアルスピーカー設定 

■ U ( スピーカーの構成やサラウンド環境の手動設定） 

D スピーカーシステム 

スピーカーの用途設定 

m スピーカー設定 

スピーカー接続の有り/無し、あ域再生能力 
などの設定 

□ スピーカー出カレベル 

各チヤンネ j レの出カレべ j しの設定 

C1 スピーカーまでの 距離 

各スピーカーまでの距離の設定（最適な 
ディレイ値に設定） 

且X 力ーブ 

部屋の大ささに合わせた高音域の減衰カーブ 
の設定 


.□入力端子の設定 
Bos □言語設定 
.田ネットワーク設定 


各入力の音声入力や映像入力の切り換え、入力名の 
変更などの設定 


0 SD 言語の表示言語の設定 


DIP アドレス、プ□キシ IP アドレスやフ□キシの設定 

S ネットワークスタンバイ ネットワークスタンバイ機能の設定 

I 

且フレンドリーネーム フレンドリーネームの設定 

0ペアレンタ J レ□ック 暗証番号の設定 


-0HDMI 設定 
D その他の設定 
□ 自動電源オフ 


日音量設定 
□ リモコンモード設定 
□ ソフトウェアの更新 


HDMI によるコント□-ル機能に対応した機器 
と連動操作するための設定 


電源を自動でオフにする設定 

電源をオンしたとさの音量や最大音量制限、 
消音時の音量の設定 

本機側の U モコンモードの設定 

ソフトウエアの更新 




基本設定 


































基本再生 


アンプか5音を出す〜基本再生〜 . 

へッドホンで聴く . 

iPod をつないで再生する . 

USB メモ U —を再生する . 

BLUETOOTH アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽しむ, 


42 

42 

43 

44 
46 











05 


AV アンプ 


□ □ □ □ 
□の □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 



アンプか 6 音を出す〜基本再生* 


接続した機器を再生するとさの手順です。本機では、 已2ぺージ の r 音声入力信号の切り換え 」 で入力信号を選 
んで、 49 ページ の 「 リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 」 で U スニングモードを選ぶことび主な操作で 
す。 


ド loneer 

I AV アンプ J 


1再生する機器の電源を入れる。 

2む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入れる。 

(本体の場合は、6 STANDBY/ON を押します。） 

3入力切換卜/ーボタンで再生する機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わります（本体の場合は INPUT SELECTOR で選択します)。 

マルチコント□ールボタンで直接選択することをできます。 

• また、必要に応じて 音声切換 ボタンで音声入力信号の種類を選びます。 ( 52 ページ 参照) 

4 AUT0/ALC/D 旧 ECT ボタンを巧して AUTO SURROUND モードを選択する。 

他にをいろいろな IJ スニングモードをお好みで選べます。詳細は 49 ページ の r J スニ:^グ^ードでいろいろな 
音を楽しむ 」 をご覧ください。 

己再生機器の再生を開始する。 

6音量 +/- ボタンで音量を調節する。 

「-—」（無音）から +12dB (最大値）の範囲で調節できます（本体の場合は MASTER VOLUME ダイヤルで調 
節します)。 

一時的に音を消したいとさは、 消音 ボタンを押します。をラー度押すか、音量を調節することで解除します。 

• MCACC などにより正確にチャンネルレベルを補正した場合、0 d 日び映画館での再生音量とほぼ同等にな 
ります。 （ Od 日は大音量です。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮をお願いします。） 

• 大音量び出力されないよラに、最大音量を制限することびでさます。 96ぺージ の r 音量の設定を行 ラ 」 を 
ご覧ください。 

◎ メモ 

• 電源をオンにしてからネットワーク機能（インターネットラジオ入力など）、 iPod / us 日 、 ADAPTER PORT 
入力び使えるまで約1分かかります。 

• 再生する入力によっては、再生操作を日 SD 画面で行うことびありますび、日 SD 画面は本機とテレビを HDMI 
ケーブルで接続しているとさのみ表示されます。 HDMI ケーブル似外で本機とテレビを接続しているとさは、 
フ□ントパネ>1レを見なびら再生操作を行ってください。 



音量 

ロロ 

B 

ロロ 

百 


国国 □□ 

I 国国 □ □ 

国の斷10 

B の i 团 ^ 


42 


基本再生 


音声を一時的に消す 

消音します。 

• 消音ボタンを巧す。 

消音 ボタンををラー度押すか、音量を調節することで解除します。 


へッドホンで聴< 



• ヘッドホンを PHONES 端テに差し込む。 

差し込むと スピーカーからは 音び出なくなります。 

• U スニングモードは STEREO, ALC, PURE DIRECT または PHONES SURR わく選択でさます。入力わく 
ADAPTER PORT のときは SOUND RETRIEVER A 旧を選択できます。 

• 入力信号びマルチチャンネルの場合は、 2 ch にダウンミックスされます。 

• ヘッドホンを差し込んでいるとさは、ホームメニュー画面で各種設定を行ラことはでさません。 
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iPod をつないで巧生する 

iPod を本機に接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しむことびでさます。 
iPod の接続については、 32 ページ の 「 iPod を接続す る 」 をご覧ください。 

ここでは iPod の再生について説明します。 US 巨の再生については 44 ページ の r uSB メモ U —を再生す る」 を 
ご覧ください。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入れてか5テレビの電源も入れる。 

2 iPod USB ボタンを巧して、 iPod / USB 入力にする。 

接続び完了するとテレビ画面に iPod のカテ 3' iJ —画面び表示されます。 

電源をオンにしてから実際に起動するまでに]分程度かかります。 



• iPod USB ボタンを押したあとに「 N0 Device 」 と表示された場合は、電源を切ってから本機と iPod の接 
続をやり直してみてください。 

• 音楽の再生については 43 ページ の 「 iPod の音楽を再生す る 」 を、映像の再生については 43 ページ の 「 iPod 
の}— I'. - - I ' 1 ( iPod の映 1 - を再生す る)」 をご覧ください。 

因 メモ 

• 本機は 、 iPod nano 3 G /4 G /5 G . iPod touch ] G /2 G /3 G /4 G 、 iPhone、iPhone 3 G、iPhone 3 GS 、 
iPhone 4 、 iPhone 4 S 、 iPad、iPad 2 の音声および映像の再生に対応しています 。 iPod nano 目 G は音 
声の再生のみ対応しています。ただし、モデルによっては一部機能び制限されます。 

• iPod shuffle には対応しておりません。 

• 本製品は、パイオニアホームページに記載されている iPod / iPhone / iPad のソフトウエアバージョンに基づ 
いて開発、テストされたをのです。 

• パイオニアホームページに記載されているバージョン似外のソフトウエアをお客様の iPod / iPhone/iPad 
にインス I -ールした場合、本製品との互換び無くなる場合びあります。 

• iPod や iPhone 、 iPad は、著作権のないマテ U アル、または法的に複製•再生を許諾されたマテ U アルを個 
人び私的に複製-再生するために使用許諾されるをのです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

• 本機と iPod や iPhone 、 iPad を組み合わせてご使用の際、 iPod や iPhone 、 iPad のデータに不具合び生じて 
を、当社は一切の責任を負ラことびでさませんのであらかじめご了承ください。 

• 本機の GUI 画面で表示でさない文字び iPod に記録されている場合、その文字は「#」で表示されます。 

. パイオニア製品から iPod のイコライヴーを操作することはでさません。本機に iPod を接続する前に 、 iPod 
のイコライヴーを「オフ」に設定することをお勧めします。 

• iPod の操作については、 iPod に付属の取扱説明書をご覧ください。 


基本再生 


口 od の音楽を再生する 

本機の GUI 画面を見なびら、 iPod の曲を選んで再生でさます。本機のフ□ントパネルを見なびらでを再生操作 
でさます。 


苗 


1 ta ボタンで再生したいカテゴリーを選んで決定ボタンを巧す。 





2 ►ボタンで再生したいリスト（ジャンル、アルバムなど）を選んでミ夫定ボタンを押す。 

3手順2を繰り返して、聞きたい曲を再生する。 

再生機能を使っていろいろな再生び可能です。言羊しくは 43 ページ の r 基本操作について 」 をご覧ください。 



基本操作について 

マルチコント□ールボタンの iPod USB ボタンを押すと U モコンび iPod USB 操作モードになり、再生画面で 
じ(下の U モコン操作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止します。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて押すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

1」ピート再生を設定します。押すたびに]曲リピート、リピートオール、 U ピートオフに切り 
換わります。 

X ： 

ランダム再生を設定します。押すたびにランダムオン、ランダムオフに切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 


前の画面に戻ります。 

トップメニュー 

トップメニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


iPod の操作を切り換える （ iPod の映像を再生する） 

iPod の操作を、本機と iPod 本体とで切り換えることびでさます。 

• iPod の操作を iPod 側に切り換えて、 iPod で映像を再生すると、本機を通して映像を見ることびでさます。 

1 iPod CTRL ボタンを巧して、操作を iPod 側に切り換える。 

iPod 本体で操作でさるようになり、本体画面び表示されます。このとさ本機の GUI 画面は表示されません。 

2もう一度 iPod CTRL ボタンを巧して、操作を本機側に切り換える。 

因 メモ 

• フ□ントパネルの iPod iPhone iPad DIRECT CONTROL ボタンを押すと、本機の入力が Pod/USB に切 

り換わり、 iPod の操作び iPod 本体で行えるようになります。 
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USB メモリーを巧生する 

お手持ちの US 目メモ U —を本機に接続することで、 US 目メモ U —に記録されている音楽ファイルや写真ファイ 
ルを本機で再生することびでさます。音楽ファイルはステレオまたはモノラル音声で再生します。 

US 目メモ U —の再生可能なファイルフオーマツトは 45 ページ の 「 対応 ファイルフオーマツトについて」 をご 
覧ください。 

US 巨メモ IJ- の接続については、 32 ぺージ の r us 日メモ U —を接続す る 」 をご覧ください。 

@菌 

US 巨メモ IJ- の消費電力び大きすざると 「Over Current 」 と表示されます。この場合、下記の操作を行って 
みてください。 

• 本機の電源を切ってから、再度電源を入れてみてください。 

• 本機の電源を切ってから US 日メモ IJ 一を抜さ、再度 USB メモ U —を接続して電源を入れてみてください。 

• AC アダプターび付属している USB メモ U —をお使いの場合は、 AC アダプターを接続して使用してみてくだ 
さい。 

上記の操作を行っても 「Over Current 」 び表示されるときは、 US 目メモ U — び本機に対応していません。 

1り AV アンプボタンを巧して本機の電源を入れてか!5テレビの電源も入れる。 

2 iPod USB ボタンを巧して、 iPod/USB 入力にする。 

接続び完了すると、テレビ画面にフオルタ'一名やファイル名び表示されます。 

電源をオンにしてから実際に起動するまでに]分程度かかります。 


音楽の再生については、 44 ページ の r 音楽ファイルを再生す る 」 を、写真の再生については 45 ページ の 「置 

真ファイルを再生す る 」 をご覧ください。 

◎ メモ 

• 本機び対応している US 日メモ IJ 一は、外付け八ードディスクや携帯フラッシュメモ U —、デジタルオーディ 
才再生機またはプレーヤー ( FAT 16、 FAT 32 の フォー マットに対応）などの US 巨マスストレージクラスに 
属する機器です。 

• 本機ではすべての US 目メモ U —の再生、および電源の供給を保証でさない場合びあります。また、本機と接 
続したことで、 US 目メモ U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでさませんの 
で、あらかじめご了承ください。 

• 本機とパソコンを US 日ケーブルで接続して音楽ファイルを再生することはでさません。 

• 容量の大さい US 巨メモ U —を接続したとさは、読み込みに多少時間びかかることびあります。 

• 本機は US 日八ブには対応していません。 

• 本機で再生でさないファイルび選択された場合は、自動的に次の再生可能なファイルび再生されます。 

• 曲のタイトルびファイルに記録されていない場合は、ファイル名び GUI 画面に表示されます。アルバム名や 
アーティスト名び記録されていない場合は、それらは表示されません。 

• 本機の GUI 画面で表示でさない文字び US 日メモ IJ 一に記録されている場合、その文字は「#」で表示されま 
す。 

• US 日メモ IJ 一に収録された最後の曲まで再生すると、再生び終了します。 

. 著作権保護のかかった音楽ファイルは再生でさません。 


Ind-sdt が g 

四 d W .S .S .S .S 引け 

削^^^ 

甘己 OSS 


基本再生 


音楽ファイルを再生する 

US 目メモ U —に収録されている音楽ファイルを再生します。9階層のフォルダーまで表示-再生でさます。 

I ta ボタンで再生したいフォルダーを選んでミ夫定ボタンを巧す。 



2手順 I を繰り返して、聞きたい曲を再生する。 


基本操作について 

マルチコント□ールボタンの iPod USB ボタンを押すと U モコンび iPod USB 操作モードになり、再生画面で 
似下の U モコン操作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除をします。 

■ 

再生を停止します。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて押すと、前のトラックに戻ります。 

►►I 

次のトラックの先頭に進みます。 


U ピート再生を設定します。押すたびに]曲リピート、 IJ ピートオール、 U ピートオフに切り 
換わります。 


ランダム再生を設定します。押すたびにランダムオン、ランダムオフに切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

和 

前の画面に戻ります。 

トップメニュー 

トップメニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 
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写真ファイルを再生する 

US 巨メモ U —に収録されている写真ファイルを再生します。9階層のフォルダーまで表示-再生でさます。 

1 t /4^ ボタンで再生したいフォルタ’一を選んでミ夫定ボタンを巧す。 

• 高画素のファイルは画像び出るまでにしばらく時間びかかります。 

• 前の画面に戻るときは 戻る ボタンを押します。 

2手順1を繰り返して、見たい写真を再生する。 

選んだ写真び再生され、全画面表示でスライドショー再生び始まります。 


昼本操作について 

写真フアイル再生中は U モコンで iU 下の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

ミ 夫定、 ► 

写真の表示とスライドショー再生を始めます。 

■ 

再生を停止し、 U スト画面に戻ります。 


因 メモ 

• US 日の音楽ファイルを再生中にフォルタ'一/ファイル IJ スト画面に戻ってから写真ファイルを再生すると、 
音楽ファイルを再生しなびら写真ファイルのスライドショーびでさます。 


基本再生 J 


巧応ファイルフォーマツトについて 

US 目入力で対応しているファイルフオーマツトは似下のとおりです（一部のファイルフオーマツトで再生でさ 
ないことびあります）。 



音声ファイル 


1 働 y 

お張子 


スト U —ム 





ヴンプ1」ング周波数 

32 kHz ' 44.1 kHz . 48 kHz 

MP 3 

< a > 



量子化ビット数 

16 bit 

. mp 3 

MPEG -1 オーディオ— 
レイヤー 3 - 

チヤンネル数 

2 ch 



ビットレート 

8 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 

WAV 

.wav 

LPCM _ 

サンプリング周波数 

32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、 
88.2 kHz 、96 kHz 、176.4 
kHz ' 192 kHz 




量子化ビット数 

] 日 bit ' 24 bit 




チヤンネル数 

2 ch 




サンプリング周波数 

32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 




量子化ビット数 

16 bit 

WMA 

.wma 

WMA 2/7/8/9 - 

く b > _ 

チヤンネル数 

2 ch 




ビットレート 

已 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 




サンプリング周波数 

32 kHz ' 44.1 kHz ' 48 kHz 


. m 4 a < c > 

MPEG -4 AAC LC _ 

量子化ビット数 

16 bit 

AAC 

.aac 

.3 gp 

.3 呂 2 

MPEG -4 HE AAC 

チヤンネル数 

2 ch 


(aacPIus vl /2) — 

ビットレート 

16 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 

FLAG 

■flac 

FLAC _ 

ヴンプ U ング周波数 

32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、 
88.2 kHz ' 96 kHz . 176.4 
kHz ' 192 kHz 

< d > 


量子化ビット数 

] 日 bit ' 24 bit 




チヤンネル数 

2 ch 


a MPEG Layer -3 音声復号化技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson multime 出 a からライセンスされています。 
b 接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能びあります。 

C アップル□スレスオーデイオコーデックには対応していません。 
d 非圧縮 FLAG ファイルの場合、正しく動作しないことびあります。 





写真ファイル 


1 種別 

拡張子 

形式 1 

JPEG 

化呂 

じ(下の条件に適合していること： 

• ベースライン JPE 白 フォー マット 



• Y : Cb : C 「 び4:2:2 
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BLUETOOTH アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽しむ 

月 IJ 売りの目 LUET 日日 TH アダプター （ AS - 巨 T ] 日0または AS - 巨 T 2 日日）を本機に接続することで、 Bluetooth 
機能搭載機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤーなど）の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます ( AS - 
目 T 1 日日をご使用の場合 、 Air Jam 機能は使用できません)。 布紙の目! uetooth 才ーデイオ送信機を使って、 
房/ L / e わが/?機能非搭載機器の音楽を楽しむこともできます。詳しくは、 BLUET 日日 TH アダプターや房心 e わが/? 
機能搭載機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

巨 LUET 日日 TH アダプターの接続については、 32 ページ の 「 BLUET 日日 TH アダプターを接続する I をご覧く 
ださい。 

房心 e わが/?®ワードマークおよび 03' は 、 Bluetooth SIG , Inc . び所有する登録商標であり、パイオニア株式会 
社は、これら商標を使用する許可を受けています。他のトレードマークおよび商号は、各所有権者び所有する 
財産です。 


5/ ue わが/7機能搭載機器： 
携帯電話 



Wue わが/7機能搭載機器： 
デジタル音楽プレーヤー 



S / ue わが/7機能非搭載機器： 
デジタル音楽プレーヤー 
+ 

Bluetoot は一すイオ 送信機 
怖胁 



V 



基本再生 J 


己 LUETOOTH アダプターをぺアリングする朋期登録） 

目 LUET 日日 TH アダプターを使用して房心 e わが/?機能搭載機器の音楽を楽しむために、ペア U ングを行う必要 
びあります。最初に日 LUET 日日 TH アダプターを使用するとき 、または Bluetooth 機能搭載機器側のペア U ン 
グデータを消去したとさは、ペア IJ ングを行ってください。 

ペア U ングは房/ L / e わ無線技術を利用した通信び可能になるようにするために必要なステップです。 

• ペア IJ ングは、巨 LUET 日日 TH アダプターおよび房心 e わが/?機能搭載機器を使用する際に、はじめに]回だけ 
行います。 

• ペア U ングは本機と后心 e わ0か機能搭載機器の両方で行う必要びあります。 

• Bluetooth 機能搭載機器の暗証番号び「日日日日」であれば、本機で暗証番号の設定を行う必要はありませ 
ん。 ADPT ボタンを押して ADAPTER PORT 入力にしてから、房心が口が/?機能搭載機器側でペア U ング操 
作を行ってください。ペア IJ ングび成功した場合は下のペア U ング操作を行う必要はありません。 

• AS - 日 T 2 日日使用時のみ:房心 e わが/?機能搭載機器び SSP (Secure Simple Pairing ) に対応しているとき 
は暗証番号の設定は必要ありません。 ADPT ボタンを押して ADAPTER PORT 入力にしてから、后心 e わが/? 

機能搭載機器側でペア U ング操作を行ってください。ペア U ングび成功した場合は似下のペア U ング操作を 
行ラ必要はありません。 

この際、6巧の数字び本機のディスプレイに表示されることびあります。その場合は 、複綠する Bluetooth ^ \ 
機器にを同じ数字び表示されていることを確認してから決定を押し 、復槪する Bluetooth 機器でを接続の操 
作を行ってください 。複統する Bluetooth 機器に表示されている数宇と合っていない場合は、戻るを押して 
ペア U ングを一度キャンセルしてからやり直してみてください。 

• が儀と Bluetooth 機能搭載機器を房心 e わ 0 か接続して音楽を楽しむ際は、 Bluetooth 機能搭載機器に本機 
iU 外の機器を房心が口が/7接続しないでください。また、すでに本機似外の機器と房心 e わが/?接続されてい 
る場合は、本機と接続する前に本機似外の機器との接続を解除してください。 

• ペア U ングは]台ずつ行ってください。 

詳しくは、 Bluetooth 機能搭載機器の取扱説明書をご覧ください。 

1 ADPT ボタンを巧して ADAPTER PORT 入力にする。 

電源をオンにしてから実際に起動するまでに]分程度かかります。 

2 トップメニューボタンを巧して Bluetooth Setup にする。 




3 t ボタンで [ PIN ] を選んで決定を巧す。 

4 t /4^ ボタンで0000、1234または8888の3つの PIN コードの中か51つを選んで決定を巧 
す。 

本機では 0000、1234、8888 の暗証番号を使用でさます。これ外の暗証番号を使用することはでさませ 
ん。 


己戻るボタンを2回巧して Bluetooth Setup を終了する。 

6房心がロロか機能搭載機器の電源をオンにして、本機の近くでペアリング操作を行う。 

Bluetooth 機能偉載機器の U ストから巨 LUET 日日 TH アダプターを選んで、手順4で選択した暗証番号を入力 
する。 

7 Bluetooth 機能搭載機器側で BLUETOOTH アダプターがペアリングされたことを確認する。 

本儀と Bluetooth 機能搭載機器びペア U ングされていない場合、手順6からやり直してください。 

因 メモ 

• 暗証番号は PI N コードやパスコード、パスキーと呼ばれることびあります。 

• Bluetooth 機能搭載機器のペア U ング可能な状態や接続操作などについては、 Bluetooth 機能搭載機器の 
取扱説明書をご覧ください。 
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Bluetooth 機能搭載機器の音楽を本機で聴く 

1 ADPT ボタンを巧して ADAPTER PORT 入力にする。 

• 本体の SOUND RETRIEVER A 旧ボタンを押すことでを ADAPTER PORT 入力を選べます。この場合 、 U 
スニングモードは最適な SOUND RETRIEVER A 旧び自動で選択されます。 

• 目 LUET 日日 TH アダプターび ADAPTER PORT に接続されていない状態で ADAPTER PORT 入力を選択 
すると、N0 ADAPTER と表示されます。 


2 Bluetooth 機能搭載機器と BLUETOOTH アダプターを房心がロロか接続する。 

房心 e わが/?機能搭載機器側から巨 LUET 日日 TH アダプターに対して接続操作を行います。 

• 接続操作については、お使いの房心 e わ0か機能搭載機器の取扱説明書をご覧ください。 

3 B /1 /e わ口か機能搭載機器の音楽を再生する。 

IJ スニングモードを SOUND RETRIEVER A 旧にすることで高音質に再生でさます （49 ページ)。 


昼本操作について 

本機の U モコンで、 从 T の Bluetooth 機能搭載機器の操作びでさます。 

• 本機の U モコンで操作するには、 Bluetooth 機能搭載機器びプ□ファイル： AVRCP に対応している必要び 
あります。 

• Bluetooth 機能搭載機器によっては異なる動作をする場合びあります。 

• すぺての Bluetooth 機能搭載機器に対する U モコン操作を保証するをのではありません。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除をします。 


押し続けている間、早戻しまたは早送りをします。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて押すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

■ 

再生を停止します。 


Air Jam 

Air Jam はパイオニアび開発した無輯アプ IJ ケーシヨンです。 

Air Jam は異なる機器内にある音楽をひとつのプレイ U ストとして登録し、 Bluetooth 機能を使って本機で 
再生でさるアプ U ケーシヨンです。友人同±でそれぞれお持ちの対応機器にある音楽の中から、お好みの曲を 
AirJam のプレイ U ストに登録でさます。 

1 ADPT ボタンを巧して ADAPTER PORT 入力にする。 

2 トップメニューボタンを巧して Bluetooth Setup にする。 

3 t /4^ ボタンで [Air Jam ] を選んで、決定ボタンを巧す。 

4 t /4^ ボタンで [Air Jam ON ] を選んで、決定ボタンを巧す。 

己戻るボタンを2回巧して Bluetooth Setup を終了する。 

Air Jam について詳しくは、下記のホームページをご覧ください。 
iOS 版 

http :// pioneer . jp / product / soft / iapp _ airjam / jp.html 
Android 版 

http :// pioneer . jp / product / soft / aapp _ airjam / jp.html 
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ヴラウンド再生 


リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 
状況に応じて MCACC のメモリーを使い分ける 

音声入力信号の切り換え . 

再生中にスピーカーの出カレベルを調整ずる 
低域の位相乱れを補正する（フェイズコント□ール) 













リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 

再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることびでさます。 

® 重要 

• 入力信号の種類や本機の設定によって、選択でさるモードは変わります。 

• リスニングモードボタンを巧して、お好みのリスニングモードを選ぶ。 


□ □ □ □ 

DIRECT STANDARD ADVSURR 

。■—•一国 

しリスニング モー ド」 


ド ions を r 

I AV アンプ I 


U スニングモードは下のタイプび選べます。ボタンを押すたびに、それぞれの U スニングモードでさまざま 
な種類を切り換えることびでさます。 

• AUTQ SURR/ALC/STREAM DIRECT : 49ぺージ の「 オートサラウンドで 再を 」をご覧ください。 

• STANDARD SURROUND : 49ぺージ の 「 スタンダードサラウンドで再生する I をご覧ください。 

• ADVANCED SURROUND : 49 ページの 「ア ドバンスドサラウンドで再生する I をご覧ください。 


才ートサラウンドで再生する 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル数を自動的に選択します。 ALC は、 iPod や USB 
メモ IJ 一、 レコーダーなど、複数の音量差のあるソースを収録した機器の音声を入力しているとさに適してい 
ます。 

• 再生中に、 AUTO / ALC / D 旧 ECT ボタンを巧す。 

本体の場合は AUTO SURR/ALC/STREAM D 旧 ECT ボタンを押します。 

AUTO SURROUND と表示されたあと、入力信号に応じたデコード内容を表示します。 

• たとえば、ドルビーデジタルや DTS といった 5.1 ch デジタル信号入力時は Dolby Digital 、 DTS などのデ 
コード状態を表示します。 

• ADAPTER PORT 入力時は、 SOUND RETRIEVER A 旧モードび自動で選択されます。 

ALC :音量差を本機で自動的に均一にして再生します。 63ぺージ の 「 オーディオ調整機能を使用す る 」 の 
EFFECT 設定で、効果の強弱を調節でさます。 

また、ル音量時に聞さ取りにくくなる低音、高音、セ U フやサラウンド効果などをボ U ュームレべルに応じて 
最適に調節します。特に夜間の視聴に最適です。 


サラウンド再生 


スタンダードサラウンドで再生する 

いつでをサラウンド再生で楽しみたいちに適したモードです。 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 2 ch ソースはマト IJ ックス-サラウンド-デコードをします。 

• サラウンドバックスピーカーび1本の接続馈定）の場合、5.1か信号入力時でも皿ド「〇 Logic llx は選択 
でさず 、 [XlPro Lo 旨 ic II となります。 


• 再生中に、 STANDARD ボタンを巧ず。 

本体の場合は STANDARD SURROUND ボタンを押します。 
ボタンを押すたびに下のモードび切り換わります。 

■2ch 信号入力時 

•皿 Pro Logic llx MOVIE (映画） 

•皿 Pro Logic llx MUSIC (音楽） 

• Pro Logic llx GAME (ゲーム） 

•皿 PRO LOGIC (ちい映画） 

• Pro Logic llz HEIGHT (映画/音楽） 

• WIDE SURROUND MOVIE (映画） 

• WIDE SURROUND MUSIC (音楽） 

• Neo:6 CINEMA (映画） 

• Neo:6 MUSIC (音楽） 

• STEREO (音楽） 

■マルチチヤンネル信号入力時 
•皿 Pro Logic llx MOVIE (映画） 

•皿 Pro Logic llx MUSIC (音楽） 

• Dolby Digital EX (映画/音楽） 

• DTS-ES Matrix または DTS-ES Discrete (映画/音楽） 

• DTS Neo:6 (映画/音楽） 

• Neo:6 (映画/音楽） 

•皿 Pro Logic llz HEIGHT (映画/音楽） 

• WIDE SURROUND MOVIE (映画） 

• WIDE SURROUND MUSIC (音楽） 

• STEREO (音楽） 

• ストレートデコード再生 （映画/音楽） 


アド八ンスドサラウンドで再生する 

ソースに応じた多彩なサラウンドび楽しめるモードです。理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声 
の研究などにより開発された、パイオニアオ U ジナルのサラウンドモードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームな 
ど多岐にわたるいかなるソフトでを、快適なサラウンド再生び提供でさるよラ、多種のモードをご用意いたし 
ました。各ソースはデコード処理 （2 ch ソースはマト U ックス-デコード処理）後、それぞれに合わせた才 U 
ジナルの処理を加えています。 

• デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組み合わせてありますので、お客様び変更することはでさ 
ません。 


• ADV SURR ボタンを繰り返し巧して聞きたいモードを選ぶ。 
本体の場合は ADVANCED SURROUND ボタンを繰り返し押します。 

• ACTION (アクション映画） 

• DRAMA (ドラマ） 

• SCI-FI (S 刊央画） 

• MONO FILM (モノラル音声の映画） 

• ENT.SHOW (ミュージカル/映画） 

• EXPANDED (映画/音楽） 

• TV SURROUND (TV 放送） 






























• ADVANCED GAME (ゲーム） 

• SPORTS (スポーツ） 

• CLASSICAL (クラシック） 

• ROCK/POP (□ック、ポップス） 

• UNPLUGGED (アコースティック） 

• EXT.STEREO (音楽） 

• F . S.SURR FOCUS (映画/音楽） 

• F . S.SURR WIDE (映画/音楽） 


F . S.SURR FOCUS F . S.SURR WIDE 

(おすすめ） 





フ□ント左 


フ□ントち 

。 

占 





フ□ント在 

か 

フ□ントち 

か 


• SOUND RETRIEVER AIR (音楽） 

• PHONES SURR (へッドホン使用時） 

因 メモ 

. 63 ページ の r オーディオ調整機能を使用する I の EFFECT 設定で効果の強弱を調節でさます。 

ただし、 F . S.SURR FOCUS , F . S.SURR WIDE および SOUND RETRIEVER A 旧モードの効果は調節でき 

ません。 

• フ□ントサラウンド•アドバンス ( F . S.SURR FOCUS および F . S.SURR WIDE ) では、左ちのフ□ント 
スピーカーとサブウーファーのみで臨場感のある自然なサラウンド再生を行います。左ちのフ□ントスピー 
カーから等距離の直線上（前後は移動可能）で視聴してください （ F . S.SURR WIDE は F . S.SURR FOCUS 
よりを横に広い範囲でサラウンド効果び得られます)。 

• SOUND RETRIEVER A\f {は Bluetooth 機能対応機器の音楽を再生する際、 Bluetooth 伝送による音質の 
悪化を補正します 。 ADAPTER PORT 入力のとさに選択でさます。 


STREAM DIRECT モードで再生する 

原音に忠実な再生を行います。入力信号によって付加される設定や効果び異なります。詳しくは 已日 ページ の 
[AUTO SURR 日 UND / ALC/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能対応 表 」 をご覧ください。 
サラウンドバックスピーカーの有り無しや、入力信号によって出カチャンネルび変わります。詳しくは]] 3 
ぺージ の 「 リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の- 覧 」 をご覧ください。 

• 再生中に、 AUTO / ALC / D 旧 ECT ボタンを繰り返し巧して聞きたいモードを 選ぶ。 

本体の場合は AUTO SURR/ALC/STREAM D 旧 ECT ボタンを繰り返し押します。 

• AUTO SURROUND : 49ぺージ の「 オートサラウンドで再生す る 」 参照。 

• ALC : 49ぺージ の 「 オー トサラウンドで再生する .. I 参照。 

• DIRECT :すべての入力信号で原音に忠実な再生をします。 

• PURE D 旧 ECT :アナ□グ信号、 PCM 信号、 SACD 信号までを含めたすべての入力信号に対して原音に忠 
実な再生をします。 

因 メモ 

• PURE D 旧 ECT モードで PCMiU 外のソースを再生すると、再生直前にノイズび出ることびあります。この 

場合は D 旧 ECT か AUTO SURROUND にすることをお勧めします。 


サラウンド再生 


AUTO SURROUND/ALC/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能が応表 

似下の表で〇のついている設定や機能は、設定されているとおりの内容で対応されることを表しています。〇 
のついていない設定や機能は対応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になる 
ことを表します。 

• 入力信号やスピーカーの設定によって、設定でさる機能び異なります。 63ぺー ジ の「オーディオ調整機能」 
をご覧ください。 


STREAM DIRECT 

AUTO 

PURE DIRECT 

SURROUND 

ALC 

DIRECT 

アナ□グ信号入 
力時 
< a > 

デジタル信号入 
力時 

スピーヵー設定 

〇 

〇 

〇 


〇 

スピーカー出カレベル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スピーカーまでの距離 

〇 

〇 

〇 


〇 

Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

< b > 

〇 


( OFF ) 

定在波制御 

〇 

〇 

< b > 

〇 


( OFF ) 

フェイズコント□-ル 

〇 

〇 

< c > 

〇 


( OFF ) 

フェイズコント□-ルプラス 

〇 

〇 

〇 



X カーブ 

〇 

〇 

〇 


( OFF ) 

サウンドディレイ、 

オー トディレイ 

〇 

〇 

〇 


〇 

アナ□グ ATT 

〇 

〇 

〇 


- 

DIGITAL SAFETY 

〇 


〇 


( OFF ) 

バーチャルサラウンドパック 

〇 


( OFF ) 


( OFF ) 

バーチャル八イト 

〇 


( OFF ) 


( OFF ) 

バーチャルワイド 

〇 


( OFF ) 


( OFF ) 

バーチャルデプス 

〇 


( OFF ) 


( OFF ) 

デジタ J レノイズ U ダクシヨン 
機能 

〇 

〇 

( OFF ) 


( OFF ) 

低音の調整/高音の調整 

〇 

〇 

(Od 目） 


の服） 

ダイア□グエン八ンスメント 
機能 

〇 


( OFF ) 


( OFF ) 

ダイナミックレンジコント 
□ールの設定 

〇 

〇 

( OFF ) 


( OFF ) 

LFE アッテネーターの設定 

〇 

〇 

O 


O 

SACD ゲインの設定 
く d > 

〇 

〇 

o 


o 



















































STREAM DIRECT 


AUTO 



PURE DIRECT 


SURROUND 

ALC 

DIRECT 

アナ□グ信号入 
力時 
<a> 

デジタル信号入 
力時 

オートサウンドレト IJ バー 
機能 

〇 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

センターイメージの調整 

〇 

〇 

〇 


〇 


a アナ □ グ信号び 、 DSP (Digital Signal Processor) を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 （ANALOG 
DIRECT) 

b PCM、Dolby TmeHD 、 DTS-HD の 176.4 kHz 攻上の信号の場合は無効です。 

C Dolby TmeHD 、 DTS-HD の 1 76.4 kHz 政上の信号の場合は無効です。 
d SACD 再生時のみ。 


サラウンド再生 


が就に応じて MCACC のメモリーを®い分ける 

「フルオート MCACC 」 や r 才ート MCACC 」 、「マニュアル MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 (MCACC 
MEMORY ) を選択します。 



• 再生中に、 MCACC ボタンを巧して MCACC MEMORY を選ぶ。 

押すたびに MCACC MEM 日 RY び切り換わります。 

• 工場出荷時は MEMORY 1 に設定されています。 

• MCACC ボタンを押してから和/-►ボタンで選ぶことをでさます。 

• ヘッドホン使用時には効果びありません。 

• スピーカーシステムの設定は、すべての MCACC MEM 日 R 丫で共通の設定です。 


いろいろながミ兄に合わせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 

「映画鑑賞のとさとゲームを楽しむとさで座る位置び違ラ」といラ場合などは、それぞれの IJ スニングポジシヨ 
ンで MCACC (音場補正）を行ラと、常に最適な状態でサラウンドを楽しむことびでさます。 

MCACC では目個までメモ U —を持つことびでさるため、音場ごとにあらかじめ測定を行い、再生時にそれら 
の MCACC MEM 日 RY を選択してください。 


活用例 

• 映画はモニターから離れた位置で観たい 
• ゲームはモニターの近くで楽しみたい 

• 普段の U スニングポジションとは違ラ位置のソファーで音楽を聴さたい 





手順例 



• 各音場補正の設定 (MCACC MEMORY ) の名前を変更することびでさます。 

たとえば、 「 SYMMETRY 」、「 ALLCHADJ 」、「 FR 日 NTAUGN 」 の EQ 補正を聴き比べたいときは、同じ 
U スニングポジションでそれぞれの補正を行い、 86 ページ の r 設定データの名前を変更する （MCACC メモ 
U —の名称変更)」 で名前を変更します。 

それぞれ 「 SYMMETRY」、[ALL ADJ ]、[ F . AUGN ] と名前をつければ 、 MCACC MEM 日 RY を選択する際 
に内容びわかりやすく便利です。 












































音声入力信号の切 0 換え 

本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびでさます。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2音声切換ボタンを巧して再生したい入力信号を選択する。 

ボタンを押すたびに、 iU 下の項目び切り換わります。 

• AUTO : HDM い D に ITAL 一 ANALOG の優先順位で自動的に入力信号を選択します。 

• ANALOG :アナ□グ入力信号を選択します。 

• D に ITAL :デジタル入力信号を選択します。 

• HDMI : HDMI 入力信号を選択します。 「 HDMI 音声出力の設定」 ( 63 ページ ) で THROUGH を設定してし^ 
ると、音声は本機からではなくテレビから出力されます。 

因 メモ 

. 音声切換ボタンで ANALOG を選択した状態で DTS 対応の CD 、 DVD 、 目 D や LD を再生すると、 DTS の原信 
号びそのまま再生されるため、ノイズび発生します。この場合、入力信号は必ず DIGITAL を選択してくださ 
い。 

• DVD プレーヤーの機種によっては、再生でさるデジタル信号に制限びあります （ DTS 信号を出力しないな 
ど)。詳しくは、お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

• デジタル入力端テ、および HDIVn び割り当てられていない機器の音声入力は、 ANALOG に固定されていま 
す。 

• 非対応のデジタル信号は再生でさません。その場合はアナ□グ接続を行い、 ANALOG を選択してください。 

プレーヤーなどの再生機器の出力設定をご確認ください。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオーディオのみ収録されている LD の音声はデジタル出力されま 
せん。これらを再生するには必ず ANALOG を選択してください。 


再生中にスピーカーの出カレベルを調整ずる 

再生している音を聴さなびら、チャンネルごとに出カレベルを調整でさます。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 CH レベルボタンを巧して、調整したいスピーカーのチャンネルを選択する。 

ディスプレイに「1_ィ+日.5づ目^」などと表示されます。押すたびにチャンネルび切り換わります。 

3和/-►ボタンで出カレベルを調整する。 

-12.0 d 目から+ ] 2.日 d 目の範囲内で、日.5 d 目間隔で調整でさます。 


低域の位相 SUI を補正する（フェイズコント□ール） 

マルチチャンネル再生する際 、 LFE (超低域）信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他 
の最適なスピーカーに振り分けられるよラ処理されます。しかし、この処理には原理上、位相びズレてしまラ 
周波数（群遅延）び発生するという問題びあり、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により 
低音び巧ち消されるなどの現象び発生します。 

本機では、フェイズコント□ールを日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を再現でさます。工場出荷時は 
日 N に設定されています。通常は日 N でのご使用をお勧めします。 

• 位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2つの音波の山と山び合っている状態を位相び合ってい 
る、合っていない状態を位相びズレていると言います。 
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サラウンド再生 





音源 


フ□ン h スピーカー リスニング 



合っている状態 


- U ズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の I 」ア U ティびない 



I 」スニング 
ポジション 


聞こえる状態 


- U ズムびはっさりする 
-低音の量感び失われない 
-楽器の U ア U ティを感じる 

• PHASE CTRL ボタンを巧して、 PHASE CONTROL を選ぶ。 

^インジケーターび点なします。 

ボタンを押すたびに日 N と日 FF び切り換わります。 

因 メモ 

• フェイズコント□ール規格で作られたディスク iU 外は、低域 ( LFE ) び遅れて記録されているをのびありま 
す。本機ではそういったディスクの位相ずれを補正するために「フェイズコント□ールプラス」機能を備え 
ております。設定の仕方は 目3 ページ の 「 オーディオ調整機能を使用する 」 をご覧ください。 

• サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているとさはプラス側 （0° 側）に設定してください。た 
だし、本機のフェイズコント□ールを日 N にしてを効果びわかりにくいとさは、サブウーファーの固体差び 
考えられますので、効果の大さい方を選んでください。また効果びわかりにくいとさは、サブウーファーの 
向さや場所を少しずつ変えてみることをお勧めします。 

• サブウーファー内蔵の□ーパスフィルタスイッチを日 FF にしてください。日 FF にでさないサブウーファーの 
場合は、カットオフ周波数を高く設定してください。 

• スピーカーの距離を正しく設定しないと、フェイズコント□ールの効果び正しく出ない場合びあります。 

• 下のとさはフェイズコント□ールモードを日 N にでさません。 

一へッドホンを挿入しているとさ 

— PURE DIRECT モードのとき 

-才ーデイオ調整機能の HDM 暗声出力を THROUGH に設定しているとき。 ( 63 ページ の 「 オーディオ調整 
機能を使用す る」 ） 



フ□ントス ピーカー 



サブウーファー 































ネットワーク機能の再生 


はじめに . 

ネットワーク機能を再生する 
巧応ファイルフオーマツトについて 


54 
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57 
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はじめに 

本機では LAN 端テを使うことでの機能をお楽しみいただくことびでさます。 

1インターネットラジオを聴く 

パイオニア専用に編集、管理されている vTuner び提供する放送局 U ストから、お好さな放送局を選んで再生す 

ることびでさます。 

2パソコンにためた音楽ファイルを本機で再生 

パソコンなどに保をされているたくさんの音楽ファイルを本機で再生することびでさます。お手持ちのネット 

ワーク機器の取扱説明書とあわせてご確認ください。 

• パソコン似外にも、 DLNA 1. 日または DLNA 1.5 に準拠したメディアサーパ'-機能を持つ機器（たとえば、 
ネットワーク型八ードディスクやネットワーク対応のオーディオシステムなど）であれば保をされている 
ファイルを本機で再生することびでさます。 

因 メモ 

• 本機は下記の技術を使ってネットワーク上の機器に保をされている音楽ファイルを再生します。各技術の詳 
細については「用語解説」をあわせてご覧ください。 

—Windows Media Player 11 

—Windows Media Player 12 

—Windows Media DRM 

—DLNA 

• 画像/動画ファイルは再生でさません。 

• Windows Media Player 11 または Windows Media Player 12 をお使いの場合、本機では著作権保護の 
かかっている音楽ファイルを再生することびでさます。 

• 本機び対応している形式のファイルでを再生でさないことびあります。 

• 放送局 IJ ストで選択でさる放送局でを再生でさないことや、再生の状態び不安定になることびあります。 

• 接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルの形式は接続している機器によって異なります。接続している機器び対応していない 
形式のファイルは表示されません。詳しくはお使いの機器のメーカーにお問い合わせください。 

• 接続している機器の性能や状態によって再生び停止したり、正しく再生でさないことびあります。 

• ネットワークの通信び混雑していると、ファイルび表示されない、または再生でさないことびあります。ネッ 
トワーク上の機器と接続するときは100目 ASE-TX のご利用をお勧めします。 

• 電源をオンにしてから実際に起動するまでに]分程度かかります。 

• ネットワーク上の複数の機器び同じファイルを同時に再生すると再生び停止することびあります。 

• 接続している機器にインターネットセキュ U ティーソフトウエアなどびインス I -ールされているとネット 
ワークに接続でさないことびあります。 

• 当社は、本機とネットワーク上で接続している機器の不具合やファイルまたはデータの破損などに関して、 
一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。接続している機器のメーカー、またはプ□バイ 
ダーにお問い合わせください。 


ネットワーク機能をお楽しみいただくためのステップ 

1 「 LAN 端子でネットワークに接続す る」 (一 31ぺ ージ ) 


2 「詞完 しているヴーバーに本機を認証 させを」 （一日 4ぺ ージ) 


3 「ネッ トワークの設定を 行う」 （一 94ぺ ージ) 


4 「 ネッ トワーク機能を再生す る」 (一 已 日ぺ ージ ) 


ネツトワーク機能の再生 


DLNA に準拠した機器の再生について 

本機は下記の機器に保をされているネットワーク上の音楽ファイルを再生でさます。 

•OS び Microsoft Windows Vista または XP Service Pack 3 で 、 Windows Media Player 11 びインス 
I -ールされているパソコン 

• OS び Microsoft Windows 7で 、 Windows Media Player 12 びインストールされているパソコン 

• DLNA 1. 日または DLNA 1.5 に準拠したメディアサーパ'-(パソコンやネットワーク型八ードディスクなど） 
上記のパソコンまたは、 DLNA 認証を受けたサーパ '- (Digital Media Server ) に保をされているファイル 
は、 DLNA 認証を受けた DMC (Digital Media Controller ) と呼ばれる外部コント□-ラーからの指示で再 
生することびできます。この DMC からコント□-ルされ、ファイルを再生する機器を DMR (Digital Media 
Renderer ) と呼びます。本機はこの DM 刊こ対応しています。 DMR 動作中は、外部コント□ーラーからの操作 
によりファイルの再生、停止などび可能となります。また、音量調節や消音（ミュート）操作を行ラことびで 
きます。 DMR 動作中に U モコン操作をした場合には DMR 動作は解除します（ただし、 音量+/-、消音 および 
表示など一部のボタンは除さます)。 

• 使用する外部コント□ーラーによっては、音量調節を行ラと再生び中断することびあります。この場合は本 
体または U モコンで音量調節を行ってください。 


iPod touch 、 iPhone 、 iPad 、 iTunes で AirPlay を使ラには 

Airplay は 、 iPod touch 2 G /3 G /4 G 、 iPhone、iPhone 3 G、iPhone 3 GS、iPhone 4 、 iPhone 4 S 、 
iPad 、 iPacl 2 の iOS 4.2 iU 降 、 iTunes ] 日 .1 似降 ( Mac またはパソコン)に対応しています。 

Airplay を楽しむには 、 iPod touch , iPhone , iPad , iTunes で本機を選びます。木] 

Air 円 ay び開始されると、本機の入力び Air 円 ay に自動で切り換わります。木2 
Air 円 ay 動作中は、切下の操作や表示びでさます。 

• iPod touch 、 iPhone 、 iPad や iTunes からの本機の音量調節 

• 本機の U モコン操作での一時停止/再開、スキップ、ランダム / IJ ピート 
• アーティスト名、曲名、アルバム名を含む再生中の情報を表示 

*] : iPod touch 、 iPhone 、 iPad や iTunes の操作は、 Apple 社のホームぺージを参照してください。 
http :// www . apple.com 

木2 :ネットワーク設定のネットワークスタンバイび ON のとさは、本機の電源び自動で日 N になります。 

回 メモ 

• Air 円 ay を使うにはネットワーク環境び必要です。 

• 本機の名前び iPod touch 、 iPhone 、 iPad 、 iTunes 上に再生機器として表示されます。また、 
ネットワーク設定のフレンドリーネームで本機の名前を変更でさます。 

• 本機に搭載されている Air 円 ay 機能は、パイオニアホームページに記載されている iPod 、 iPhone 、 iPad の 
ソフトウェアパージョンおよび、 iTunes のソフトウェアバージョンに基づいて開発、テストされたをので 
す。パイオニアホームページに記載されているバージョン iU 外の iPod 、 iPhone 、 iPad のソフトウェアまた 
は iTunes を使用した場合、 Air 円 ay 機能の互換性び無くなる場合びあります。 


DHCP ヴ ー / V — 機能について 

ネットワーク上の機器に保存されている音楽ファイルやインターネットラジオを再生するには、ルーターの 
DHCP サーバー機能び日 N になっている必要びあります。 DHCP サーバー機能びないルーターの場合はネット 
ワークの設定を行わなければネットワーク上の音楽ファイルやインターネットラジオの再生びでさません。詳 
しくは 94ぺージ の r ネットワークの設定を行 ラ 」 をご確認ください。 


接続しているヴーパーに本機を認証させる 

本機でサーバーに保存されているファイルを再生するには、あらかじめサーバーび本機を認証滸可）してい 
る必要びあります。認証（許巧）方法は接続しているサーバーによって異なります。詳しくはサーバーの取扱 
説明書をご覧ください。 
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ネットワーク機能を再生する 

1 NET ボタンを繰り返し巧して、再生したいネットワーク機能の入力にする。 

ネットワークに接続するため、多少時間びかかることびあります。 

ネットワーク機能の入力は下の中から選びます。 

• INTERNET RADIO :インターネットラジオ 

• MEDIA SERVER : ネッ トワーク上のサーバー 

• FAVORITES :登録されたお気に入りのファイルや放送局 
選んだ入力によってファイルや放送局などの U ストび表示されます。 

2 t/4^ ボタンで再生したいフオルダーやファイル、放送局などを選んで、決定ボタンを巧ず。 

t / l ^ で画面をスク□ールでさます。選んだ項目び音楽ファイルの場合、再生画面び表示され、再生び始まりま 
す。前の画面に戻るには戻るを押します。 

再生画面からフオルタ'一/ファイル IJ スト画面を表示させたとさ、フオルタ'一/ファイル U スト画面で]日砂間 
操作びないと自動的に再生画面に戻ります。 

再生できるのは A マークのついている音楽ファイルです。 t / l ^、 決定ボタンでファイルを選びます。 

3手順2を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

それぞれの詳しい操作は似下をご確認ください。 

• インターネットラジオ： 已日 ページ の r インターネットラジオを聴く 」 

• メディアサーバー： 56ぺージ の r ネットワーク上の機器の再生について 」 

• FAV 日 RITES への登録と再生： 56 ページ の 「 お気に入りの曲や放送局の登録と再生について 」 

因 メモ 

• 本機の GUI 画面で表示でさない文字は「#」で表示されます。 

• Windows のネットワーク環境でドメインび構成されている場合、ドメインに□グオンしているとパソコン 
に接続でさません。ドメインではなく□ーカルマシンに□グオンしてください。 

• 可変ビットレート ( VBR ) で圧縮されたファイルを再生でさますび、経過時間び正しく表示されないことび 
あります。 

• 5分間何を操作びないとさはスク U —ンセーバー機能び働きます。スク IJ ーンセーバー機能を解除するとき 
は何かボタンを押します。 


基本操作について 


本機の U モコンで下の操作びでさます。再生しているカテ 3' U —によっては使用でさないボタンびあります。 
• マルチコント□ールボタンの NET ボタンを押すと U モコンびネットワーク機能の操作モードになり、 U モコ 
ンで切下の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除をします。 

■ 

再生を停止し、 IJ スト画面に戻ります。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて押すと、前のトラックに戻ります。 

►►I 

次のトラックの先頭に進みます。 

ご 

リピート再生を設定します。押すたびに]巧 U ピート、リピートオール、 U ピートオフに切り 
換わります。 


ランダム再生を設定します。押すたびにランダムオン、ランダムオフに切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

+Favorite 

選んだトラックや放送局を FAVORITES 入力に登録します。 


ネツトワーク機能の再生 


ボタン 

機能 

户/吵 

フォレダー/ファイル U ストの階層を前後へ切り換えます。 

トップメニュー 

トップメニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


インターネットラジオを聴< 

インターネットラジオとは、インターネットを通じて配信しているラジオのことです。インターネットラジオ 
の放送局には個人び運営するをのから地上波の放送局び運営するをのまで、さまざまな放送局び世界中に多数 
を在しています。地上波のラジオは電波の届く範囲でのみ放送を聴くことびでさますび、インターネットラジ 
才ではインターネットを通じて世界中の放送を聴くことびでさます。 

インターネット回線の状況によっては、放送局の音声び中断したり、とぎれて聞こえることびあります。 

• インターネットラジオを聴くとさはインターネットをブ□ー ドバンドで接続してください。56 K モデムや 
ISDN では十分にお楽しみいただけないことびあります。 

• インターネットラジオは放送局によってポート番号び異なりますので、ファイアウォールの設定をご確認く 
ださい。 

• vTuner から提供されている放送局 U ストは予告なく停止される場合びあります。 

• ラジオ局によっては放送び中止、中断されていることびあります。この場合は放送局 U ストで選択でさる放 
送局でを再生する ことび でさません。 

• 放送局によっては曲名などび正しく表示されない場合びあります。 


再生画面について 

放送局を受信すると下の画面び表示されます。 OU 下の画面は一例で、実際の表示はラジオ局によって異なり 
ます。） 



-曲名 

-再生モード 
-アーティスト名 
-放送局名 


-再生時間表示 
-ファイル情報 


ラジオ局の U ストについて 

本機のインターネットラジオ局 U ストは、ラジオ局データベースサービス ( vTuner ) を利用しています。この 
データべースサービスは、本機用に編集•作成された U ストです。 vTuner について、詳しくは ] 19 ページ の 
fvTunerl をご確認ください。 

放送局の記憶と呼び出し 

インターネットラジオの放送局を記憶したり、記憶した放送局を簡単に呼び出すことびでさます。詳しくは を g 
ぺージ の 「 お気に入りの曲や放送局の登録と再生に ついて 」 をご覧ください。 


パイオニア専用サイトか SvTuner のリストにない放送局を営録ずる 

本機では vTuner から配信される放送局 IJ ストにない放送局を登録し、再生することびできます。本機で登録に 
必要なアクセスコードを確認し、そのアクセスコードを使ってパイオニア専用のインターネットラジオサイト 
にアクセスし、お気に入りの放送局の登録などを行います。パイオニア専用のインターネットラジオサイトは 
iU 下のアドレスです。 
http :// www . raclio - pioneer.com 
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1 インターネットラジオのリスト画面を表示する。 

已已ぺージ の 「 ネッ トワーク機能を再生す る」 の手順1を行います。 

2 t/4^ ボタンで [Help] を選んで決定ボタンを巧す。 


3 t/4^ ボタンで [Get access code] を選んで決定ボタンを巧ず。 

パイオニア専用のインターネットラジオサイトでの登録に必要なアクセスコードび表示されるので、メモを 
取っておさます。 

Help 画面ではし U 下の点を確認でさます。 

• Get access code: パイオニア専用インターネットラジオサイトの登録に必要なアクセスコードび表示さ 
れます。 

• Show Your WeblD/PW: パイオニア専用インターネットラジオサイトで登録したあと、登録された ID と 
パスワードび表示されます。 

• Reset Your WeblD/PW: パイオニア専用インターネットラジオサイトで登録した内容をすべて U セット 
します。 IJ セットすると登録した放送局をすべて消えてしまいますので、同じ放送局を聞さたいとさは IJ 
セット後、再度登録してください。 

4お手持ちのパソコンでパイオニア専用のインターネットラジオサイトへアクセスし、登録操作 
を行う。 

http :// www . radio - pioneer.com 

上記サイトへアクセスし、手順3のアクセスコードを使い、画面に従ってユーヴー登録を行います。 

己パソコンの画面に従ってお気に入りの放送局を登録する。 

vTuner の U ストにない放送局はをちろん、 vTuner の放送局 U ストにある放送局を登録できます。この場合は 
お気に入りの放送局として本機に登録され、再生することびでさます。 


ネットワーク上の機器の再生について 

本機は下記の機器に保存されているネットワーク上の音楽ファイルを再生でさます。 

•OS び Microsoft Windows Vista または XP Service Pack 3 で 、 Windows Media Player 11 びインス 
I -ールされているパソコン 

• OS び Microsoft Windows 7で 、 Windows Media Player 12 びインストールされているパソコン 

• DLNA 1. 日または DLNA 1. 已に準拠したメディアサーパ'-(パソコンやネットワーク型八ードディスクなど） 

再生画面について 

ファイルの再生を行うと似下の画面び表示されます(ファイルによってはすべての項目び表示されないことび 
あります)。 

-曲名 
-再生モード 
-アーティスト名または 
ファイル名 

-アルバム名 

-再生時間表示 
ーファイル情報 




ネツトワーク機能の再生 


お気に入りの曲や放送局の登録と再生について 

メディアサーバー内のお気に入りの曲やインターネットラジオ局を、 FAVORITES に最大64まで登録するこ 
とびでさます。 


Favorites フォルダーへの登録と削除 

1 NET ボタンを繰り返し巧して、 INTERNET RADIO か MEDIA SERVER を選択する。 

2登録したい巧やインターネットラジオ局を選んだ状態で +Favorite ボタンを巧す。 

選んだ曲や放送局び FAVORITES に登録されます。 

因 メモ 

• 登録した曲や放送局を消したいとさは、 FAVORITES を選び、消したいをのを選んでから -/CLR ボタンを 
押します。 


Windows Media DRM にごいて 

Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM ) aU 下、 WMDRM ) は、コンピューター、デジタルオーディオプ 
レーヤー、ネットワーク機器などの再生を防いだり、デジタルコンテンツを安全に配信するためのプラット 
フォームです。本機のネットワークオーディオでは、 WMDRM 10 for networked devices に基づいて機能 
します。 WMDRM で保護されたコンテンツは WMDRM の機能を有するメディアサーバーと接続したとさのみ 
再生でさます。 

コンテンツ所有者は、著作権を含む知的所有権を保護するために Windows Media デジタル著作権管理テ 
クノ□ジー （ WMDRM ) を使用します。本製品は、 WMDRM で保護されたコンテンツにアクセスするために 
WMDRM ソフトウエアを使用します。 WMDRM ソフトウエアびコンテンツの保護に失敗した場合、コンテン 
ツ所有者は保護されたコンテンツの再生やコピーのために WMDRM を使用しているソフトウエアの能力を無 
効にするよラ、マイク□ソフトに要請することびあります。無効化は、保護されていないコンテンツには影響を 
ちえません。保護されたコンテンツに対するライセンスをダウン□ー ドするとさは、マイク□ソフトびそのラ 
イセンスと一緒に失効 IJ ストを含ませることびあることに同意する必要びあります。コンテンツ所有者は、そ 
れらのコンテンツのアクセスに対して WMDRM をアップグレードすることを要ますることびあります。をし 
をアップグレードを断ると、アップグレードを要求するコンテンツへアクセスすることびできなくなります。 
本製品は、米国 Microsoft Corporation の知的所有権により保護されています。米国 Microsoft Corporation 
の許可を得ずにこの技術を本製品し:!外で使用または頒布することは禁じられています。 


ネットワークを使つたか部コンテンツのご利用について 

外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへの接続び必要であり、プ□バイダーへの登録や契約び必 
要となります。第兰者び提供するコンテンツのサービスは、予告なく、変更、中断、中止される可能性びあり、 
パイオニアは、そのような事態に対していかなる責任も負いません。パイオニアは、外部コンテンツの提供サー 
ビスの継続や利用可能期間について、いかなる保証をしません。 
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巧庶ファイルフオーマツトについて 

本機のネットワーク機能は似下のファイルフオーマットに対応しています。 

• 本機び対応している形式のファイルでを再生でさないことびあります。 

• 接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルの形式は接続している機器(サーバー）によって異なります。接続している機器び対応 
していない形式のファイルは表示されません。詳しくはお使いの機器(サーバー ） のメーカーにお問い合わせ 
<ださい。 

• サーバーによっては本機び対応していないフオーマットを変換（トランスコード）して出力でさるをのをあ 
ります。詳しくはサーノ（一の取扱説明書をご確認ください。 

• インターネットラジオの再生では、インターネット経由の通信環境に影響を受けることびあり、その場合は 
ここに記載されているファイルフオーマツトでを再生でさないことびあります。 


音声ファイル 


1 働 y 

お張子 

スト U —ム 







サンプリング周波数 

32 kHz ' 44.1 kHz ' 

48 kHz 

MP 3 

< a > 



量子化ビット数 

16 bit 


. mp 3 

MPEG -1 オーディオレイヤー 3 

チヤンネル数 

2 ch 




ビットレート 

8 kbps 〜320 kbps 





VBR/CBR 

対応/対応 


WAV 

.wav 

LPCM 

サンプリング周波数 

32 kHz ' 44.1 kHz ' 
88.2 kHz ' 96 kHz ' 
192 kHz 

48 kHz ' 
176.4 kHz ' 




量子化ビット数 

] 巳 bit 、24 bit 





チヤンネル数 

2 ch 





サンプリング周波数 

32 kHz ' 44.1 kHz ' 

48 kHz 



WMA 2/7/8/9 

< b > 

量子化ビット数 

16 bit 


WMA 

.wma 

チヤンネル数 

2 ch 




ビットレート 

已 kbps 〜320 kbps 





VBR/CBR 

対応/対応 





サンプリング周波数 

32 kHz 、44.1 kHz 、 

48 kHz 


. m 4 a 

MPEG -4 AAC LC 

量子化ビット数 

16 bit 


AAC 

.aac 

.3 gp 

.3 呂 2 

MPEG -4 HE AAC 

チヤンネル数 

2 ch 



( aac 円 us vl /2) 

ビットレート 

16 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 


FLAC 

■flac 

FLAC 

サンプリング周波数 

32 kHz 、44.1 kHz ' 
88.2 kHz ' 96 kHz 、 
192 kHz 

48 kHz ' 

176.4 kHz 、 

< c > 

量子化ビット数 

] 日 bit 、24 bit 





チヤンネル数 

2 ch 



a MPEG Layer -3 音声復号化技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson multime 出 a からライセンスされています。 
b Windows Media Codec 9 を使用してエンコードされたファイルでは再生できない箇所びあることびあります。特に Pro 、 
Lossless 、 Voice はヴポートされていません。 

C 非圧縮 FLAC ファイルの場合、正しく動作しないことびあります。 


57 


ネットワーク機能の再生 
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HDMI によるコント□—ル機能で HDMI 機器を連動動作させる 

HDMI によるコント□-ル機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレーヤー、または HDMI によ 
るコント□ール機能と互換性のある他社製品などを、 HDMI ケーブルで本機と接続することで、似下のような 
連動動作び可能になります。 

• テレビから本機の音量調節や消音(ミュート)操作 

• テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生開始による本機の自動入力切り換え 
• テレビとの電源連動 

®mm 

• パイオニア製の機器によっては、 HDMI によるコント□-ル機能び 「 KUR 日 LINK 」 と表記されていること 
びあります。 

. パイオニア製 HDMI によるコント□ール機能対応機器、および HDMI によるコント□ール機能と互換性のあ 
る他社製品 ( 6 日ぺ ージ ) し U 外との連動動作は保証外です。 HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他 
社製品であってを、すべての連動操作を保証するをのではありません。 

• HDMI によるコント□ール機能を使うとさは八イスピード HDMI ®/™ ケーブルをお使いください。それ似外の 
HDMI ケーブルでは HDMI によるコント□-ル機能び正しく動作しないことびあります。 

• 具体的な操作や設定方法などについては、それぞれの機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 


HDMI によるコントロール機能が応機器を巧続ずる 

本機には HDMI によるコント□ール機能に対応したテレビや再生機器などを接続して連動動作させることびで 

をます。 

接続には八イスピード HDMI ケーブルをご使用ください。接続方法については、 26 ページ の 「 HDMI で接続す 

る」 をご覧ください。接続び終わったら 59 ページ の 「 HDMI にみ る _ j ント□-ル機能を設定す る 」 を行ってく 

ださい。 

® 重要 

• 電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源びスタンバイになります。この際、2砂から1日砂間 、 HDMI 
に関する初期化動作を行います。初期化中は HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了してから 
本機の操作を行ってください。 HDM 間定のコント□-ル機能を日 FF にすることで、この処理は行われなく 
なります。 ( 59 ぺ ージ ) 

• 本機の HDMI によるコント□ール機能を十分に発揮するために、 HDMI 機器は本機に直接接続してください。 

• HDMI によるコント□ール機能対応テレビの音声出力と本機の音声入力を接続し、 HDMI によるコント□一 
ル機能対応テレビの U モコンでシアターモードにすることで、テレビのチヤンネルを切り換えたとさなど、本 
機の入力び自動で切り換わり本機から音び出るようになります。このとさテレビの音声は消音されます。接 
続は光デジタルまたはアナ□グのいずれかで接続してください。 

• 本機の HDMI OUT とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI のオーディオ U ターンチヤンネル 
( ARC ) に対応している場合、テレビの音声は HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/同軸デジタ 
ルまたはアナ□グコードによる音声の接続は必要ありません。この場合、 HDMI 設定の ARC を ON に設定し 
てください ( 已 9 ページ の 「 HDMI によるコント□ール機能を設定す る 」 参照)。 


HDMI によるコント□—ル機能を設定ずる 

本機の HDMI によるコント□ール機能を有効にするかどうかを設定します。本機の設定似外にを、本機と接続 
する HDMI によるコント□ール機能対応機器の設定を必要です。詳しくは、それぞれの機器の取扱説明書をご 
覧ください。 

1リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してからホームメニューボタンを巧ず。 


HDMI によるコント□—ル機能を巧う 


2 [システム設定]を選んで決定する。 

3 [HDMI 設茵を選んで決定する。 

4コント□-ルの ON/OFF を選択する。 

HDMI によるコント□-ル機能を使うときは ON を選びます。 
HDMI によるコント□ール機能を使わないときは OFF を選びます。 






• ON : HDMI によるコント□-ル機能び有効になります。し U 降の設定項目にあるコント □— ル機能、 ARC お 
よび PQLS のすべてをお好みで設定でさます。 

また、 ON にするとで 、 Sound Retriever Link や Stream Smoother Link に対応したプレーヤーと接続す 
ることで、それぞれの機能を連動動作できます 。 Sound Retriever Link については 目3ぺージ の 「 オーディ 
才調整機能を使用す る 」 を 、 Stream Smoother Link について は 目已ページ の 「 ビデオ調整機能を使用す 
を」 を参照してください。 

• OFF : HDMI によるコント□-ル機能は無効になります。降の設定項目にあるコント □— ル機能、 ARC 、 
PQLS 機能は使用できなくなります。 



己コント□—ル機能を選択する。 

HDMI によるコント□-ル機能の連動動作を有効にするかどうか選びます。 

• ON : HDMI によるコント□-ル機能の連動動作び有効になります。 

• OFF : HDMI によるコント□-ル機能の連動動作び無効になります。 


6 ARC の入力方法を選択する。 

HDMI の才ーディオ U 夕ーンチャンネル ( ARC ) に対応したテレビを本機の HDMI OUT 端テと HDMI で接続す 
ると、テレビの音声を HDMI 経由で入力することびでさます。 

• ON : HDMI 経由でテレビの音声を入力します。 

• OFF :入力端テの設定で選択している入力端テからテレビの音声を入力します。 

7 PQLS の設定を選択する。 

P 日 LS 機能の詳細は 61ぺージ の 「 PQLS 機能を使う 」 をご覧ください。 

• AUTO : HDMI の機能として PQLS に対応したプレーヤーで対応ソースを再生した場合、 P 日 LS 機能び有効 
になります。 

• OFF : PQLS 機能は働きません。 

8スタンバイスルー機能を選択する。 

本機に接続している入力機器とテレビは、本機の電源びスタンバイの状態でを信号を伝送することびでさます 
(スタンバイスルー状態)。 

スタンバイ時にスルー伝送させたい HDM I 信号び入力される HDM I 入力を選びます。 LAST を選ぶと選択中の 
HDMI 入力に入力されている信号を伝送します。 OFF を選ぶとスタンバイ時に HDMI 信号をスルー伝送しませ 
ん（ただし、コント□-ルび ON に設定されているときは、 HDMI によるコント□ール機能によりスタンバイ時 
でを HDMI 信号をスルー伝送します）。 

• ここでの設定で OFF _ tU 外を選ぶと、本機びスタンバイ状態でを本機の HDMI 入力を切り換えることびでさま 
す。（本機に向かって U モコンの HDMI ， BD , DVD , SAT / CBL , DVR BDR ボタンを押すことで切り換えら 
れます） 

• この設定は HDMI によるコント□ール機能に対応していない機器でを使用することびでさます。 

9ホームメニューボタンを巧して設定を終了する。 






























連動動作を開始する前に動作確認する 

接続と設定び終了したら、下記の確認作業を必ず行ってください。 

1すべての機器をスタンバイが態にする。 

2テレビじ1外のすべての機器の電源をオンにする。 

3テレビの電源をオンにする。 

4テレビの入力を本機が接続された HDMI 入力に切り換える。 

己本機の入力を HDMI 機器が接続された HDMI 入力に切り換える。 

6手順日で選んだ HDMI 入力に接続した機器を再生する。 

テレビに映像び表示されることを確認します。 

7手順己〜6を繰り返し、すべての HDMI 入力を確認する。 


連動中の動作について 

® 銭 

• 連動動作は HDMI 設定のコント□—ルを ON にしてから、コント□—ル機能を ON にすると有効となります。 

詳しくは 已9 ページ の 「 HDMI によるコント□一；し機能を設定す る 」 をご覧ください。 

本機と接続した HDMI によるコント□ール機能対応機器は、し U 下のような連動動作をします。 

• HDMI によるコント□ール機能対応テレビのメニュー画面等でアンプから音を出すように操作すると、シア 
ターモードにすることびでさます。 

シアターモード中は、テレビの IJ モコンで、本機の音量調節や消音(ミュート)操作びでさます。 

• シアターモードのときに、本機の電源を切ることでシアターモードは解除されます。このとさテレビのメ 
ニュー画面等でアンプから音を出すように操作すると、本機の電源びオンになり、再度シアターモードにな 
ります。 

• シアターモードを解除すると、テレビで HDMI 入力またはテレビ放送を視聴していた場合、本機の電源び切 
れます。 

• シアターモードのとさに、テレビのメニュー画面等でテレビから音を出すように操作すると、シアターモー 
ドび解除されます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電源をスタンバイ状態になります。（本機に HDM 胺続され 
ている機器の入力を選択しているとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

• HDMI によるコント□ール機能対応機器の再生操作に連動して、本機の入力び自動的に切り換わります。 

• テレビの入力を切り換えると、本機の入力び連動して切り換わります。 

• 本機の入力を HDMIiU がに切り換えてを連動モードは継続されます。 

パイオニア製 HDMI によるコント□ール機能対応テレビでは J ^ TF の動作も可能でず。 

. 本機の音量、消音などを操作したとさに、その状態をテレビの画面に表示します。 

• テレビでメニュー言語を切り換えると、本機の言語設定を連動して切り換わります。 


HDMI によるコント□—ル機能を巧う 


HDMI によるコント□—ル機能と互換性のある他社製品と接続する 

本機の HDMI によるコント□ール機能との互換性びある他社製テレビと接続してお使いになると、下記の連動 
動作びできます。（お使いのテレビによっては、すべての HDMI によるコント□ール機能び働くわけではありま 
せん。） 

• テレビのメニュー画面で、本機に接続したスピーカーから音を出すか、テレビのスピーカーから音を出すか、 
どちらかに設定でさます。 

• テレビの U モコンで、本機の音量調節や消音(ミュート)操作びでさます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電源をスタンバイ状態になります。（本機に HDM 胺続され 
ている機器の入力を選択しているとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

• テレビ放送やテレビに接続した外部入力の音声を、本機に接続したスピーカーから出力できます。（テレビび 
オーディオ IJ ターンチャンネル ( ARC ) に対応していない場合は、 HDMI ケーブルのほかに光デジタルケーブ 
ルなどの接続び必要です。） 

本機の HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他社製プレーヤーやレコーダーと接続してお使いになる 
と、下記の連動動作びでさます。 

• プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、本機の入力びその機器を接続している HDMI 入力に切り換わ 
ります。 

HDMI によるコント□—ル機能と互換性のある他社製品 

• 下の他社製テレビと互換性びあります。（順不同） 

ーシャープ株式会社製 AQU 日 S ファミ IJ ンク対応の液晶テレビ「アクオス」 

ーノ （ナ ソニッ ク株式会社製ビエラ U ンク対応のテレビ 
一 株式会社東芝製レグヴ U ンク対応のテレビ 
一 株式会社曰立製作所製 Wooo IJ ンク対応のテレビ 
ー ソニー 株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テレビ「ブラビア」 

• 下の他社製プレーヤーやレコーダーと互換性びあります。（順不同） 

-シャープ株式会社製 AQU 日 S ファミ IJ ンク対応のデジタル八イビジョンレ〕ーダー 「 AQU 日 S 八イビジョン 
レコーダー」、ブルーレイディスクレコーダー 「 A 日 UCDS ブルーレイ」（シャープ株式会社製 A 日 UCDS ファミ 
U ンク対応の液晶テレビ「アクオス」とあわせてお使いのとさのみ） 

ー パナソニック株式会社製ビエラ U ンク対応のプレーヤーおよびレコーダー(パナソニック株式会社製ビエラ 
U ンク対応テレビとあわせてお使いのとさのみ） 

一 株式会社東芝製レグヴ U ンク対応のプレーヤーおよびレコーダー(株式会社東芝製レグヴ U ンク対応テレビ 
とあわせてお使いのとさのみ） 

一 株式会社日立製作所製 WoooIJ ンク対応のレコーダー（株式会社日立製作所製 WoooU ンク対応テレビとあ 
わせてお使いのとさのみ） 

ー ソニー株式会社製ブラビア IJ ンク対応のブルーレイディスクプレーヤーおよびレコーダー（ソニー株式会社 
製ブラビア U ンク対応の液晶テレビ「ブラビア」とあわせてお使いのとさのみ） 

• し:^下の他社製商品と互換性びあります。（順不同） 

一 株式会社ソニー•コンピュータエンタテインメント製ブラビア U ンク対応の「プレイステーション3」 （ ソ 
ニー株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テレビ「ブラビア」とあわせてお使いのとさのみ） 

-上記切がの他社製品との連動動作は保証がでず。 

• 互換性のある他社製品の型名など最新の情報については、パイオニアホームぺージ （ http :// pioneer . jp /) 
をご覧ください。 

《 AQU 日 S ファミ U ンクは、シャープ株式会社の登録商標です。 

※ブラビア U ンクは、ソニー株式会社の登録商標です。 

《「プレイステーション」は株式会社ソニー-コンピュータエンタテインメントの登録商標です。 

《その他文中の商品名、技術名および会社名等は、当社や各社の商標または登録商標です。 













PQLS 機能を®う 

本機は PQLS 機能に対応しています 。 PQLS (Precision Quartz Lock System ) とは、 HDMI によるコント 
□ール機能を使ったデジタル音声の伝送制御技術です。より高音質な再生を行うため、本機から PQLS 対応プ 
レーヤーなどに対して、音声信号を制御します。これにより、音質に悪影響をおよぼす、伝送時に発生するジッ 
ターの影響を除去でさます。ここでは、その機能を自動で有効にするか、日 FF にするかを切り換えます。 

• PQLS ビットスト IJ ーム機能に対応したプレーヤーと接続しているとさは常に P 日 LS 機能び働さます。 

• P 日 LS マルチサラウンド機能に対応したプレーヤーと接続した場合、プレーヤーから出力されるすべての 
ソースで PQLS 機能び働さます。プレーヤーの音声出力を U ニア PCM に設定してください。 

• PQLS 2 ch オーディオ機能に対応したプレーヤーと接続した場合、プレーヤーで音楽 CD を再生していると 
きに PQLS 機能び働きます。 

• P 日 LS の設定はホームメニューの HDMI 設定の中にある PQLS で設定しますび、 iU 下のとおり U モコンでを 
設定を切り換えることびでさます。 

この機能はコント□ールを ON にしたときのみ有効です。 

• PQLS ボタンを巧して PQLS の設定を選ぶ。 

ボタンを押すたびに iU 下のように設定び切り換わります。設定はフ□ントパネルに表示されます。 

• PQLS AUTO : HDMI の機能として PQLS に対応したプレーヤーで上記の対応ソースを再生した場合、 
P 日 LS 機能び有効になります。 

• PQLS OFF : PQLS 機能は働さません。 

因 メモ 

• プレーヤーの取扱説明書をあわせてご覧ください。 

• PQLS 機能に対応するプレーヤーについては、パイオニアホームページをご覧ください。 


サウンドレトリバーリンク機能とストリームスムーヴーリンク機能を®う 

HDMI によるコント□ール機能を使って、最適な音声/映像を本機から出力できるようになる連動機能です。そ 
れぞれの機能に対応したプレーヤーと本機を HDMI で接続し、プレーヤーで再生している圧縮音声ファイル/映 
像ファイルに対して最適化します。 

• 圧縮音声ファイル/映像ファイルのフォーマットによっては動作しないことびあります。 

• プレーヤーの取扱説明書を合わせてご覧ください。 

• サウンドレト U バー U ンク機能とスト U —ムスムーサー U ンク機能に対応するプレーヤーについては、パイ 
オニアホームページをご覧ください。 


サウンドレトリパーリンク 機能 

プレーヤーで圧縮音声ファイルを再生している場合、ファイルのビットレート情報を HDMI によるコント□一 
J レ機能を使つて取得し、その情報ををとに本機で最適化します。 

サウンドレト U バー U ンク機能を動作させるためには、下の設定を行います。 

1 HDMI 設定のコント□—ルの設定を ON にしてか!5、コント□—ル機能の設定を ON にする。 

59ぺージ の 「 HDMI によるコント□ール機能を設定す る I を参照。 

2 S.RTRV (才ートサウンドレトリバー機能）の設定を ON にする。 

63ぺージ の 「 オーディオ調整機能を使用する . I を参照。 


HDMI によるコント□—ル機能を巧う 


スト U —ムスムーサー U ンク 機能 

HDMI によるコント□ール機能を使って、プレーヤーで圧縮映像ファイルび再生されているかを本機び自動で 
判別し、圧縮映像ファイルび再生されているとさはスト IJ ームスムーサー機能を自動で有効にします。 

スト U —ムスムーサー IJ ンク機能を動作させるためには、下の設定を行います。 

1 HDMI 設定のコント□—ルの設定を ON にしてか5、コント□—ル機能の設定を ON にする。 

昼弓ご•ージ の 「 HDMI によるコント□ール機能を設定す る 」 を参照。 

2 STREAM (ストリームスムーヴー機能）の設定を AUTO にする。 

65ぺー ジ の 「 ビデオ調整機能を使用す る 」 を参照。 


HDMI によるコント□-ル機能についてのごを意 

• 本機とテレビは直接接続してください。本機似外のアンプや AV コンバーター （ HDMI スイッチ）などに接続 
してから本機に接続すると、誤動作の原因となります。 

• 本機の HDMI 入力にはソース機器（ブルーレイディスクプレーヤーなど）を直接接続してください。本機 
外のアンプや AV コンバーター （ HDMI スイッチ）などを接続すると誤動作の原因となります。 

• 本機の HDMI によるコント□ール機能び日 N のとさは、本機の電源びスタンバイ状態であってを、 HDMI に 
よるコント□ール機能対応機器（ブルーレイディスクプレーヤーなど）と対応テレビで接続しているとさの 
み、本機から音を出さずにプレーヤーからの音声と映像を HDMI を通してテレビに出力でさます。このとき 
HDMI インジケーターび点なします。 























いろいろな機能を ffi う 


オーディオ調整機能を使用する . 

ビデオ調整機能を使用する . 

再生ずるスピーカー5請子を切り換える . 

別の部屋で本機を再生ずる〜マルチゾーン機能〜 ......... 

ス U —プタイマーを設定する . 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する . 

再生中の音声や設定内容を確認する（ステータス表示) 
本機のずべての設定を工場出荷時に戻す . 


の 


每感讀彭 


35788999 

66666666 
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オーディオ調整機能を使用する 

ここでは、似下の表にある音声に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認 
のラえ、お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

® 重要 

• 入力信号や本機の設定などによって、調整することびでさない項目びあります。その場合は設定項目として 
表示されません。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2オーディオ調整ボタンを巧して、オーディオ調整機能にする。 

3 t/4^ ボタンで設定項目を選ぶ。 

iU 下の表の設定項目から、お好みで調整したい項目を選びます。 

4手順3で選んだ項目の調整を、和/-►ボタンで行う。 

iU 下の表の設定内容のとおりにお好みで調整します。 

己戻るボタンを巧して、オーディオ調整を終了する。 


オーディオ調整機能 


•:工場出荷時の設定 

(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。表の最後に記載されている注記をご確認 
ください。） 


1 設定項目 

機能 

表示と設定 1 

MCACC 

(MCACC メモ U -) 

MCACC MEMORY の選択 （ MCACC メモ U — の名前を変更 
(日日ページ) しているとさは変更した名前でま示されます。） 

参 Ml. MEMORY 1 

◄ Ml.MEMORY ] 〜 
M 6. MEM 0 RY 6 ► 



EQ 

選択されている MCACC MEMORY の周波数特性の補正の 

参 EQ : ON 

(周波数特性の巧正） 

ON/OFF 設定。 

それぞれの MEMORY ごとに設定でさます。 

OEQ : OFF 

S-WAVE 

選択されている MCACC MEMORY の定在波制御の効まの 

• S-WAVE : ON 

(定在波制御） 

ON/OFF 設定。 

OS-WAVE : OFF 

PHASE C+ 

(フェイズコント□-ル 
プラス機能） 

フェイズコント□ール規格で作られたディスク政がは、低域 
( LFE ) び遅れて記録されているものびあります。そういった 
ディスクの位相ずれを補正します。 

この機能は音楽を再生するとき特に効まを発揮します。 
入力信号に低域 ( LFE ) 成分び含まれていないコンテンツの場 
合、効まびありません。 

AUTO び選ばれていると、低域の遅れを自動で測定し、最適 
な値に補正して再生します。 

•PHASE C + : AUTO 
◄ AUTO / 0 ms 〜]日 ms ► 

DELAY 

(サウンドディレイの調 
整） 

音声全体の遅延時間の調整 （ DVD ソフトなどで、映像の動さ 
のちびセ U フなどの音声より遅れている場合、音声全体を遅ら 
せることで、映像の動さと音声とを合わせることびでさます。） 

•DELAY : 0.0 

◄ 0.0 frame ~ 1 0.0 frame (0.1 
間隔） ► 

.]frame =1/30# ( NTSC ) 

TONE 

(1 ンコント□ー ル） 

「低音の調整」「高音の調整」をする/しないの設定。 

•TONE : BYPASS ( OFF ) 

1」スニングモードび STEREO 、 才ートヴラウンド (STEREO 
選択時）または SOUND RETRIEVER A 旧のときのみ選択で 

さます。 

OTONE : ON 


いろいろな機能を巧う 


1 設定項目 

機能 

表示と設定 1 

BASS 

(低音の調整） 

低音のレベル調整 

•BASS : 0 (服） 

◄ -6 服〜+ 6服り服間隔） ► 

TREBLE 

(高音の調整） 

《 ] 

高音のレベル調整 

参 TREBLE : 0 (服） 

◄ -6 dB ~ + 6 dB (1 d 目間隔） ► 


圧縮音声は圧縮処理される際、削除されてしまラ部分び発生し 

参 S.RTRV : OFF 

S.RTRV 

(オートサウンドレトリ 
バー機能） 

《2 

ます。才ートサウンドレト U パー機能を ON にすると、 DSP 処 
理によってその削除されてしまった部分を巧い、音の密度感、 
抑揚感を向上させます。 

また、サウンドレトリバー U ンク機能に対応したプレーヤーと 
本機を HDMI で接続している場合、この設定を ON にすること 
で、プレーヤーで再生している圧縮音声ファイルのビットレー 
卜情報を HDMI によるコント□-ル機能を使って取得し、その 
情報をもとに最適化します（ヴウンドレト U バ ー U ンク機能)。 

OS.RTRV : ON 


雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減する機能 （6 已ペー 

•DNR : OFF 

DNR 

(デジタルノイズ U ダク 
シヨン機能） 

ジの 「デジタルノイズ1」ダクシヨン 1参照）。 

2 ch 信号入力時にのみ効まびあります。 

この設定はヴンプ U ング周波数び48 kHz 政下のコンテンツ 
に有効です。 

ODNR : ON 

DIALOG E 

センター成分の定位感の調整機能 

(映画やドラマのセ U フ、または音楽のボーカルを際立たせ、 
より聴さ取りやすい音にします。） 

• DIALO 白 E : OFF 

(ダイア□グエン八ンス 
メント機能） 

《3 

◄ OFF / FLAT / UP 1/ UP 2 / 

UP 3/ UP 4 ► 

DUAL 

(デュアルモノラル音声 
の設恐 

] +1デュアルモノラル信号入力時、どちらの音声を再生させ 
るかの設定 （日已 ページの 「1 + ]デュアルモノラル信号とは 1 
参照） 

•DUAL : CHI ( chi のみ再生） 

ODUAL : CH 2 ( ch 2 のみ再生） 

ODUAL : CHICH 2 (左ち同時再 
生） 

Fixed PCM 

( PCM 音声の再生設定） 

OFF の場合、 CD などの PCM 音声を再生したとさに巧の頭び 

•Fixed PCM : OFF 

切れることびあります。その場合は ON を選択してください。 
ON は PCM 音声専用です。 PCM 音声政がの信号では、音び出 
ずにノイズび出ることびあります。 

OFixed PCM : ON 


音量の最わ小さい部分と最わ大さい部分の圧縮比率の調整。 

•DRC : AUTO 

DRC 

(ダイナミックレンジコ 
ント□ール設定） 

(ダイナ三ックレンジを圧縮すると、音量を下げて映画などを 
楽しむ場合でわ、微小な音び聴さ取りやすくなりますび、大さ 
い音量で楽しむとさは、 OFF にすることをお勧めします。） 

ODRC : MAX (最大圧縮） 

ODRC : MID 

《4 

Dolby Digital , DTS , Dolby Digital Plus . Dolby TmeHD , 
DTS - HD , DTS-HD Master Audi □信号に有効です。 

ODRC : OFF (圧縮無し：高音質再 
生） 


音量の最わ小さい部分と最わ大さい部分の圧縮比率の調整 

参 Loud M 旨 mt : ON 

LOUD M 邑 mt 

(ラウドネスマネージ 
メントの設定） 

(ラウドネスモードをオンにすると、音量を下げて映画などを 
楽しむ場合でわ微小な音び聴さ取りやすくなりますび、大さい 
音量で楽しむとさは OFF にすることをお勧めします。） 

DRC び OFF に設定されていて、入力信号び Dolby TmeHD の 
場合のみ設定でさます。 

OLQud M 呂 mt : OFF 

LFE 

ドルビーデジタルや DTS 音声には丄 FE (超低域音声成分）び 

参 LFE : OdB 

( LFE アッテネーターの 
設定） 

含まれていることびあります。 LFE レベルび大きくて、スピー 
力一からの音声に歪みび生じるときは、 LFE レベルをアッテ 
ネート（減衰）します。 

◄ OFF / -20 服/- 1 已服/- 10 服/ 
-已服/ OdB ► 
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1設定項目 

機能 

表示と設定 1 

A.ATT 

(アナ□グインプット 
アッティーター） 

アナ□グ音声信号び過度に入力され（フ□ント表示部の 

参 A.ATT : OFF 

OVER インジケーターび点灯して）音び歪んでしまラとさ、入 
力信号レベルを下げて歪みを低減することびでさます。 
デジタル音声信号や PURE D 旧 ECT モードで 、 ANALOG 

D 旧 ECT び選択されているときは効まびありません。 

OA.ATT : ON 


SACD を歪みな < 再生するための調整 

•SACD 白 AIN : 〇犯 

SACD GAIN 

( SACD ゲインの設定） 

(工場出荷時の「0」は、局レベルで記録されているプ'ィスク 
を再生してわ音び歪まない設定になっています。「+6」に設 
定すると、 SACD のデジタル処理に+6 d 目のゲインを持たせ、 
SACD ディスクの情報をより忠実に引さ出すことびでさ、高 
音質再生び可能になります。） 

OSACD 白 AIN : +6服 

HDMI 

( HDMI 音声出力の設 
定） 

※已 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生するかの設定。 

•HDMI : AMP 

(本機と接続したスピーカーで再生） 

「 THROUGH 」 に設定したときは、本機からは音び出なくなり 
ます。 

OHDMI : THROUGH 

(HDMI OUT と接続したテレビで再 

生） 

A.DELAY 

HDMI どラしで接続された機器に対する機能で、音声と映像の 
遅延時間を自動で調整し、映像の動さと音声を自動で合わせま 
す。 

• A.DELAY : OFF 

(オートディレイ(オー 
トリップシンク)の設 
定） 

《6 

OA.DELAY : ON 

C. WIDTH 

(センター幅の調整） 
(□□PLIIx MUS に時の 
み） 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーにど 
の程度振り分けるかの調整 

(音色の不一致を緩和して、音楽再生に適した音場を創り出す 
ことびでさます。） 

参 C.WIDTH : 3 
◄ 0〜7 ► 

0:センタースピーカーからのみ再 
生 

7:すべて左ちのフ□ントスピー 
力一に振り分け 

DIMENSION 

(ディメンションの調 
整） 

(□□PLIIx MUS に時の 
み） 

音場の強さのバランス調整(お好みの音場を創り出すことびで 
さます。） 

参 DIMENSION : 0 
◄ — 3〜+3 ► 

一3:後方の音場び強<なる 
+3 :前方の音場び強 < なる 

PANORAMA 

前方の音場を左ちに大さ<回り込ませ、サラウンド ch につな 
げるよラな効まを加える機能(正確な定位よりわ雰囲気を楽し 
むための機能です。） 

•PANORAMA : OFF 

(パノラマ調整） 

(□□PLIIx MUS に時の 
み） 

OPAN 0 RAMA : ON 

C.IMAGE 

(センターイメージの調 
整） 

( Neo :6 CINEMA また 
は Neo : 日 MUS に時の 
み） 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーにど 
の程度振り分けるかの調整 

(音色の不一致び緩和された音楽再生に適した音場を創り出す 
ことびでさます。） 

• C . IMA 白 E : 

Neo : 日 CINEMA 1.0 

Neo :6 MUSIC 0.3 
◄ 0〜]0 ► 

0:ほぼすベて左ちのフ□ントス 
ピーカーに振り分け 

10:主にセンタースピーカーから 
再生 

EFFECT 

(ADVANCED 
SURROUND モ ー K や 
ALC モードの効まの調 
整） 

現在選択してし^る ADVANCED SURROUND のをモー 
ド （ F . S.SURR FOCUS , F . S.SURR WIDE , SOUND 
RETRIEVER A 旧攻が)、または ALC モードの効まの調整 

参 EFFECT : 

EXT . STERE 0 90 
その他 己 0 
◄ ] 0〜90 ► 


いろいろな機能を巧う 


1設定項目 

機能 

表示と設定 1 

H.GAIN 

(八イトゲインの調整） 

DOLBY PLIIz HEIGHT モード時のフ□ント八イトスピー 

OH.GAIN : LOW 

力一からの出力の調整 (HIGH にすると、最わ上ち向の臨場感 

参 H.GAIN : MID 

び増します。） 

OH.GAIN :川 GH 

V.SB 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとさでわ、仮想 
のサラウンドバックチャンネ j レ音声を創り出すための設定で 
す。 

参 V.S 目： OFF 

(バーチャルヴラウンド 
バックの設定） 

义1 

OV.S 目： ON 

V.HEIGHT 

フ□ント八イトスピーカーを接続していないとさでち、仮想の 
八イトチャンネル音声を創り出すための設定です。 

参 V.HEIGHT : OFF 

(バーチャル八イトの設 
定） 

《8 

OV.HEIGHT : ON 

V.WIDE 

フ□ントワイドスピーカーを接続していないとさでち、仮想の 

参 V.WIDE : OFF 

(バーチャルワイドの設 
定） 

《9 

ワイドチャンネル音声を創り出すための設定です。 

フ□ントチヤンネルからサラウンドチヤンネルにかけての音 
のつなびりび良<なります。 

OV.WIDE : ON 

V.DEPTH 

(バーチャルデプスの設 


• V.DEPTH : OFF 

ディスプレイの後ろに仮想の音場を広げ、 3 D 映像と同じ深さ 

OV.DEPTH : MIN 

定） 

※… 

でサラウンド再生します。 

OV.DEPTH : MID 


OV.DEPTH : MAX 


1 TONE を ON にしたとさのみ調整でさます。 

2 - ON を選ぶと 、 INTERNET RADIO、MEDIA SERVER、FAVORITES (デジタル音声入力のみ）や US 目メモ U — から入 
力されたコンテンツのビットレート情報を元に、サウンドレト U バーの効まを最適化し、高音質化します。 

• iPod / USB、INTERNET RADIO、MEDIA SERVER 、 FAVORITES、ADAPTER PORT のときの工場出荷時の設定は 

ON です。 

• ON を選んでいるとを 、 HDMI ARC (オーディオ U ターンチャンネル)で HDMI OUT 端子から入力した音声信号に最適な 
ネ甫正処理を行い、デジタル TV 放送の音を HD 品質にします。入力び TV で、 HDMI 設定の ARC び ON のときに有効になります 
( 已 9 ページ の 「 HDMI によるコント□ー ル磯能を設 定す る I 参照)。 

•入力信号び Dolby Digital、Dolby Digital Plus . DTS、DTS Express 、 AAC 、48 kHz じ(下の PCM またはアナ□グの 
ときに選択できます。 

3 UP 1 から UP 4 へと設定を変えると、音像び上ち向に移動します。選択している U スニングモードによっては、効まび無いこ 
とびあります。 （ UP ] 〜 UP 4 は、フ□ント八イトスピーカーを接続しているときのみ選択できます。） 

4工場出荷時の設定では AUTO に設定されていますび、この状態で効果びあるのはドルビー TrueHD 信号のみです。その他の 
信号を入力しているとさは MAX か MID を選んでください。 

已シアターモードを使用しているとさは切り換えることびでさません （ 日 0 ページ ）。 本機の電源びスタンバイの状態で HDMI の 
音声と映像をテレビから出力したいとをは、シアターモードを ON にする必要びあります ( 已 9ぺージ )。 

6 HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイにのみ有効です。 ON に設定してわ音声全体の遅延時間び改善されない 
とさは、 OFF に設定して「サウンドディレイの調整」を手動で調整してください。 

7 • へッドホンを接続してし飞るときや、1」スニングモードび STEREO、FRONT STAGE SURROUND'SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のとさは、バーチャルサラウンドバックの設定はできません。 

•スピーカー設定 ( 90 ぺ ージ ) で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、サラウンドバックスピーカーび N 0 
(無し）のときは、バーチャルサラウンドバックの設定びできます。(スピーカーシステムの設定 （ 89 ページ ） で Front Bi-Amp 
または ZONE 2に設定しているとさわ同様です。） 

• スピーカーシステムで Speakers を選んでいるときは、 U モコンの スピーカー切換 ボタン（または本体の SPEAKERS ボ 
タン）で SP : A+B ON を選んでいるとさのみ使用でさます。 

• この設定はヴンプ U ング周波数び48 kHz 政下のコンテンツに有効です。 

8 • へッドホンを接続してし飞るときや、1」スニングモードび STEREO、FRONT STAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャル八イトの設定はできません。また、実際にフ□ント八イトチャンネルび 
収録されたソースでちノ（ーチャル八イトの設定はでさません。 

•スピーカー設定 ( 90 ページ ) で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、フ□ント八イトスピーカーび N 0 (無 
し）のときは、バーチャル八イトの設定びできます。（スピーカーシステムの設定 ( 89 ぺ ージ ) で Front Bi - Amp や Speaker 
B、ZONE 2に設定しているとさわ同様です。） 

• この設定はヴンプ U ング周波数び48 kHz 政下のコンテンツに有効です。 
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9 • へツドホンを接続してし^るときや、 U スニングモードな^ STERE 0、 FR 0 NTSTAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャルワイドの設定はできません。また、実際にフ□ントワイドチャンネルび 
収録されたソースでちバーチャルワイドの設定はでさません。 

•スピーカー設定 ( 90 ページ ) で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、フ□ントワイドスピーカーび N 0 (無 
し）のときは、バーチャルワイドの設定びできます。（スピーカーシステムの設定 ( 89 ぺ ー ジ) で Front Bi - Amp や Speaker 
B、ZONE 2に設定しているとさわ同様です。） 

• この設定はヴンプ U ング周波数び48 kHz 政下のコンテンツに有効です。 

10* へツドホンを接続しているときや、 U スニングモードび STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャルデプスの設定はできませ 

• この設定はヴンプ U ング周波数び48 kHz 政下のコンテンツに有効です。 

1+1デュアルモノラル信号とは 

• モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 

一目 S デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) などのモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
一二力国語放送などを HDD/DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーのドルビーデジタル-デュア 
ルモノラルモードで録画したをの 

ーステレオの二力国語放送などは、デュアルモノラルとは異なるフオーマツトになります。 

一] +] デュアルモノラル信号の名称は機器によって異なります。詳しくは、テレビや HDD/DVD レコーダー、 
ブルーレイディスクレコーダーの取扱説明書をご覧ください。 

デジタルノイズリダクシヨン 

• 似下の場合は、日 N にしてをノイズび十分に低減されないことびあります。 

一 突然のノイズ 

一 極端に大きいノイズ 

一高い周波数成分を非常に多く含む信号 

一をとをとノイズの少ない録音状態の良い信号 

• 各音源に対し、デジタルノイズ IJ ダクシヨンは似下のような改善効果びあります（ステレオ再生時)。 

—アナ□グ入力 .] 日 d 巨〜18 dB 

—デジタル入力 .] 日 d 目〜] 5 d 目 

— ADVANCED 、 STANDARD 、 96 kHz 再生時... .6 服〜]日服 
• STREAM D 旧 ECT モードび日 N になっているとさは使用でさません。 


いろいろな機能を巧う 


ビデオ調整機能を®用する 

ここでは、 iU 下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認 
のラえ、お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

®mm 

• 入力信号や本機の設定などによって、調整することびでさない項目びあります。その場合は設定項目として 
表示されません。 

• ビデオ調整機能は、 CD 、 TV 入力のとさは使用でさません。 

• ビデオコンバーターの設定外の調整は、ビデオコンバーターの設定び ON になっているとさのみ有効です。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ビデオ調整ボタンを巧して、ビデオ調整機能にする。 

3 ta ボタンで設定項目を選ぶ。 

似下の表の設定項目から、お好みで調整したい項目を選びます。 

4手順3で選んだ項目の調整を、和/-►ボタンで行う。 

似下の表の設定内容のとおりにお好みで調整します。 

己戻るボタンを巧して、ビデオ調整を終了する。 


ビデオ調整機能 


参：工場出荷時の設定 

(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。表の最後に記載されているを記をご確認 
ください。） 


1 設定項目 

機能 

表示と設定 1 

V.C0NV 

すべての映像入力信号を HDMI OUT 端テから出力でさるよラ 

• V . C 0 NV : ON 

(ビデオコンバーターの 
設定） 

にビデオコンバートする機能 

(ソース機器とテレビモニターを違う種類のコードで接続して 
いてち、テレビモニターと本機を HDMI で接続していれば映像 
を出力することびできる便利な機能です。） （2 已 ページ） 

OV . C 0 NV : OFF 



♦RES 

AUTO 



ORES 

PURE 

RES 

入力信号を HDMI OUT 端子から出力する際の解像度の設定 
(RES : 48013は、 480 p / 己 76 p の解像度指定を指します。） 

ORES 

48 Op 

(解像度の設定） 

ORES 

72 Op 

《2 

ORES 

] 080 i 



ORES 

] 080 p 



ORES 

1080/24P 

PCINEMA 

映画素材の映像をプ□グレッシブ映像に変換出力する設定 
循萬は AUTO に設定しますび、映像び乱れる場合は ON また 

•PCINEMA : AUTO 

(PURE CINEMA モー 
ドの設定） 

《3.已 

OPCINEMA : ON 

は OFF にしてください。） 

OPCINEMA : OFF 

P.M0TI0N 

(プ□グレッシブモー 
シヨンの調整） 

《3,己 

プ□グレッシブ映像に効果を与える設定 

(プ□グレッシブ映像の動画や静止画び鮮明になるよラに調整 

します。） 

参 P.MOTION : 0 
イー 4 (動画向さ）〜+ 4 (静止画向 
き） ► 
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設定項目 


STREAM 

(スト U —ムス ムーサー 
機制 
※己 


OSTREAM : ON 


表示と設定 


主にネットワークコンテンツの再生時に目立つモスキートノ 参 STREAM : OFF 
イズやブ□ックノイズといった画質劣化を改善します。 

AUTO を選択すると、本機と HDMI で接続しているスト IJ - ム- 
スムーサー U ンク機能に対応したパイオニア製プレーヤーで 
ネットワークコンテンツを再生したときに、本機のストリー 

ムスムーヴー機能び自動で ON になります （ HDMI によるコン OSTREAM : AUTO 
卜□ール機能でプレーヤーと連動動作していることび前提で 
す）。 


V.ADJ 

(アドバンスドビデオア 
ジャスト機能） 


接続しているテレビ（モニター）のタイプによって、それぞれ 
に適した画質設定にします。プラズマテレビの場合は PDP を、 
液晶テレビの場合は LCD を、フ□ントプ□ジェクターの場合 
は FPJ を、プ□用モニターの場合は PRO を選びます。画質設 
定をお好みで調整したいときは MEMORY を選んでし:!下の設 
定項目を調整でさます。 


• V.ADJ : PDP 
OV.ADJ : LCD 
OV.ADJ : FPJ 
OV.ADJ : PRO 
OV.ADJ : MEMORY 


入力信号の輝度 ( Y ) 信号のノイズを軽減する調整 


YNR 

(輝度ノイズの調整) 
《4，已 


(画像は効まを確認するためのイメ^ジです。） 

入力信号の色 ( C ) 信号のノイズを軽減する調整 


◄ •CNR : 0 

◄ 0 〜+ 8 ► 


(画像は効まを確認するためのイメ^ジです。）_ 

画像のブ□ックノイズ ( MPEG 圧縮時に発生するブ□ック状 
の歪み)を輕減する調整 


•巨 NR : 0 
◄ 〇〜+ 8 ► 


(画像は効まを確認するためのイメージです。） 


画像のモスキートノイズ ( MPEG 圧縮時に発生する輪郭部分 
の歪み)を軽減する調整 



(画像は効果を確認するためのイメージです。） 



CNR 

(カラーノイズの調整） 
《4，已 










lYNR : 0 
i 〇 〜 + 8 ► 


いろいろな機能を巧う J 


設定項目 


機能 


表示と設定 


DETAIL 

(ディテールの調整) 
《4，已 


画像の輪郭強調の調整 



(画像は効果を確認するためのイメージです。） 


参 DETAIL : 0 
◄ 0 〜+ 8 ► 


BRIGHT 

(映像の明るさの調整) 
《4.已 


画面全体の明るさの調整 


0 


(画像は効果を確認するためのイメージです。） 



参巨 RI 白 HT : 0 

◄ 一6 (暗い）〜+ 6 (明るい） ► 


画面の最わ明るい部分と最わ暗い部分との明るさの比率調整 



(画像は効果を確認するためのイメージです。） 


• CONTRAST :0 
◄ 一6 (比率最小）〜+ 6 (比率最 
大） ► 


HUE 

(映像の色あい調整) 
《4.日 


緑色と赤色のバランス調整 



(画像は効果を確認するためのイメージです。） 


• HUE :0 

◄一日（緑強調）〜+日（ホ強調） ► 
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設定項目 


機能 


表示と設定 


CHROMA 

(彩度の調整) 
《4，已 


色の濃さを調整 



(画像は効まを確認するためのイメージです。） 


•CHROMA : 0 
◄ 一6 (薄い）〜+ 6 (濃い） ► 


BLK SETUP 

映像入力信号に合わせて黒色のレべ>1レを設定します。 

•巨 LKSETUP : 0 

(黒浮さの調整） 

《6 

通萬は [0] を選びます。黒色び浮いているときは [7 .引を選び 
ます。 

〇巨 LKSETUP : 7.已 

ASP 

HDMI 出力映像のアスペクト比（縦横比）の設定 

• ASP : THROUGH 

(アスぺクト比の設定） 

义1 

( THROUGH は入力した映像信号をそのまま出力します。 
NORMAL は左ちに黒帯を付加します。） 

OASP : NORMAL 


1 • ビデオコンバーターの設定び ON であることで、映像び悪化してしまラことびあります。その際は設定を OFF にしてくださ 
い。 

• コンポーネントビデオ入力を使ってビデオ機器と接続している場合は、ここでの設定を ON にして HDMI 出力でご覽くださ 
い。 

2 • テレビ（モニター）び対応していない解像度に設定した場合は映像び出なくなります。そのとさは設定を変更し直してくだ 
さい。また、 DVI 対応機器から映像を入力した場合や、テレビ(モニター）の能力によっては、設定した解像度で出力されない 
場合びあります。已7封 ( PAL ) /已 76 p / 72 Op 已0/] 08 Oi 已日/] 08 Op 已〇の映像信号を入力して出力するには、対応した 
テレビび必要です。 

• AUTO を選択すると HDMI で接続されたテレビ（モニター）の能力に合わせて自動的に解像度び選ばれます。また 、 PURE 
を選択すると、入力された解像度そのままで出力されます に 已 ページ の r 权 像の接続に ついて（パイオこアビデオ: K - 
夕一) I 参照)。 

3 • HDMI 出力にのみ有効です。 

• PCINEMA モードの設定び ON のときは、 P . MOTION の調整は無効となります。 

•この設定はインターレースち式の映像信号 （480 し已7封または]0800にのみ有効です。 

4 V.ADJ (アドバンスドビデオアジャスト）の設定を MEMORY に設定すると調整できます。 

已 • この設定はし:!下の場合に表示されます。 

一 480し已76し480 P 、 己 76 p 、 720 p 、 ] 080 i のアナ□グ日央像イ言号入力日寺 
一 480し已7日し480 P 、 已7日 P 、 720 p 、 ] 080し ] 080 p 、 ] 080 p 24 の HDMI 日央像イ言号入力日寺 
6コンポジットビデオ端テから 480 i 信号を入力しているとさのみ調整でさます。 

7 •テレビ（モニター）に映像び正しく表示されないときは、映像を出力しているソース機器およびテレビ（モニター）のアス 
ぺクト設定を行ってください。 

• この設定は、 480 i / 已7日 i または 480 p / 已 76 p の映像信号を入力しているときのみ表示されます。 


いろいろな機能を巧う 


巧生するスピーカー端子を切0換える 

ぺージ の r スピーカーの使用用途を選択する（スピーカーシステム） 」 でノーマル (SB/FH )、 

ノーマル (SB/FW) または Speaker B を選択しているとさは、スピーカー切換ボタンで再生するスピーカーを 

切り換えることびできます。 Front Bi-Amp または ZONE 2 を選択しているときは、スピーカー切換ボタンで 

スピーカー再生の日 N と日 FF び切り換わります。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2スピーカー切換ボタンを巧して、再生するスピーカー端子を切り換える。 

フ□ントパネ j レの SPEAKERS ボタンでを切り換えることびでさます。 

Front Bi-Amp または ZONE 2 を選んでいるときは、スピーカー端テ A に接続されたスピーカー再生の日 N と 

日 FF び切り換わります。 

ボタンを繰り返し押して、再生するスピーカーを選びます。 

ノーマ) b 巧 B/FH) を設定している場合の選択項目： 

• SP: SB/FH ON: フ□ント、センター、サラウンドの最大5チヤンネルにサラウンドバックかフ□ント八 
イトチャンネルを付加して、最大7チャンネルで再生します。サラウンドバックとフ□ント八イトは音声入 
力信号によって自動で切り換わります。 

• SP: SB ON: フ□ント、センター、サラウンドの最大5チヤンネルにサラウンドバックチヤンネルを付加 
して、最大7チャンネルで再生します。 

• SP: FH ON: フ□ント、センター、サラウンドの最大己チヤンネルにフ□ント八イトチヤンネルを付加し 
て、最大7チャンネルで再生します。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 

ノーマ) b(SB/F\N) を設定している場合の選択項目： 

• SP: SB/FW0N :フ□ント、センター、サラウンドの最大5チヤンネルにサラウンドバックかフ□ントワ 
イドチャンネルを付加して、最大7チャンネルで再生します。サラウンドバックとフ□ントワイドは音声 
入力信号によって自動で切り換わります。 

• SP: SB ON: フ□ント、センター、サラウンドの最大已チヤンネルにサラウンドバックチヤンネルを付加 
して、最大7チャンネルで再生します。 

• SP: FW0N :フ□ント、センター、サラウンドの最大已チヤンネルにフ□ントワイドチヤンネルを付加し 
て、最大7チャンネル再生します。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 

Speaker B を設定している場合の選択項目 

• SP: AON :スピーカー端テ A に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生び可能です。） 

• SP: B ON :スピーカー端テ目に接続されたスピーカーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ可 
能です。） 

• SP:A+B ON; スピーカー端テ A に接続したスピーカー（最大5チャンネル）とスピーカー端テ日に接続し 
たスピーカー（最大2チャンネル）から同時に音び出ます。スピーカー端テ目に接続したスピーカーからは 
スピーカー端テ A に接続したスピーカーと同じ音び出ます（マルチチャンネル再生の場合は2チャンネルに 
ダウンミックスされます）。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 

因 メモ 

• サブウーファーからの音の出力については 89 ペー ジの 「 スピーカーの音を調整する〜マニュアルスピー 
カー設定〜」 での内容によりますび、 SP:B ON を選んでいるとさは、サブウーファーから音は出ません。 

• へッドホンを PH 日 NES 端テに差し込んでいる間は自動的に日 FF に切り換わります。（ただし、 Speaker 巨に 
設定されているとさは、スピーカー端テ目からは音び出ます。） 
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別の部屋で本機を巧生する〜マルチゾーン機能〜 

本機を操作して、本機のある部屋（メインゾーン）とは別の部屋（サブゾーン）で本機につないだ機器の再生 
を楽しめます（マルチゾーン機能)。本機ではメインゾーンとは別に ZONE 2システムを構築することびでさま 
す。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはをちろん、別々のソースを再生すること 
をでさます。 

• サブゾーン (ZONE 2) では、 DVD 、 SAT / C 巨し DVR / 巨 DR 、 TV 、 CD、ADAPTER PORT のアナ□グ 
音声（ステレオ）入力び再生可能です。 

• デジタルや HDMI で入力された信号は再生でさません。 

• U スニングモードや低音/高音調整などの各種音声機能は使えません。 


フ□ントパネルでマルチゾーンの操作をする 

フ□ントパネルのボタンやダイヤルを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作します。 

1フ□ントパネルの MULTI-ZONE ON/OFF ボタンを巧ず。 

押すたびに ■ tU 下のよラに切り換わります。 

• ZONE 2 ON : ZONE 2のマルチゾーン機能をオンにします。 

• MULTI ZONE OFF :マルチゾーン機能をオフにします。 

マルチゾーン機能びオンのときは、表示部の MULTI-ZONE インジケーターび点なします。 

2 フ□ントパネルの MULTI-ZONE CONTROL ボタンを巧す。 

押すたびに、メインゾーン操作とサブゾーン操作び切り換わります。 

• 1日秒間操作びないと自動的にマルチゾーンコント□ールモードび終了します。 

3 INPUT SELECTOR で入カフアンクシヨンを切り換える。 

たとえば、手順2で ZONE 2 を選び、手順3で DVD を選ぶと、 DVD 入力の音声を ZONE 2で楽しむことびでさ 
ます。 

4 MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調節する。 

「--」（無音）から OdB (最大値）の範囲で調節できます。 

• 音量を調節でさるのは、スピーカーシステム ( 89 ぺーシ ) で ZONE 2 を選んでいるとさのみです。 

己フ□ントパネルの MULTI-ZONE CONTROL ボタンを巧す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 

6選んだ機器の再生をする。 

因 メモ 

• 旧レシーバーびあるとさは、旧 ZONE 2 IN 端テに旧レシーバーを接続して、さらに旧日 UT 端テに機器をつ 
なぐと、その機器を旧レシーバーで操作することびできます。 

• マルチゾーン機能では、電源の入/切をメインゾーンとサブゾーンで別になります。 

• ス IJ ープ機能び働くとメインゾーンとサブゾーンの両方の電源びスタンバイになります。 


いろいろな機能を巧う 


リモコンでマルチゾーンの操作をする 

U モコンを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作します。 

IJ モコンの 1ゾ~ン吕 I ボタンを押してから操作します。 

メインゾーン操作モードに戻すときは IAV アンプ I ボタンを巧します。 
U モコンで操作でさるマルチゾーンの操作は似下のとおりです。 


ボタン 

機能 

(!) 

サブゾーンの電源オン/オフ切り換え 

入力切換 

ヴブゾーンの入カフアンクシヨン切り換え 

音量 +/- 

< a > 

サブゾーンの音量調整 

消音 

< a > 

サブゾーンの音を消します。 


a 音量を調節でさるのは、 スピーカーシステム ( 89 ページ ) で ZONE 2を選んでいるとさのみです。 


因 メモ 

. パイオニア製アンプをサブゾーンで使用する場合は、本機の IJ モコン操作で同時にアンプび動作してしまい 
ます。旧レシーバーでのマルチルーム操作をするとさは、メインゾーン（本機）の IJ モコンモードを2〜4 
のいずれかに設定することで、同時に動作することを防ぐことびでさます。詳しくは 72ぺージ の r u モコン 
で複数のパイオニア製アンプを操作す る 」 および 97 ページ の 「 リモコンモードを設定す る 」 をご覧くださ 
い。 


ス IJ — プタイマーを設定ずる 

指定した時間び経過すると、本機の電源び切れるように設定でさます。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2スリープボタンを巧してタイマーを設定する。 

押すたびにス IJ ープタイマーの時間び iU 下のように切り換わります。 

「 ►SI_EEP30min — ► SLEEP 60 min -i 
I — SLEEP OFF ◄ — SLEEP 90 min ◄~~^ 

ス U —プタイマーび設定されると SLEEP インジケーターび点なします。 

• ス IJ ープタイマーを設定したあとに スリープ ボタンを]回押すと、残り時間び表示されます。 

• マルチゾーン機能び日 N のときにス U —プタイマーを設定すると、すべてのゾーンの電源び同時に切れま 
す。 
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フ□ントパネル表巧部の明るさを調壁する 

フ□ントパネル表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ディマーボタンを巧してお好みの明るさに調整する。 

押すたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。 

因 メモ 

• 表示をすべて消なすることびでさます。この場合、 FL OFF インジケーターのみ点なします。 

• 設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたとさは明るく点なし、数秒後に元の明るさに戻ります。 

• 本体や IJ モコンで操作時や、エラー表示および禁止メッセージ発生時は、この設定にかかわらず明るく表示 
されます。 


巧生中の音声や設定内容を確認する（ステータス表示） 

U モコンのげ 態 確認ボタンを押すことで、本機の設定や再生状態などの情報を確認することびでさます。確認 
項目は本体のディスプレイに表示されます。情報は各入力ごとに確認することびでさます。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2状態確認ボタンを巧して設定内容を確認する。 

ディスプレイに下記の情報び表示されます。表示は3砂ごとに切り換わります。 

音声入力信号ーサンプリング周波数 一 MCACC MEMORY 一 ZONE 2 入力 

3もう一度、状態確認ボタンを巧して元の表示に戻す。 


本機のすべての設定を工場出荷時に戻す 

設定オール IJ セットは下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。設定 
オール U セットを行うと、すべての設定び工場出荷時の状態になりますので十分ご注意くださし、 
マルチゾーン機能び MULTI ZONE OFF でないと、オール U セットを行うことびでさません(一 68 ページ )。 
また、 HDMI によるコント□-ル機能び ON のときも才ール U セットできませんので、 OFF にしてからし U 下の操 
作を行ってください。 ( 日 9 ページ の 「 HDMI によるコント□ール機能を設定す る 」 参照。） 

• オール U セットの前に、 iPod や US 日メモ U —を本機から取り外してください。 

• 電源コンセントから電源コードを長時間抜いた状態にしていてを、本機で設定した各種設定び消去されるこ 
とはありません。 


1電源をスタンバイ妖態にする。 

2フ□ントパネルの ENTER ボタンを巧しなび!5り STANDBY/ON ボタンを巧ず。 
表示部に RESET ◄ N0 ►と表示されます。 

3和/-►ボタンを繰り返し巧して、 「RESET」 を選び、 ENTER ボタンを巧す。 
RESET? OK と表示されます。 


4もう一度 ENTER ボタンを巧す。 

0 K と表示され、本機のすべての設定び工場出荷時の状態に戻り、電源び入ります。 


いろいろな機能を巧う I 


工場出巧時の設定一質 

設定項目 


初期値 

ビデオコンバーターの設定 


ON 

SPEAKERS 


S 巨 / FH ON 

スピーカーシステムの設定 


ノーマルに目/ FH ) 


Front 

SMALL 


Center 

SMALL 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

FH/FW 

SMALL 

Suit 

SMALL 


SB 

SMALLX 2 


SW 

YES 

サラウンドスピーカーの設置位置 


後ち 

ク□スオーバー周波数 


80 Hz 

広い部屋での高音域を抑制する（ X カーブ） 


OFF 

フ□ントパネル表示部の明るさ 


一ま明るい 

ネットワークスタンバイ機能 


OFF 

入力の設定 

24 ページの 「他 機器の接続を行ラ前に 1参照 

HDMI 

HDMI 音声出力の設定 


AMP 

HDMI によるコント□-ル機能 


OFF 

コント□ール設定 


-( OFF ) 

ARC 


… （ OFF ) 

PQLS 


-( AUTO ) 

スタンバイスルー 


OFF 

音芦の再生 

電源オン時音量 


前回音量 

音量制限 


OFF 

ミュートレべル 


フル 

フェイズコント□-ル 


ON 

オートサウンドレト U バー機能 

iPod / us 目 ， INTERNET RADIO , 
MEDIA SERVER , FAVORITES , 
ADAPTER PORT 入力 

ON 


その他の入力 

OFF 

サウンドディレイの調整 


0.0 frame 

デュアルモノラル音声の設定 


CHI 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 


AUTO 

SACD ゲインの設定 


Od 巨 

LFE アッテネーターの設定 


Od 巨 

オートディレイの設定 


OFF 
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いろいろな機能を巧う 


1 設定項目 


初期値 1 

DOTAL SAFETY 


OFF 

EFFECT 効果の調整 

EXT . STERE 0 

90 

その他のモード 

已〇 


センター幅の調整 

3 

□□ PL II MUS にオプション 

ディメンションの調整 

0 


パノラマ調整 

OFF 

Neo :6 オプション 

センターイメージの調整 

Neo :6 CINEMA :10 

Neo :6 MUSIC : 3 

□□ PL llz HE に HT オプション 

八イトゲインの調整 

MID 

すべての入力 

IJ スニングモード 

AUTO SURROUND 

U スニングモード（ヘッドホン時） 

STEREO 

上記政がにわ、 日3 ページの 「オーディオ調整機能を使用する 1をご参照ください。 

MCACC 

MCACC 


Ml ; MEMORY 1 

スピーカー出カレベル （ M ] 〜 M 6) 


0.0 d 目（補正無し） 

スピーカーまでの距離 （ M ] 〜 M 6) 


すべて 3.00 m 

定在波制御 


ON (ただし全フイルター 0.0 d 目、 
補正無し） 

視聴環境の周波数特性の補正 （ M ] 〜 M 6) 


全帯域0.0 d 目け甫正無し） 






mm 


























リモコンによる他機器の操作 


U モコンの設定について . 72 

リモコンで複数のノ イオニア製アンプを操作する . 72 

リモコンで他機器を操作する . 72 

他機器のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出す（プリセットコード設定) . 73 

好きなボタンに他機器の操作を記憶させる（学習モード） . 73 

登録（学習）された1つのボタン操作を解除する . 74 

1つのマルチコント□ールボタンに登録されたすベての設定を消去する . 74 

マルチコント□ールボタンの入力切換を解除する（ダイレクトファンクシヨン） . 74 

オールゾーンスタンバイとディスクリートオン機能について . 74 

U モコンの設定を U セットする . 74 

他機器の操作について . 75 


噓 





mm 
















■ J モコンの設定にごいて 

リモコン設定ボタンを押しなびら数字ボタンを押すことで、 U モコン設定モードとなります。 U モコン設定モー 
ドの各項目は似下のとおりです。それぞれの設定方法は各項目の説明をご覧ください。 

設定項目 

機能 

プ U セットコードの呼び出し 

各入カファンクションにプ U セットコードを設定することびできます。 AV アンプ政外の機器 
を操作でさるように、あらかじめいくつかの他機器（他社製品わ含む）の U モコンコードび用 
意されています。 73 ページの r 他機器のリちンち号を本機のリ记 コンに 呼び出す（ブ リセ ッ 
トコード設定） I 参照。 

学習モード 

プ U セットコードを設定してわご希望の操作びできないときは、他機器の U モコンから直接 U 
モコン信号を学習させることびでさます。 73 ページの 「好 さなボタンに他機器の操作を記憶 
させる（学習モード） I 参照。 

ダイレクトフアンクシヨン 

リモコンのマルチコント□ールボタンを押す際に、リモコンの操作面だけを変更して AV アン 
プの入力は切り換わらないようにする設定です。 AV アンプには接続していない機器のリモコ 
ンとして使用するのに便利です。 74 ページの 「マルチコント□ールボタンの入力切換を解除 
する（ダイレクトファンクション） I 参照。 

学習コードの解除 

学習させた IJ モコンコードを消去します。各入カファンクションで学習された]コードごとに 
消去可能です。 74 ページの 「登録 （学習） された]つのボタン操作を解除する I 参照。 

フアンクシヨンリセット 

各入カファンクションに設定したプ U セットコードを確認でさます。 74 ページの「1 つのマ 
ルチコント□ールボタンに登録されたすベての設定を 消去す る」 参照。 

オールリセット 

お客様によるすベての U モコン設定を初期化し、工場出荷時の状態に戻す機能です。 74ペー 
ジの 「リモコンの設定を U セットする 1参照。 

アンプ操作モード 

パイオニア製の AV アンプ、 AV レシーバーなどを複数お持ちの場合、 IJ モコン操作で同時に動 
作させた<ない時に設定します。 72 ページの 「リモコンで複数のパイオニア製アンプを操作 
する」 参照。 


因 メモ 

• 途中で設定を中止する場合は、リモコン設定ボタンを押してください。 

• U モコンの設定中、 ] 分間何を操作びないと、 U モコンの設定はキャンセルされます。 


リモコンで複数のパイオニア製アンプを操作する 

複数のパイオニア製アンプをお持ちの場合、 ] つの IJ モコンで複数のアンプび同時に動作してしまわないよラ 
に、操作するアンプを3台まで別々に指定することびでさます（指定でさるアンプは、本機と同型機のみです）。 
• この機能を使用する前に、操作したいアンプに U モコンモードを設定してください。詳しくは 97 ページ の 
r u モコンモードを設定す る 」 をご覧ください。 

• 本機よりを前に発売されたパイオニア製アンプをお使いの場合でを、一部機能は本機の U モコンで操作でさ 
ることびあります（電源オン/オフ、入力切り換え、音量操作など)。この場合、お使いのアンプをアンプ] 
として使用し、本機をアンプ2〜4に設定することで、別々に操作することびでさます。 

1リモコン設定を巧しなが！5、数字ボタンの「4」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し続けます。 

2操作したいアンプ（アンプ1〜アンプ 4) の番号を数字ボタン （1 〜 4) で入力する。 

LED ランプび1秒間点なすると、設定は完了です。 

正しく設定でさなかった場合は、 LED ランプび3回点滅します。この場合は設定をやり直してください。 


リモコンにぶる他機器の操作 


■ J モコンで他機器を操作する 

付属の U モコンを使って、本機似外のパイオニア製品や他社の機器（テレビやブルーレイディスクプレーヤー、 
DVD プレーヤーなど)を操作でさます。 

お手持ちの機器のプ U セットコードび U モコンに登録されている場合は、該当するコードを呼び出すだけで操 
作でさるようになります。 

また、プ U セットコード非対応の機器でを、その機器に付属の IJ モコンから直接登録（学習）することび可能 
です。詳細は 73 ページ の 「 好きなボタンに他機器の操作を記憶させる （学習モー円 I をご覧ください。 

• テレビコント□ールボタンでは U モコンの操作モードびどの入力でをテレビの操作びでさます。お手持ちの 
テレビび]台の場合はテレビコント□ールの入カボタンと TV ボタンの両方に同じテレビのプ U セットコー 
ドを割り当てることをお勧めします。テレビび2台あるとさは、 MONITOR OUT 端テに接続したテレビは 
テレビコント□—ルの入カボタンに、もう一台は TV ボタンに割り当てると便利です。 

• し U 下のマルチコント□ールボタンにプ U セツトコードの設定や学習モードでの設定び可能です。 



I NET I I ADPT I 

USB CBL OPTION 

[iPod I I~i~~I 

入力切換 状態確認 IAV 7 ンフ 1 

「八 I r^i I ⑤ 1 1__j 



消音 

因 


























































他機器のリモコン信号を本機のリモコンに極び出す（プリセツトコード設定) 

本機付属の U モコンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)のプ U セツトコードび登録されています。操作可能 
な他機器のプ U セツトコードー覧は ] 23 ページ の「 プ U セツトコード ー覧表 」 をご覧ください。 

• 备ボタンの役割は Z をべー ジの 「 他 機器の操作について _1をご覧ください。 

1リモコン設定ボタンを巧しなび5、数字ボタンの「1」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタンを巧す。 



I NET I I ADPT I 

USB CBL OPTION 

I iPod I I~~1 n 

入力切換 状態確認 IAV 7 ンプ 1 

r^i I ⑥ 1 1_] 


_ 入力 

回国 

テレビコント□-ル 

の回 

チヤンネル 音量 

白白 


音量 


消音 

因 


テレビコント□ールで操作したいテレビのプ U セットコードを割り当てたいとさは、テレビコント□ールの 
入カボタンを押します。 

U モコンの LED ランプび]回点なしてから、ふたたび点滅します。 

3数字ボタン （0 〜 9) で、操作したい機器に対応した4おの番号を入力する。 

LED ランプび1秒間点なすると、設定は完了です。 

正しく設定できなかった場合は、 LED ランプび3回点滅します。この場合はもう一度4巧の番号を入力してくだ 
さい。 

6入力機器ボタンを押して、その機器の電源を入/切できれば正しいコード番号び選ばれたことになります。 

4手順2〜3を繰り返して他のマルチコント□ールボタンに機器を登録する。 

己リモコン設定ボタンを巧して設定を終了する。 


因 メモ 

• NET 、 ADPT、iPod USB ボタンにはプ U セットコードを登録することびでさません。 

• 正しく設定でさているよラでを、一部のボタンのみ違ラコード番号を複数あります。実際に操作でさるかを 
確認してください。 

• お手持ちの機器を操作でさるプ U セットコードびない場合は、操作したい機器に付属の IJ モコンから、操作 
を学習させることびでさます ( 73 ぺージ )。 


リモコンにぶる他機器の操作 


巧をなボタンに他機器の操作を記憶させる（学習モード） 

他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることびでさます。プ U セットコードを登録しただ 
けでは使用でさない操作などは、似下の手順で追加登録（学習）してください。 

登録（学習）でさる操作の数はパイオニアフォーマットで、およそ]2日コードです。 
iU 下のイラストにて強調表示されているボタンに登録（学習）び可能です。 


鮮打縱ぶンバイ入^ 器 
® B 離•の 


— — BDR _ 

I BD I [DVDI [dvr] [hDMi] 

I TV I I CD I I NET I lADPTI 
USB CBL OPTION 
I iPod I [sat] I 1 I 

入力切換 状態確認 

tu 


_ 入力 

〇 ■ 

テレビコント□—ル 

〇 〇 

ii ii 


消音 

向 





— FEATURE — 
AUTO 




ーチュ—二 

^9 ^9 ^9 I 


+ Favorite 

CH レベル 



CLASS 乂 


「ゾーノ SI AUJafCT standard advsurr 



し u スニングモー ド」 


ド loneer 

I AV アンプ J 


1 リモコン設定ボタンを巧しなが！5、数字ボタンの「2」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し続けます。 

テレビコント□ールボタンに学習させたいとさは手順3へお進みください。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタンを巧ず。 

U モコンの LED ランプび]回点なしてから、ふたたび点滅します。 

3本機と他機器のリモコンを向かい合わせて、記憶させたい本機のボタンを巧す。 

U モコンの LED ランプび]回点滅してから、点なし続けます。 


□ □□ 
□ □□ 
DQD 


□ □□□ 

〇 

□ □□□ 

□ 

□ □□ 


DDDD 

〇 


3 cm 〜]日 cm 



4記憶させたい他機器のリモコンのボタンを、数秒巧して放す。 

LED ランプび1秒間点なしてから点滅に変われば設定は完了です。 

• LED ランプび已秒間点滅した場合は、登録でさるコードびいっぱいになっています。不要なコードを削除し 
てから、登録し直してください ( 74 ぺージ の n つのマルチコント□ールボタンに登録されたすベての設 
定を消去す る」 ）。 











































































• 手順 3 〜 4 は、強い堂光なの下や TV の前で行わないでください。異なるコードび登録されてしまラことび 
あります。他機器の IJ モコンの種類によっては、学習させる際の距離び近すざてを同様の症状になることび 
あります。 

• 他機器の IJ モコンコードによっては、本機では正しく登録でさないをのびあります。 

己同じ他機器リモコンについて登録（学習）を続けるには、手順3〜4を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、設定をいったん終了し、手順]からをう一度行ってください。 

6リモコン設定ボタンを巧して設定を終了する。 


登録（学習）された1つのボタン操作を解除ずる 

学習モードで登録したボタン操作を解除し、工場出荷時の設定に戻します。 

1リモコン設定ボタンを巧しなが！5、数字ボタンの「7」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し続けます。 

テレビコント□—ルに登録されている操作を消去したいときは手順3へお進みください。 

2消去したいボタンが登録されているマルチコント□ールボタンを巧ず。 

U モコンの LED ランプび]回点滅します。 

3登録を消去したいボタンを3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1秒間点なすると、消去は完了です。 

4他にも消去したいボタンびある場合は、手順3を繰り返す。 

別のマルチコント□ールボタンに対して登録された内容を消去する場合は、設定をいったん終了し、手順1か 
らちう一度行ってください。 

己リモコン設定ボタンを巧して設定を終了する。 


1つのマルチコント□-ルボタンに登録されたずべての設定を消’去する 

あるマルチコント□ールボタンに対して設定された、すべてのボタンの登録内容を消去します。 

1リモコン設定ボタンを巧しなび！5、数字ボタンの「9」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し続けます。 

2設定を消去したいマルチコント□ールボタンを3秒間巧し続ける。 

テレビコント□ールのすべてのボタンに設定された操作を消去したいときは、テレビコント□ールの入カボタ 
ンを3秒間押してください。 

LED ランプび1秒間点なすると、消去は完了です。 


マルチコント□ールボタンの入力切換を解除する（ダイレクトフアンクシヨ 
ン） 

• 工場出荷時の設定：オン 

ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。 

オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わらず、 U モコンの操作ボタンの機能だけび切り換わります。本機 
に接続していない機器を操作するとさに便利です。 

1リモコン設定ボタンを巧しなび！5、数字ボタンの「己」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタンを巧す。 

U モコンの LED ランプび]回点滅します。 


リモコンにぶる他機器の操作 


3数字ボタンでダイレクトフアンクシヨンのオン （1) またはオフ （0) を選ぶ。 

LED ランプび1秒間点なすると、設定は完了です。 

正しく設定でさなかった場合は、 LED ランプび3回点滅します。この場合は設定し直してください。 

4リモコン設定ボタンを巧して設定を終了する。 


才ールゾーンスタンバイとディスクリートオン機能について 

オールゾーンスタンバイ機能 

オールゾーンスタンバイ機能を使用することで、本機の電源をスタンバイに切り換え、すべてのゾーンを一斉 
にオフにすることびでさます。 

また、サブゾーン用に別のパイオニア製アンプ/レシーバーを使用している場合、それらを同時にスタンバイに 
することびでさます。 

• サブゾーンに接続しているアンプ/レシーバーの電源をスタンバイにするには、接続しているアンプ/レシー 
バーび U モコン信号を受信でさるよラな設置または接続び必要です。 

• パイオニア製のアンプ/レシーバーを複数台使用していて、それらのリモコンモードび変更されていたとして 
をこの操作でスタンバイに切り換えることびでさます。 

ディスクリートオン機宫 g 

ディスク IJ ートオン機能では、本機の電源をオンにさせつつ再生したい入力に切り換えるという一連の操作を 
行えます。 

本機を AV ラックなどに収納していて、電源の状態びオンかスタンバイ状態かわからないような設置状況で、仮 
に本機の電源びオンであってをこの操作で本機の電源びスタンバイになってしまうようなことはなく、選んだ 
入力に切り換わるので便利です。 


オールゾーンスタンバイ機能を使用する 

1オールゾーンスタンバイ/ディスクリートオンボタンを巧す。 

LED ランプび点滅し始めます。 

2 り AV アンプを巧す 

本機の電源びスタンバイに切り換わり、すべてのゾーンび日 FF になります。 


ディスク u — トオン機能を使用する 

1オールゾーンスタンバイ/ディスクリートオンボタンを巧す。 

LED ランプび点滅し始めます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタンを巧ず。 

本機の電源びオン（すでに電源びオンだったときはオフにせずオンのまま）になり、ここで選んだ入力に切り 
換わります。 


■ J モコンの設定を U セツトする 

IJ モコンの設定をすべて U セツトし、工場出荷時の状態に戻します。 

1リモコン設定ボタンを巧しなが！5、数字ボタンの「0」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し続けます。 

2ミ夫定ボタンを3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1秒間点なすると、消去は完了です。 


















工場出荷時のプリセツトコード 


工場出荷時にボタンに割り当てられているプ U セツトコードは似下のとおりです。 


ボタン 

プリセツトコード 

BD 

22已已 

DVD 

22已6 

DVR BDR 

22己7 

HDMI 

2034 

TV 

030已 

CD 

已〇00 

SAT/CBL 

632已 

OPTION 1 

1103 

OPTION 2 

1103 

テレビコント□ール（入力） 

030已 


リモコンによる他機器の操作 I 


他機器の操作にごいて 

• iU 下の U モコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要びありま 
す。詳しくは 73 ページ の r 他機器のリモコン信号を本機の U モコンに呼び出す（プ U セツトコード設定) 」 
をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に、操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、 IJ モコンをその機器の操作モード 
にしてください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 



_ _ B 哩— 
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テレビやオーデイオ/ビデオ機器の再生操作 


ボタン 

テレビ 

テレビ 

(モニター） 

ブルーレイ 
ディスクプ 
レーヤ ー/ 
DVD プレー 
ヤ— 

HDD/DVD 
レコーダー/ 
ブルーレイ 
デイスクレ 
コータ.一 

ビデオデッキ 

衛星チュー 
ナー /ケー 
ブルテレビ 
チューナー 

0入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 

チヤンネルの選 
択 

数字の入力 

数字の入力 

チャンネルの選 
択 

チヤンネルの選 
択 

数字の入力 

•/CLR (10) 

10 

. (ドット） 

クリア 

10 

10 

. (ドット） 

ENTER (12) 

12 

チヤンネルみ定 

み定 

12 

12 

み定 

X 

元の画面 

元の画面 

トップメニュー 

トップメニュー 
/ディスクナビ 

- 

ナビ 

よ 

ま組表 

ユーヴ ー 
メニュー 

ツール 
(ブルーレイ 
ディスクプレー 
ヤー） 

番組表 

- 

番組表 


t /*/ 作/- ► 

t/v 作/- ► 


t /*/ 作/- ► 

— 


ミ夫定 

み定 

ミ夫定 

決定 

み定 

- 

み定 

な 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

- 

メニュー 

ろ 

戻る 

戻る 

戻る 

戻る 

— 

戻る 

► 

— 

— 

► 

► 

► 

► 

II 

— 

— 

II 

II 

II 

II 

■ 

- 

- 

■ 

■ 

■ 

■ 

◄◄ 

— 

— 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

►► 

— 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 


— 

— 



— 


►►1 

- 

- 

►►1 

►►1 

- 

►►1 

AUDIO 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

表示 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

— 

表示切換 

CH +/- 

チヤンネル切換 

チヤンネル切換 

解像度切換 
+/- 

チャンネル切換 

チヤンネル切換 

チヤンネル切換 


• 機種によっては操作できないボタンわあります。 

• テレビのプ U セットコードを登録すると、登録したプ U セットコードによって上記表のテレビまたはテレビ（モニター）どち 
らかに割り当てられます。 

• DVD プレーヤーによっては、]0政上を選ぶときに+]0方式ではなく ENTER 方式で番号をみめる機種びありますび、その 
機種わ本機 U モコンでは */ CLR (10) ボタンで操作することびできます。 


リモコンによる他機器の操作 J 


オーデイオ/ビデオ機器の再生操作 


ボタン 

LD プレーヤー 

CD プレー 
ヤー / SACD プ 
レーヤー /CD 
レコーダー 

MD プレー 
ヤー / DAT プ 
レーヤー 

カセットデッキ 

AM/FM チユー 
ナー 

0入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 

- 

周波数/ステー 
シヨンの選択 

•/CLR (10) 

+ 10 

>10/クリア 

ク U ァ 
( MD ) 

クリア 

ダイレクト選局 

ENTER (12) 

み定 

ディスク/ミ夫定 

開/開 

( MD ) 

み定 

クラス （ A ， B ， C ) 

の選択 

X 

トップメニュー 

- 

- 

MS 卜 

AM/FM 切換 

よ 

- 

LEGATO LINK 
( SACD ) 

- 

MS 一 

設定 



- 

- 

11/ 

t / ♦:周波数選択 
和/今：ステー 
シヨン選択 

決定 

み定 

— 

— 

— 

ミ夫定 

な 

- 

SACD SETUP 
( SACD ) 

- 

- 

- 

ろ 

戻る 

— 

— 

— 

戻る 

► 

► 

► 

► 

► 

- 

II 

II 

II 

II 

II 

MPX 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

— 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

— 






— 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

- 

AUDIO 

音声切換 

PURE AUDIO 
( SACD ) 

- 

- 

— 

表示 

表示切換 

TIME 

( SACD ) 

- 

- 

表示切換 


• 機種によっては操作できないボタンわあります。 
































































音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 

リスニング環境の設定について〜ヴラウンド再生のための設定〜 

オート MCACC で詳細に測定/設定ずる . 

リスニング環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜 .... 

MCACC データを 確認ずる . 

MCACC MEMORY のデータを 管理す る 〜 データ 管理〜 . 


孤犯§ 


mm 











■ J スニング環境の設定について〜サラウンド再生のための設定〜 

本機のオート MCACC セットアップ機能では、下記の設定（音場補正）を自動で行うことびでさます。 

スピーカー 設定 

ソースに含まれる音声成分のすべてを再生するために、スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力、ク□ス 
オーバー周波数などを設定します。この項目は、すべての MCACC MEM 日 RY に共通の設定となります。 

スピーカー 出カレベル 

IJ スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。 

スピーカーまでの 距離 

距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出•補正します。 

定在波制御 

壁などの影響で発生した低域の特定周波数での極端なピーク音を除去します。 

残響特性の測定 

リスニングルームの残響特性を測定し、 MCACC の補正精度を向上します。 

視聴環境の周波数特性の補正 ( Ago Cal EQ Pro) 

スピーカーの種類や、部屋の環境差によって生じた各チャンネル周波数特性のばらつさを補正します。 EQ 補正 
のカーブを3タイプから選べます。 


ホームメニユー設定の手順 

ホームメニュー画面を開くまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入れてか5テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるようテレビ側の入力切換を合わせてください。 

2 リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してからホームメニューボタンを巧す。 


HOME MENU 

AV アンプ 

2. MCACC データチエック 

3. データ管理 

4. システム設定 

5. ネットワーク情報 

6. 操作モード設定 

固終了 

unirr 

advanced 

戻る回 


テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/一と決定ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。戻るボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

•ホームメニュー画面表汀^中は、ホームメニューボタンを押すことでいつでをホームメニュー画面を閉じるこ 
とびでさます。 

B メモ 

• へッドホン使用中は、ホームメニュー画面は表示でさません。 

• 約5分間放置するとホームメニュー画面には自動的にスク U —ンセーバー機能び働さます。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、本機を使用するたびに設定し直す必要はありません。ただ 
し、スピーカーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したとさには、設定し直す必 
要びあります。 

• ホームメニューの設定中は電源を切らないでください。電源を切るとさはホームメニューの設定を終了して 
ください。 
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音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


才ート MCACC で詳細に測定/設定する 

オートセットアップ（フルオート MCACC ) の基本的な使用方法は 3をター ジをご覧ください。 

78ぺー ジ の 「 ホームメニュー設定の手順 」 の手順1〜2を行ってから下の操作を行ってください。 

A ミ主意 

• 測定中は大さな音でテストトーンび出力されます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いします。 

1[アドバンスド MCACC] を選んで決定する。 

2 [才ート MCACC] を選んで決定する。 

オート MCACC 画面び表示されます。 

3測定/設定の項目を選択する。 


1b . 才ート MCACC 



スピーカー出カレベル 
スピーカーまでの距離 
EQ Pro &定在放制御 
Full Band Phase Ctrl 


因終了 


戻る因 


各項目に対する測定/設定内容は、画面ち側に表示されます。 

• 全項目：すべての項目を測定/設定します。 

• スピーカーシステム保持：スピーカーシステムの設定し U 外の全項目を測定/設定します。 

上記 iU 外の場合は、それぞれの項目について個別に測定/設定します。 

4保な先を選択する。 

測定/設定した結果の保を先を 「 M 1. MEM 0 RY ]」〜「 M 6. MEM 日 RY 6」 から選択します。 

• MEM 日 RY 内のデータは上書さされます。 

• 測定終了後、 MCACC ボタンを押して MEM 日 RY を切り換えることで、本機を各補正後の状態にすること 
びでさます。 ( 已1ぺ一:: ) 

己付属のセットアップ用マイクを接続する。 

スピーカーと U スニングポジション（マイク）の間に障害物びあると、正確に測定でさない場合びあります。 










































セットアップ用マイクは、兰脚などを使用して U スニングポジションの耳の高さに設置してください（兰脚び 
ない場合は、なるべく兰脚に代わるをのを用意してください)。 

• テーブルやソファーの上などに置くと、正しく測定でさない場合びあります。 


6 [スタート]を選んでミ夫定する。 

オート MCACC で選択した項目の自動測定に進みます。 

アドバンスド MCACC のメニュー画面び表示されたら自動測定は終了です。測定び終わったら、必ずセット 
アップ用マイクを本機から抜いてください。 

測定した内容を確認することびでさます。 85ぺージ の 「 MCACC データを確認する _|をご覧ください。 

因 メモ 

• スピーカー設定は、全項目で 測定するたびに測定結果び更新されます。 

• フルオート MCACC や 全項目での 測定後に U スニングポイントを変えて測定したいときは、 

ス ピー カーシステム 保持で測定してください。 

• 使用するスピーカーの構成を変更した場合は、 フルオート MCACC または 全項目で 測定し直してくださし、 

• 各スピーカーと視聴環境との相互作用によって、まれに オート MCACC の測定び正しく行われないことびあ 
ります。その場合は手動で設定を調整することをお勧めします。 


EQ タイプ（視聴摄境の周液数巧性の補正）について 

EQ タイプは 全項目、スピーカーシステム 保持を選択したとさのみ設定可能です。 

各 EQ タイプの保存先をそれぞれ設定すれば、一度の測定で複数タイプの EQ 補正び行われ、内容び保存されま 
す。 

なお、 SYMMETRY , ALL CH ADJ , FRONT AUGN のうち]つを測定すれば、他の項目は測定を省略できま 
す。 

• SYMMETRY : L / R でペアになっているスピーカー ] 組ごとの周波数特性をフラットに補正します。セン 
ターなどペアでないスピーカーは個別に補正します。位相特性を重視した補正をしたい場合にお勧めします。 

• ALL CH ADJ :全チャンネルの周波数特性を、それぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重視 
した補正をしたい場合にお勧めします。 

• FRONT ALIGN : フ□ント似外のスピーカーをフ□ントの特性に合わせこむ補正をします（フ□ントスピー 
力一は補正しません)。 フ□ントスピーカーの特性を重視した補正をしたい場合にお勧めします。 


その他の設定頂目について 


THX スピーカー（才ート MCACC で全項目、スピーカー設定を選択したときのみ設定可） 

• THX 認証のスピーカーを使用しているとさは YES を選択します（このとさ、 スピーカー設定で フ□ントじ(外 
のスピーカーはすべて SMALL (ル）の設定になります。サブウーファーび接続されている場合は、フ□ン 
トスピーカーを必ず SMALL (ル）の設定になります）。 THX 認証のスピーカーを使用しない場合は N 0 のま 
まにしておさます。 

MCACC (才ート MCACC でスピーカー出カレベル、スピーカーまでの距離 、 EQ Pro &定在波制御を還 
択したときのみ設定可） 

• 測定/設定値の保存先を選びます。各項目についてのデータのみ上書さされます。 

EQ タイプ(才ート MCACC で EQ Pro &定在波制御を選択したときのみ設定可） 

• EQ 補正カーブ（視聴環境の周波数特性の補正）を]つ選択します（各 EQ 補正カーブの説明は上記をご覧く 
ださい)。 
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音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


定在波制御を点測定 

• YES にすることでメインの IJ スニングポジションとそれ iU 外の IJ スニングポジション2力所（計3力所）の定 
在波制御を行うことびでさます。設定の手順は GU 晒面に従って、下のイラストのようにメインポジショ 
ンでの測定び最後になるよラにセツトアップ用マイクを設置していさます。 U スニングポジションを]力所 
でお楽しみいただくとさは N 0 にすることをお勧めします。 



2力所目の 

3力所目の 

IJ スニングポジション 

倫 _ 

IJ スニングポジション 
_^ 

fne 

fwT 羽 

Pm 

H 3 y 

メイン IJ スニングポジション 




フルオート MCACC の デ モモー ドに ついて 

アドバンスド MCACC の デモを 選ぶと、 フルオート MCACC のデモモードになります。デモモードはセット 
アップ用マイクを使用せずに行ラことび可能で、スピーカーを接続していればテスト I -ーンを出力されます。デ 
モモードでの測定内容は本機の設定に反映されず、エラーを発生しません。デモモードは一度開始すると繰り 
返し行われます （1 回目び終わるとスク U —ンセーバーび働きます）。終了させるには 戻る ボタンを押してくだ 
さい。 















リスニング環境をお巧みに調壁する〜マニュアル MCACC 〜 

マニュアル MCACC では、設定をより詳しく手動で調整することびできます。それぞれの調整を行う前にフル 
オート MCACC を行っておいてください ( 35 ぺージ )。 

A ミ主意 

• マニュアル MCACC ではテスト!-ーンび出力される設定びあります。テスト!-ーンは大きな音で再生されま 
すので、ごを意ください。 

® 重要 

• それぞれの調整を行う前に、 U モコンをアンプ操作モードにしてから MCACC ボタンを押し、調整したい 
MCACC MEM 日 RY を選んでおいてください。 

• 設定にはセットアップ用マイクを使用することびあります。マイクの接続のしかたは、 35ぺージ をご 
覧ください。マイクを接続する際は、ホームメニューボタンを押してホームメニュー画面び表示されて 
いる状態で差し込んでください。ホームメニュー画面び表示されていない状態でマイクを差し込むと、 
フルオート MCACC のスタート画面になります。 


1リモコンの IAV ァンプ I ボタンを巧してからホームメニューボタンを巧す。 

2 [アドバンスド MCACC ] を選んで決定ずる。 

3 [マニュアル MCACC ] を選んで決定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

詳しくはそれぞれの項目の説明をご覧ください。 


スピーカー出カレベルの微調整 （Fine Channel Level ) 

• 工場出荷時： 0.0 dB (全チャンネル） 

フ□ント左スピーカーを基準として、その他のチャンネルレベルを調整します。選択したチャンネルとそのチャ 
ンネルに対して基準となるチヤンネルからテスト I -ーンび再生されますので、両方のテスト I -ーンび同じ大さ 
さに聞こえるように調整します。 



1 [Fine Channel Level ] を選んで決定する。 



スピーカー出カレベルの微調整を行う画面になります。 

MASTER VOLUME び自動的に0.日 d 日になり、テスト I ンび出力されます。 


音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


フ□ント左チヤンネルからテスト I -ーンび出力されます。 

音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/スローモードで75 d 目 SPU こ調整してください。 

3フ□ントちチヤンネルか5順葡こ、各チヤンネルのレベルを調整する。 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して基準となるチヤンネルから、交互にテストトーンび出力されま 
す。両方のテスト I -ーンび同じ大ささになるように調整します。 

-12.0 d 目から+ ] 2.日 d 目の範囲内で、日.5 d 目間隔で調整することびでさます。 

• サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルよりを小さく聞こえる場合びありま 
す。 

4設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


2フ□ント左チヤンネルのレベルを調整して決定する。 


1c1.Fine Channel Level 

AV アンプ 

MCACC : M1.MEMORY 1 風 _ ® 

昼準 Ch : L las f 


A. 


ぶ 


因終了 


キャンセル巨) 


スピーカーまでの距離の微調整 （Fine SP Distance ) 

• 工場出荷時： 3.00 m (すべてのスピーカー） 

フ□ント左スピーカーを基準として、その他のスピーカーの距離を調整します。選択したチヤンネルと、その 
チヤンネルに対して基準となるチヤンネルからテストパルスび再生されます。その2つのスピーカーに対して 
U スニングポジションから下図のよラに向さ、2つのテストパルスの聞こえるポイントび中央に定位するよラ 
に数値を調整します。 



このとささらに細かく中央に定位させたいとさは、スピーカーの位置を数 mm 単位で動かしたり、向さを少し 
動かすことでポイントを中央に定位させることびでさます。 

























1c2.Fine SP Distance 


1 [円 ne SP Distance ] を選んで決定する。 


スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になります。 

MASTER VOLUM 曰ま自動的に日.日 d 目になり、テストパルスび再生されます。 

2フ□ント左チヤンネルのスピーカーまでの実測距離を入力して決定する。 


3フ□ントちチヤンネルか5順番にスピーカーまでの距離を調整する。 


選択したチヤンネルとそれに対して基準となるスピーカーから、テストパルスび出力されます。 
0.01 m から9.日日 m の範囲内で、日.日] m (1 cm ) 間隔で設定でさます。 

4設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

スピーカーまでの 距離の微調整を終了します。 




ホームメニューで使用ずるボタン 




音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) B 


因 メモ 

• サブウーファーのテストパルスは他 ch と音色び異なります。サブウーファーの音びはっさり聞こえるように 
調整してください。また、サブウーファーの調整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を 
上下したりスピーカーの位置を変えてを聞こえ方の変化びわかりにくい場合びあります。 

• テストパルスの聞こえるポイントびどうしてを中央に定位しないとさは、スピーカーと本機の+、一端テび 
正しく接続されているかを確認してください。+と一び逆に接続されていると中央に定位しません。 

• スピーカーまでの距離の調整は、映像の「ピント合わせ」によく似ています。ピントび合っていない映像は 
どこで見てをぼやけて見えますび、ピントび合った映像は遠くからでを見ることびできます。音の焦点を同 
じで、ある一点（マイクを置いた IJ スニングポジション）に音源からの到達時間をしっかり合わせることで、 
IJ スニングポジションー点だけでなくマルチチヤンネル環境における音場全体を正しく形成します。 


定な波フィルターの調整（定な液制御） 

• 工場出荷時： ON / ATTO.OdB (全フィルター) 

才ーディオの世界で問題となる定在波 （Standing Wave ) は、音波び壁などで反射し、もとの音波と干渉す 
ることで発生します。定在波は特定の低域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えます。 
定在波の影響はスピーカーの位置や IJ スニングポジションによってを変化します。ここでは実際に音楽ソース 
などの再生音を聴さなびら、定在波の影響を制御します。 

• 音声入力で HDMI を選んでいるとさは、実際に音を聞さなびらの補正を行ラことはでさません。 



虎在波制狮を選んで決定ずる。 



定在波制御のフィルター設定画面になります。 

2フィルターチヤンネルを選ぶ。 


1c3 .定在波制御 



- II々 I ■ フィルタ— 1] &フィルタ-211 ■ フィルタ ー3 1 

パ i レミ77 Freq Q ATT Freq Q ATT Freq Q ATT TRIM 

チヤノネ/レ [Hz] [dB] [Hz] [dB] [Hz] [dB] [dB] 

_ ♦ _ 

网网间间岡间厕网间 



因終了 戻る巨] 


どのチャンネルの定在波を制御するか選択します。 








































各チヤンネルごとに用意された、3つのフィルターで定在波の影響を制御します。 

• MAIN :センタースピーカーとサブウーファー外のすべてのチヤンネル 

• Center :センターチヤンネルのみ 
• SW :サブウーファーのみ 

3 フィルター N 0.1 か 6 N 0.3 について、各項目を調整する。 

Freq :各フィルターの中む周波数を、63 Hz 〜25日 Hz の範囲で調整します。 

Q: 各フィルターの帯域幅を2.日〜 9.8 の範囲内、日.2間隔で調整します。数値び大さくなるほど帯域幅はより 
狭くなります。 

ATT ;各フィルターの減衰量を、日.日 d 目〜] 2.日 d 目の範囲内、日.5 d 目間隔で設定します。 

TRIM :サブウーファーのレベルを一] 2.日 d 目〜+]2.日 d 目の範囲内、日.5 d 目間隔で調整します。（フィル 
ターチヤンネルで SW を選んだときのみ調整でさます） 

4設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

定在波フィルターの調整を終了します。 


チヤンネルごとの周液数特性の補正 （EQ の調整) 

• 工場出荷時： ON/O.Od 巳 

補正カーブを手動で調整します。 




補正カーブの調整画面になります。 

2調整したいチヤンネルを選ぶ。 


: n 


1c4.EQ の調整 


[0.0][-8.0||~6.0 |[ 0.0 ][+3.01| +8.5 1[+8.5][+3.01| 0.0 |[ 〇 .0 ] 



63 125 250 500 

[Hz] [Hzl [Hz] [Hz] 


2k 4k 8k 16k Tl 

[Hz] [Hz] [Hz] [Hz] 


因終了 


戻る因 
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音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


3調整したい周波数帯域を選んで調整する。 



-12.0 d 目から+ ] 2.日 d 目の範囲内で、日.5 d 目間隔で調整することびでさます。 

• 調整中に OVEFM びディスプレイに表示されたとさは、その帯域または他の帯域のレベルび高すざるので、 
OVER! 表示び消えるまで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 

• スピーカー設定で SMALL (ル）に設定されたチャンネルは「目3 Hz 」 を選ぶことはでさません。 

• TRIM では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまった全体的なレベルのバランスを再調整しま 
す。 

4手順2〜3を繰り返して、各チャンネルの周波数帯域を調整する。 

己設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

チャンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 






部屋の巧響特性の測定と残響を考慮した補正（£0プロフェッシヨナル） 

視聴環境の残響特性（音の響き方）び似下のケース]〜3のいずれかに当てはまる場合は、 
EQ プ□フェッシヨナルを行うことで、理想的な音場に補正されます。 

GUI 画面（テレビ画面）に表示される残響特性を参考にしなびら、周波数特性の補正を行うための「時間軸上 
の位置」をお好みで選択し補正を行ってください。 

• ケース！）周波数ごとに残響特性び異なる場合 

アドバンスド EQ セットアップで 30- 己 0ms くらいを指定すると、スピーカーからの直接音（初期反射音を含 
む）びフラットになり、聴さやすい音場になります。 














































































-ケース 2) チャンネルごとに残響特性び異なる場合 

アドバンスド EQ セツトアップで 30- 己 0ms くらいを指定して補正をすると、直接音の特性びそろった理想的 
な音場でお楽しみいただけるよラになります。 



-ケース 3) 全体的に残響特性び似ている場合 

アドバンスド EQ セットアップで 60-80 ms くらいを指定して補正することをお勧めします。直接音と残響音 
をすベて含んだ I -ータルでの補正び行われ、理想的な音場空間を再現することびでさます。 

® 重要 

• アドバンスド EQ セットアップを行う前に必ずフルオート MCACC (35 ページ) を行ってください。フル 
オート MCACC では、残響特性の測定から最適な時間位置による EQ 補正を含めてすべて自動で行われるた 
め、理想的な環境に補正されます。 

• アドバンスド EQ セットアップは、前に測定したフルオート MCACC ( 3 己ページ ) または才ート MCACC 

( 78 ページ ) の補正カーブを上書さしてしまいますのでごを意ください。過去のデータを残したいとさは、 
別の MCACC MEM 日 RY を選んでからアドバンスド EQ セットアップを行ってください。 

• 残響特性の確認では、定在波制御の設定値によって残響特性のグラフに違いび出ることびあります。 
フルオート MCACC では、定在波の影響を排除した残響特性グラフび表示され、残響特性の測定では定在波 
を制御せずに残響測定するため、定在波の影響を含んだ残響特性グラフび表示されます。 

• 残響特性グラフの表示について、残響びない場合は下図 A のよラになります。残響びある場合は、徐々に音 
響ノ（ワーび累積されて下図日のよラになります。 




1 [ EQ 7 a フェツシヨナル]を選んで決定する。 
2 [残響特性の測周を選んで決定する。 
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音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) I 


3 [ EQ オン]または [ EQ オスを選ぶ。 


1c5a •残響特性の測定 

AV アンプ 


MCACC : M1.MEMORY 1 



「スタート 


因終了 


キャンセル巨) 


• EQ オフ： EQ 補正前の残響特性を測定します。 

• EQ オン:現在選択している MCACC MEM 日 RY の EQ で、 EQ 補正後の残響特性を測定します。あらかじめ、 
補正後の残響特性を測定したい MCACC MEM 日 RY を選択したうえで、このメニューへ進んでください。 





4マイクを接続して残響特性の測定の準備をする。 

• セットアップ用マイクは、兰脚などを使用して U スニングポジションの耳の高さに設置してください（兰脚 
びない場合は、なるべく兰脚に代わるをのを用意してください)。 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

• スピーカーと U スニングポジション（マイク）の間に障害物びあると、正確に測定でさない場合びありま 
す。 



己[スタート]を選んで決定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ]〜3分程度かかります。 

測定終了後、測定結果を GUI 画面で確認するときは次の手順へお進みください。測定結果を確認せずに周波数 
特性の補正を行うときは、手順9へお進みください。 


6 [残響特性の確認]を選んでミ夫定する。 



残響特性の測定結果（残響特性グラフ）び表示されます。 

7測定結果を確認したいチヤンネル、周波数を選ぶ。 


周波数 チャンネル 



補正前後の切り換え 









































各^ャンネルにおける各周波数の残響特性を確認してください。グラフの縦軸はレベル [ dB ]、 横軸は時間 [ m 引 
を术しています。 

補正前後の表示を切り換えることびでさます。 補正 後は EQ 補正後の残響特性を表示します。 補正 前に比べ、各 
周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ上下に平行移動し、指定した補正時間位置 (Time Position ) でそろラ 
ことび確認でさます。 

8戻るボタンを巧す。 

残響特性の測定結果画面を終了します。 

• 部屋の残響特性を改善したいとさはここで吸音材の調整などを見直し、視聴環境の整備を行ってください。 
調整後は再度残響 特性の 測定を行い、その効果を確認することをお勧めします。 

9 [アドバンスド EQ セツトアップ]を選んでミ夫定する。 



補正時間位置を指定する画面になります。 

10補正時間位置 (Time Position ) を指定する。 


1 c5c. アドパンスド EQ セットアップ 


キャンセル色! 

補正時間位置 



0-20ms 〜 60-80ms の間を]日 ms 間隔で選択できます。 

11必要に応じて [ EQ タイスと虎在渡制御多点測周を設定する。 

それぞれの詳しい説明は 79 ページ を ご覧ください。 


12 [スタート]を選んで決定する。 

手順]日で選んだ時間帯の音で、周波数特性の補正を自動で行います。測定にはおよそ2〜4分程度かかります。 

13設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 ( EQ プ□フェッシヨナル)を終了します。 

8已 ページ の 「 MCACC データを確認す る 」 で測定結果を確認でさます。 

因 メモ 

• 本機の「残響特性測定およびグラフ表示機能」は、視聴環境整備のツールとして有効にお使いいただけます。 
スピーカーの L/R (左ち）で特性び大さく異なる場合は、片側の設置に問題びあったり、左ちの壁の反射び 
大さく影響している、などび考えられます。設置の見直しや、吸音材の使用効果などを何度を確認しなびら、 
より理想的な視聴環境をつくるためにお役立てください。 


音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


• フルオート MCACC を行ったあとでを、残響特性の確認で補正前の残響特性を表示でさます。 EQ タイプ： 
SYMMETR 丫で測定を行った場合は、補正後の残響特性(予測値)も表示できます。 SYMMETRYiU 外の EQ 
タイプで測定を行った場合は、補正前の残響特性は表示されますび、補正後の残響特性は No Data となりま 
す。実測による補正後を確認したい場合は、手順8で EQ オンを選んでください。 

• EQ カーブの特性上、 EQ タイプ ： SYMMETRY (および FR 日 NT AUGN ) の補正後の残響特性は各 L / R の 
チヤンネルび一組のペア （ Front など）として表示されます 。 ALL CH ADJ では备個別のチヤンネルごとに 
表示されます。 






■ 













MCACC データを確認する 

35ぺージ の r スピーカーの自動設定を行ラ〜フルオート MCACC 〜」 や 78ぺージ の 「 オート MCACC で詳細 
に測定/設定する」 、 8日ぺージ の 「 リスニング環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜」 で設定さ 
れた、下の各設定項目の内容や設定値を確認することびでさます。 

• スピーカー 設定： スピーカー システムの設定 



• スピーカー出カ レベル： スピーカー 出カレベルの設定 



• スピーカーまでの 距離：スピーカーまでの距離 



• 定在波制御： 定在波制御フィルター設定 



2d. 定在波制御 

AV アンプ 


フイルター 
チャンネル 

1 ■ フイルター11 I ■ フイルター2 11 ■ フイルター3 I 


Frea Q ATT Freq Q ATT Freq Q ATT 

[Hz] [dB] [Hz] [dB] [Hz] [dB] 

网岡而岡网间岡岡 110 1 

TRIM 

[dB] 

1+10.0 1 

+ dB 

MCACC 〇_ 

'sm 




因 終了 

16 32 63 125 250 500 1k 

Hz 

戻る因 


音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


• Acoustic Cal EQ :視聴環境の周波数特性の補正値 




1リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してからホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

t /4/^-/- ►と決定ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。戻るボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 






2 [ MCACC データチ エック] を選んで決定する。 

確認したい設定項目の選択画面になります。 


3確認したい設定項目を選んで決定する。 


4必要に応じて確認したい MCACC MEMORY や Ch などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEM 日 RY を変えることで、各 MEM 日 RY の設定値を確認しなびらそのサウン 
ドの変化を確認することびでさます。 

他の設定項目を確認するとさは、 戻る ボタンを押して前の画面へ戻ります。 


己5崔認が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

MCACC データの確認を終了します。 



































































MCACC MEMORY のデータを管理する〜データ管埋〜 

35ぺージ の r スピーカーの自動設定を行ラ〜フルオート MCACC 〜」 や 78ぺージ の 「 オート MCACC で詳細 
に測定/設定する」 、 8日 ページ の r リスニング環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜」 で設定さ 
れた各種設定内容や設定値をコピー、消去することびでさます。また MCACC MEM 日 RY の名前を変更するこ 
とをでさます。 

1リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してか！5ホームメニューボタンを巧ず。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

►と決定ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。戻るボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 


2 [データ管理]を選んで決定する。 

3調整したい項目を選ぶ。 

• MCACC メモリーの名称変更： MCACC メモ IJ - の名前を変更します ( 86 ページ ) 

• MCACC メモリーのコピ ー ： MCACC メモ U - をコピーします ( 86 ぺージ ) 

• MCACC メモリーの消去： MCACC メモ U - を消去します （87 ぺージ） 


設定データの名前を変更する （ MCACC メモリーの名荷液更） 

MCACC MEMORY ] 〜目の名前を変更することびでさます。たとえば、映画を楽しむ U スニングポジション 
で音場補正を行ったとさは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ U スニングポジションであれば 「 GAME 」 のよラに変 
要することびでさます。 

変更したい設定データの名前は次の中から選びます。 [ SYMMETRY ] [ALL ADJ ] [ F . ALIGN ] [ MOVIE ] 
[ MUSIC ] [ GAME ] [ PARTY ] [ SOFA ] [ SEAT ] 



1[MCACC メモリーの名称変更]を選んで決定する。 

名前を変更したい MCACC MEM 日 RY の選択画面になります。 

2名前を変更したい MCACC MEMOR 丫を選んで名前を変更する。 


3a.MCACC メモリーの名称変更 


MCACC ポジションを称変更 



MEMORY 2 
MEMORY 3 
MEMORY 4 
MEMORY 5 
MEMORY 6 



面終了 


戻る回 


t / l ^ で MCACC メモ IJ 一を選んで、 ◄-/- ►で変更したい名前を選びます。 

3戻るボタンを巧す。 

MCACC メモ U —の名称変更を終了します。 


音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


設定データをコピーする （ MCACC メモリーのコピ ー） 

35ぺージ の r スピーカーの自動設定を行ラ〜フルオート MCACC 〜 」 や 78ぺージ の「 オート MCACC で詳細 
に測定/設定 する 」、 8日 ペ ージの r u スニング環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜 1 で設定され 
た MCACC MEM 日 RY を、他の5つの MEM 日 RY のいずれかにコピーすることびできます 。 MCACC MEMORY 
は全部で6つまで設定することびでさます。 



1 [MCACC メモリーのコピ ー] を選んで決定する。 

コピーしたい MCACC MEM 日 RYp ピー元）と、コピーされる MCACC MEM 日 R 丫(コピー先）の選択画面に 
なります。 

2コピーする内容を選ぶ。 



• 全データ；コピーされる MCACC MEM 日 RY のすベての内容をコピーします。 

• レベルと距離のデータ；コピーされる MCACC MEM 日 RY のスピーカー出カレベルとスピーカーまでの距 
離の設定のみコピーします。 

3 コピーしたい MCACC MEMORY (コピー元）を選んでか!5コピー先の MCACC MEMORY 
(コピー先）を選ぶ。 

すでに設定されている MCACC MEM 日 RY をコピー先にすると、データは上書さされてしまいますのでご注意 
<ださい。 

4 [0K] を選んでコピーする内容を決定する。 

コピー確認のメッセージび表示されるので、 YES を選びます。N0を選ぶとコピーは行われません。 

完了しましたと表示されたらコピーは終了です。 














































設定データを消去する （ MCACC メモリーの消去） 

目つある MCACC MEM 日 RY の中から、必要のない MEM 日 RY の内容を消去します。 


ホームメニューで使用するボタン 



1 [MCACC メモリーの消去]を選んで決定する。 

消去したい MCACC MEM 日 RY の選択画面になります。 

2消去したい MCACC MEMOR 丫を選ぶ。 



3 [0 K] を選んで消去をミ夫定する。 

消去確認のメッセージび表示されるので、 YES を選びます。 N0 を選ぶと消去は行われません。 
完了しましたと表示されたら消去は終了です。 

4他にも消去したい MCACC MEM0R 丫びあるときは手順1〜3を繰り返す。 


音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 



87 














システム設定およびその他の設定を巧 5 


システム設定で本機のさまざまな設定を行う . 

スピーカーの 音を調整ず る〜マニュアルスピーカー 設定〜 

本機の入力の設定を変更する . 

ネットワークの設定を行う . 

ネットワークの情報を確認する . 

その他の設定をずる〜その他の設定〜 . 

GUI 画面の表示言語を変更する〜 OSD 言語設定〜 . 


8 8 9 9 9 9 9 
















システム設定で本機のさまざまな設定を行う 

システム設定では、スピーカーの構成やサラウンド環境を手動で設定したり、入力端テの設定などを行います。 
また、日 SD 言語の設定やネットワークの設定、その他の設定などさまざまな設定を行います。 

1 り AV アンプボタンを巧して本機の電源を入れてか!5テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるようテレビ側の入力切換を合わせてください。 

2 リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してか S ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

►と 決定 ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 


3 [システム設定]を選んでミ夫定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• マニュアルスピーカー設定： スピーカーの構成やサラウンド環境の手動設定を行います ( 89 ページ ) 

• 入力端子の設定： 各入力の音声入力や映像入力の切り換えや入力名の変更などを行います ( 37 ページ ) 

• OSD 言語設定： 日 SD 表示言語の設定を行います ( 98 ぺージ ) 

• ネットワーク設定： 本機のネットワークに関する設定を行います ( 94 ページ ) 

• HDMI 設定 ： HDMI によるコント□-ル機能に対応した機器と連動操作するための設定 ( 已 9 ぺージ ) 

• その他の設定： 本機のさまざまな設定を行います ( 96 ぺージ ) 


スピーカーの音を調整する〜マニュアルスピーカー設定〜 

35 ページ の 「 スピーカーの自§ ; 迂巧 〜フルオート MCACC 〜 I で才ートセットアップを行った場合は、 

すでに設定されています。必要に応じてお好みで再設定でさます。 

ク\ ミち意 

• マニュアルスピーカー 設定ではテスト!-ーンび出力される設定びあります。テスト!-ーンは大さな音で再生 
されますので、ご注意ください。 

1[マニュアルスピーカー設定]を選んで決定する。 


4.システム設定 



b. 入力端子の設定 
C.OSD 言語設定 

d. ネットワーク設定 

e. HDMI 設定 

f. その他の設定 


居)終了 戻る因 


ここから読む場合は 89 ページ の 「 システム設定で本機のさまざま;設定を : 7 ^ I の手順 1 〜 3 を行ってくださ 
い。 

2調整したい項目を選ぶ。 

• スピーカーシステム： サラウンドバックスピーカー端テやスピーカー日端テの用途を設定します ( 89 ペー 

) 

• スピーカー設定： スピーカーの本数やサイズなどを設定します ( 9 日ぺージ ) 

• スピーカー出カレベル： スピーカーの 出カレベルを調節します ( 9] ページ ) 

• スピーカーまでの距離： スピーカーまでの 距離を設定します ( 92 ページ ) 

• X カーブ： 聴感上の高域補正を行います ( 92 ページ ) 
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システム設定およびその他の設定を巧う 


スピーカーの使用用途を選択する（スピーカーシステム） 

• 工場出荷時： ノーマル ( SB / FH ) 

本機はサラウンドバックスピーカー端テやスピーカー巨端テをさまざまな用途に使用でさます。ここではこれ 
らの端テの用途を設定します。 iU 下の項目から選択します。 

• ノーマル ( SB / FH ) :サラウンドバックおよびフ□ント八イトスピーカーを接続した一般的なサラウンドシ 
ステム 

• ノーマル ( SB / FW ) :サラウンドバックおよびフ□ントワイドスピーカーを接続した一般的なサラウンドシ 
ステム 

• Speakers : メインの己. 1 かシステムの音を、メインとは別に 2 ch ダウンミックスしたステレオ再生用 

• Front Bi-Amp :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用 （5.1 ch システム） 

• ZONE 2 :本機のある部屋（メインゾーン）とは別の部屋（ゾーン 2) のステレオ再生用 

また、サラウンドバックスピーカーを接続している場合は、サラウンドスピーカーの設置位置 （ SurrPos ) を 
指定します。本来の 5.1 ch サラウンドチヤンネルは斜め後方から聞こえるように収録されていますび、 7.1 ch 
サラウンドの推奨スピーカー配置では、サラウンドスピーカーを U スニングポジションの真横（横）に配置する 
ため、 5.1 ch のサラウンドチヤンネル音声び真横から聞こえてしまいます。このような場合、本機でサラウン 
ドチヤンネル音声をサラウンドスピーカーとサラウンドバックスピーカーでミックスし、 U スニングポジショ 
ンの斜め後方から正しく聞こえるように出力します。 

詳細については、 1 9 ページ の 「 スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ 」 をご覧ください。 







1[スピーカーシステム]を選んで決定する。 

ここから読む場合は 89 ページ の 「 スピーカーの音を調整する〜マニュアルスピーカー設定〜 」 の手順 1 を 
行ってください。 

スピーカーシステムの選択画面び表示されます。詳しい説明は上記をご覧ください。 

2 [ノーマル ( SB / FH )] か[ノーマル ( SB / FW)]，[Speaker B ], [Front Bi - Amp]，[ZONE 2] のい 
ずれかを選ぶ。 



3手順2で[ノーマル ( SB / FH )] か[ノーマル ( SB / FW )]，[ Speakers ] を選んだ場合、サラウンド 
スピーカーの設置位置 （ SurrPos ) の設定を選ぶ。 

視聴位置の真横に設置している場合は横を、斜め後方に設置している場合は後方を選択します。 


4 [0 K ] を選んで決定する。 

設定を変更しまずか？ と確認画面び表示されます。 


己 [ Yes ] を選んで決定する。 

選択画面に戻って設定し直す場合は、 No を選んでください。 












































6 設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 


因 メモ 

• Speaker B を選ぶと、フ□ント八イトおよびフ□ントワイドスピーカーについての备種設定を行うことはで 
をません。 

• Front Bi - Amp、ZONE 2を選ぶと、サラウンドバックおよびフ□ント八イト、フ□ントワイドスピーカー 
についての各種設定を行ラ ことはでさません。 


スピーカー接続と低音再生能力を設定する（スピーカー設定） 

各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音 
域を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて、正しく設定して 
ください 。 SMALL (ル）に設定されたスピーカーびあるとさ、何 Hz 切下の低音域を他のスピーカー（サブウー 
ファーを含む）で再生するか、または LFE 信号の何 Hz 切下の低音域を再生するかを X . 日 VER (ク□スオーバー 
周波数）の設定で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、 91 ペー ジの 「 サブ ウーファーの 
再生する音域 成分」 をご覧ください。 

• THX 認証のスピーカーシステムをご使用の際は、すべて SMALL に設定してください。 



1[スピーカー設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は 89 ページ の r スピーカーの音を調整する〜マニュアルスピーカー設定〜 J の手順1を 
行ってください。 

スピーカーシステムの設定になります。 

2それぞれのスピーカーについて、それ5のサイズや再生能力に合わせて設定する。 



スピーカーごとに iu 下を選べます。各項目の意味と設定方法については、 90ぺージ の r スピーカー設定の目 
夏」 をご覧ください。 


システム設定およびその他の設定を巧う 


SW (サブウーファー） 

[ YES ] / [ PLUS ] / [ NO ] 

Front (フ□ント） 

[ LARGE ] / [ SMALL ] 

Center ( センター） 

[ LARGE ] / [ SMALL ] / [ NO ] 

Suit (サラウンド） 

[ LARGE ] / [ SMALL ] / [ NO ] 

FH (フ□ント八イト）または 

FW (フ□ントワイド） 

[ LARGE ] / [ SMALL ] / [ NO ] 

SB (サラウンドバック） 

[LARGE X 2]/ [LARGE x 1]/ [SMALL x 2] / [SMALL x 1]/ [ NO ] 

X .0 VER (ク□スオーバー周波数） 

[已日 Hz] / [8 日 Hz] / [1 日日 Hz] / [1 已日 Hz] / [2 日日 Hz] 


3設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

スピーカー設定を終了します。 





因 メモ 

• 工場出荷時、ク□スオーバー周波数は 80 Hz に設定されています。 

• THX スピーカーをご使用の場合、ク□スオーバー周波数は 80 Hz に設定してください。 

• それぞれのスピーカーの性能によりますび、小型スピーカーを使用している場合、ク□スオーバー周波数は 
200 Hz に設定することをお勧めします。 



スピーカー 設定の目安 

サブウーファーとフ□ントスピーカーの関係 


チヤンネル 

設定可能な組み合わせ 

SW (サブウーファー） 

[ YES ] 

[PLUS] 

[NO] 

Front (フ□ント） 

[LARGE] [ SMALL ] 

[LARGE] [SMALL] 

[LARGE] 


太字:工場出荷時の設定 


フ□ン トス ピーカーと その他の スピーカーの 関係 


チヤンネル 

設定可能な組み合わせ 

Front (フ□ント） 

[ SMALL ] 

[LARGE] 

Center (センター） 

[ SMALL ] [NO] 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Suit (サラウンド） 

[ SMALL ] 

[NO] 

[LARGE] 

[SMALL] 

[NO] 

FH (フ□ント八イト)または 
FW (フ□ントワイド） 

[ SMALL ] [NO] 

[NO] 

[LARGE] [SMALL] 
[NO] 

[SMALL] [NO] 

[NO] 

SB (サラウンドバック） 

[SMALL X2/X1] 
[NO] 

[NO] 

[LARGE X2/XI] 
[SMALL X2/X1] 
[NO] 

[SMALL X2/XI] 
[NO] 

[NO] 


太字:工場出荷時の設定 


• SMALL :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー（低音域は他の LARGE スピーカーやサブウー 
ファーから出力） 

• LARGE :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

• X2/X1 :サラウンドバックスピーカーの接続本数に本または]本） 

• YES :サブウーファーを接続している場合 

• PLUS :フ□ント/センターの低域成分をサブウーファーからを同時に出力させる、低域の再生量び最を多 

いモード。常に (2ch 再生時でを)サブウーファーから低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
ちにお勧めの設定(詳しくは 9 ] ページ の 「 ヴプ ウーファー ご i をご覧ください） 

• N 0 :接続していない場合（該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 














































サブウーファーの PLUS は、 フルオート MCACC や 才ート MCACC では設定されません。お好みに応じて設定 
を変更してください。 


ヴブウ ーファーの 再生する音域ぶ分 

フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は、下のよラになります。 


フ □ント/センター 
スピーカー 

ヴブウーファー 

SMALL 

YES 

LARGE 

YES 

LARGE 

NO 

LARGE 

PLUS 


LFE (超低域効果音)成分 

低域成分 

中高域成分 
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サブウーファーの再生音域 
フ□ント/センターの再生音域 


ク□スオーバー周波数(工場出荷時: 80 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定して < ださい 


因 メモ 

• サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合い 
び発生し、十分な低音の効果び発揮されないことびあります。このよラな場合は、オート MCACC でスピー 
力一の距離の設定を行い ( 78 ページ ）、 フェイズコント□-ルモードを rON 」 にしてください ( 52 ページ )。 


システム設定およびその他の設定を巧う 


テストトーンを聞いて出カレベルを調整する（スピーカー出カレベル） 

U スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルび一定にそろうように調整します。実際に出力されるテ 
スト I -ーンを耳で確かめなびら、手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。 



ホームメニューで使用するボタン 

ホーム 

メニユー 、 

因 ► 


1[スピーカー出カレベル]を選んでミ夫定する。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 





2 t/4^ ボタンで調整したいチヤンネルを選んで和/-►ボタンでレベルを調整する。 




-12.0 d 目から+ ] 2.日 d 目の範囲内で、日.5 d 目間隔で調整することびでさます。 

• サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルよりを小さく聞こえる場合びありま 
す。 

• 音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで75 d 日 SPL に調整してください。 

3設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

スピーカー出カレベルの設定を終了します。 

因 メモ 

• ■ UU 下の操作でを各チャンネルレベルの調整を行うことびでさます。 CH レベル ボタンを押すたびにチャンネ 
ルび切り換わり、和/-►ボタンでレベルの調整を行います（この場合 GUI 表示はされません)。 


lAv アンプ！ k . CH レベル k . 

□ ►区] ► 









































4 a 4 .スピーカーまでの距離 


スピーカーまでの距離を調整する（スピーカーまでの距離） 

U スニングポジションからスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間び自動的に 
算出され、 IJ スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。手動で設定する場合は、そ 
れぞれのスピーカーから U スニングポジションまでの距離を測り、ここで指定してください。 


1[スピーカーまでの距離]を選んで決定する。 

スピーカーまでの 距離の設定になります。 

2 t/4^ ボタンで調整したいスピーカーを選んで和/-►ボタンで距離を調整する。 


0.01 m から9.日日 m の範囲内で、日. 0] m (1 cm ) 間隔で設定でさます。 

3設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

スピーカーまでの 距離の設定を終了し ます。 

0 メモ 

• より正確な距離の調整は、 8日 ページ の r スピーカーまでの距離の微調整（円 ne SP Distance ) I をご覧く 
ださい。音像や定位感びさらに向上します。 



ク 回 




% 


I I 記洁 11111 


I LSCSRW 犯犯化 ^ 
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システム設定およびその他の設定を巧う 


広い部屋での高音域を抑制する（X力ーブ） 

広い視聴環境では、聴感上高域びさつく聞こえてしまう傾向びあります。 X カーブは高域 （2 kHz 似上）の周波 
数を減衰させる力ーブで、減衰の傾きは一日 .5 服/ oct 〜一 3.0 服 / oct (日.5服ステップ）の6種類から選択 
可能です。下の表を目安に、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

部屋の広さによる減衰カーブの目ま； 



部屋の広さ 

—36 m2 

—48 m2 

—60 m2 

〜72 m2 

—300 

〜 ] 日日日 m2 

減衰カーブ 

一 0 .已 d 巨 / oct 

-1 . 日服 / oct 

-1 .已 dB/oct 

-2.0 服 / oct 

-2 .已 dB/oct 

—3 . 日服 / oct 



• ここでの補正は 82 ペー ジの r チャンネルごとの周波数特性の補正に日の調整)」 の補正値には影響しませ 
Aj 。 





1[X力ースを選んでミ夫定する。 

聴感上の高域補正になります。 

2和/-►ボタンで高域減衰カーブを調整する。 



-日 .5 cl 目/ oct から一 3. Od 目/ oct まで、日.5 d 巨ステップの6段階で調整することびできます。 
• OFF を選択すると X カーブはフラットになり聴感上の高域は補正されません。 

3設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

聴感上の高域補正を終了します。 













































本機の入力の設定を変更する 

本機の入力の名称表示を変更したり、入力選択時のスキップ設定を行うことで、入力を選択しやすくでさます。 


ディスプレイに表おされる入力名を変更する 

ディスプレイに表示される入力名を変更することびでさます。目 D 入力を選択すると、工場出荷時の設定では已〇 
と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の名称 ( BDP - LX 71) 
などに変更すれば、どの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさ 
ます。 



1[入力端テの設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は 89 ページ の r システム設定で本機のさまざまな設定を 行う 」 の手順1〜3を行ってくださ 
い。 

2名前を変更したいフアンクシヨンを選ぶ。 



3 [入力名]で[名称変更]を選んで決定する。 

工場出荷時に戻したいとさは初期値を選んでミ夫定します。 

4 t /4^ ボタンで入力する文字を選んで、和/-►ボタンでカーソルを動かします。 

入力でさるのは最大1日文字までです。 

己ミ夫定ボタンを巧して入カフアンクシヨン名をミ夫定する。 

6設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

入力端子の 設定を終了します。 
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システム設定およびその他の設定を巧う 


入カスキップを設定する 

本体の INPUT SE に CTOR ダイヤルや U モコンの入力切換ボタンを操作したときに、接続に使用していない入 
力をスキップすることびでさます。 

• スキップ設定を行ってを、 U モコンのマルチコント□ールボタンを押した場合は、その入力に切り換わりま 
す。 



1[入力端子の設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は 89ペー ン の r システム設定で本機のさまざまな設定を行う _1の手順1〜3を行ってくださ 
い。 

2入力をスキップしたいフアンクシヨンを選ぶ。 







3 [入カスキッスで [ ON ] を選ぶ。 

スキップさせない場合は、 OFF を選びます。 

4設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

入力端子の 設定を終了します。 






























ネットワークの設定を行う 

本機をネットワークに接続してインターネットラジオを聴いたり、パソコンなどに保をされている音楽フアイ 
ルを再生したりするための設定を行います。通常は、 DHCP 機能を日 N (工場出荷時の設定）にしておけば、 
ネットワークの設定を行う必要はありません。 DHCP サーバー機能びないネットワークに接続しているとさの 
み下のネットワークの設定を行います。設定の際はプ□バイダー、またはネットワーク管理者からの設定値 
を確認してから設定してください。ネットワーク上の機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

1リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してか！5ホームメニューボタンを巧ず。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

►と 決定 ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

2 [システム設定]を選んで決定する。 

3 [ネットワーク設定]を選んでミ夫定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• IP アドレス、プ□キシ； 本機の IP アドレス、プ□キシを設定します ( 94 ページ ) 

• ネットワークスタンバイ； 本機びスタンバイ状態でを 「 AV ナビゲーター」や nCont 「 olAV 2 日] 2」から 
本機の電源をオンにできるようにします ( 94 ぺ ージ ) 

• フレンドリーネーム: パソコンなどのネットワークに接続された機器で表示される本機の名前を変更でさま 
す ( 9 已ぺ一こ： ) 

• ペアレンタル□ック： ネットワーク機能の使用を制限します ( 95 ぺー ジ) 


IP アドレス、プ□キシの設定 


IP アドレス 


入力する IP アドレスは下記の範囲で設定してください。下記外の IP アドレスではインターネットラジオを再 
生することびでさません。 

CLASS A : 10.0 .0.1 〜10.255 .255.2 已4 
CLASS 巨：] 72.1 6.0.1 -172.31 .255.254 
CLASS C : 192.168 .0.1 〜 192.168.255.254 

ヴブネットマスク 

xDSL モデムやターミナルアダプターを直接本機に接続している場合は、プ□バイダーから書面などで通知さ 
れたサブネットマスクを入力します。通常は255.255.255.日び入ります。 


デフォルトゲートウェイ 

ゲートウェイ（ルーター）に接続している場合は、その IP アドレスを入力します。 

プライマリー DNS ヴーバー/セカンタリー DNS ヴーバー 

プ□バイダーから書面などで通知された DNS アドレスび]つの場合は、 プライマリー DNS サーバーに 入力し 
てください。2つ似上の場合は、をう]つを セカンダリー DNS サーバーに 入力してください。 

プ□キシヴーバー名/プ□キシポート番号 

インターネットにプ□キシサーバーを経由して接続する 際に 設定します。 プ□キシサーバー名には プ□キシ 
サーバーのアドレスまたはドメイン名を入力してください。 プ□キシポート番号には プ□キシサーバーのポー 
卜番号を入力してください。 


システム設定およびその他の設定を巧う I 



1 [ IP アドレス、プ□キシ]を選んで決定する。 
2 DHCP 機能の ON / OFF を選んで決定する。 




4d1.IP アドレス、プ□キシ 

AV アンプ 


IP アドレス 
サブネットマスク 
デフオルトゲートウエイ 
プライマリ ーDNS サーバ ー 
セカンダリー DNS サーパー 
プ□キシサーバーの使用 
プ□キシサーバーを 
プ□キシポート番号 


困お了 


000.000.000.000 
000.000.000.000 
000.000.000.000 
000.000.000.000 
000.000.000.000 


戻る因 




ON を選んだ場合は、ネットワークを自動で設定しますので手順3の設定は必要ありません。手順4へお進みく 
ださい。 

DHCP を ON に設定したとさに IP アドレスを DHCP サーバーから取得でさなかった場合は、本機の自動 IP 機能 
を使用して IP アドレスを取得します。 

• 本機の自動 IP 機能により設定される IP アドレスは1目 9.2 已 4. X . X です。自動 IP 機能により設定された IP アド 
レスでは、インターネットラジオを聴くことはでさません。 


3 IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、プライマリー DNS サーバーおよび 
セカンタリー DNS ヴーバーを入力する。 

t / l ^ ボタンで入力する数字を選んで、和/-►ボタンでカーソルを動かします。 


4プ□キシサーバーの使用の ON / OFF を選んで決定する。 

ON を選んだ場合は、手順5へお進みください。 OFF を選んだ場合は、手順6へお進みください。 

己プ□キシサーパ’一名とプ□キシポート番号を入力する。 

t / l ^ ボタンで入力する文字を選んで、和/-►ボタンでカーソルを動かします。 


6 [ OK ] を選んで決定する。 

IP アドレス、プ□キシの設定を終了します。 


ネットワークスタンパイ機能を使用する 

本機と同一の LAN に接続した PC で本機を操作できる AV ナビゲーター機能やに ont 「 olAV 20 12機能を、本機 
びスタンバイの状態でを使用でさるよラに設定します。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か5[ネットワークスタンバイ]を選んで決定する。 































2 ネットワークスタンバイの設定を選択する。 

• ON :本機びスタンバイの状態でも AV ナビゲーターやに ontrolAV 2012機能び使用できます。 

• OFF :本機びスタンバイの状態では AV ナビゲーターやに ont 「 olAV 20 12機能び使用できません。（スタン 
バイ時の消費電力を抑えることびでさます） 

3設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

ネットワークスタンバイの設定を終了します。 


ネットワーク機器か S 見た本機の名前を変更する 

本機と同一の LAN に接続した PC などから見た本機の名前を変更します。 



1[ネットワーク設茵の設定項目か引フレンドリーネーム]を選んでミ夫定する。 

2 [名前の編集]を選んでか5[名称変更]を選んで決定する。 

名前を変更したあと、工場出荷時の状態に戻したいとさはここで初期値を選びます。 

3お好みの名前を入力する。 

t / l ^ ボタンで入力する文字を選んで、和/-►ボタンでカーソルを動かします。 

4設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

フレンド IJ ーネームの設定を終了します。 


ネットワーク機能の使用制限を巧ラ 

インターネットサービスの使用制限の設定をします。使用制限に伴い暗証番号の設定を行います。 

• 工場出荷時の暗証番号は「日日日日」に設定されています。 

® 重要 

INTERNET RADIO または FAVORITES 入力び選択されているときにはここでの設定を反映させることびで 
をません。 



1[ネットワーク設茵の設定項目か引ペアレンタル□ック]を選んで決定する。 
2暗証番号を入力する。 

t / l ^ ボタンで入力する文字を選んで、和/ーボタンでカーソルを動かします。 

3ペアレンタル□ックの ON / OFF を選んでミ夫定する。 

• OFF :インターネットサービスの使用制限をしません。 

• ON :インターネットサービスの使用を制限します。 


システム設定およびその他の設定を巧う 


4暗証番号を変更したいときは、暗証番号変更を選んで決定します。 

この場合は手順2へ戻ります。 

己設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

ペアレンタル□ックの設定を終了します。 



ネットワークの情報を確認する 

ネットワークに関する項目の設定状態を表示します。 

• IP アドレス： 本機の IP アドレスを確認します。 

• MAC アドレス： 本機の MAC アドレスを確認します。 

• フレンドリーネーム：本 機のフレンド U - ネームを確認します ( 9 已 ページ ）。 






1リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してか！5ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/-►と決定ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。戻るボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 


2 [ネットワーク情報]を選んで決定する。 

ネットワークに関する情報び表示されます。 

3確認が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

ネットワークの情報確認を終了します。 
































その他の設定をする〜その他の設定〜 

その他の設定では、 本機の操作や設定に関するさまざまな項目を設定でさます。 

1リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してか S ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/一と決定ボタンを使ってカーソル移動と設定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。戻るボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 


2 [システム設定]を選んで決定する。 


3 [その他の設定]を選んで決定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• 自動電源オフ： 本機び使用されていないとさに自動で電源を切る設定 ( 96 ページ ) 
• 音量設定： 本機の音量についての設定 ( 96 ページ ) 

• リモコンモード設定： 本機側の U モコンモードの設定 ( 97 ぺー ジ ) 

• ソフトウエアの更新： 本機のソフトウエアの更新やパ'-ジョンの確認 （97 ぺ ージ) 


自動電源オフの設定を巧う 

本機に音声または映像信号び入力されていない状態で、何を操作びない状態び続いたとさ、自動で電源び切れる 
ように設定でさます 。 ZONE 2を使用しているとさは 、 ZONE 2の電源を切れるように設定でさます 。 ZONE 
2の場合は信号を入力していたり、操作びされていてをここで設定した時間び経過すると自動で電源び切れま 
す。 

メインゾーンと ZONE 2でそれぞれ別々の時間を設定することびでさます。 



1[自動電源オスを選んで決定する。 

ここから読む場合は 96 ページの 「 その他の設定をする〜その他の設定〜 _1 をご覧ください。 

自動電源オフの設定になります。 

2設定したいゾーンを選んでか！5何分後（何時間後）に電源を切るかの設定を行う。 

• MAIN : 1已分，30分，60分 および OFF から選べます。選んだ時間、無信号かつ無操作状態び続くと電源び 
切れます。 

• ZONE 2 : 30分，1時間，3時間，6時間，9時間 および OFF から選べます。選んだ時間び経過すると電源び 
切れます。 

3設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

自動電源オフの設定を終了します。 

因 メモ 

• 接続された機器によっては、ノイズび大さい等の理由により自動電源オフび動作しない場合びあります。 


システム設定およびその他の設定を巧う 


音量の設定を巧ラ 

音量操作についてのさまざまな設定を行います。 



1[音量設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は 96 ページの 「 その他の設定をする〜その他の設定〜 _1をご覧ください。 
音量の設定になります。 

2 [電源オン時音量]を選択ずる。 





• 前回 音量： 電源オンすると、電源オフする前と同じ音量になります。 

• …；電源オンすると、電源オン時の音量は最小音量になります。 

• - SO.OdB 〜 +12.0 dB :電源オンすると、電源オン時の音量はここで設定した音量になります。日.5服 
ステップで設定でさます。 

電源 オン 時音量は、音量制限 設定より大さい音量に設定する ことは でさません。 

3 [音量制限]の設定を選択する。 

本機から出力される音量の最大値を制限することびでさます。 

• OFF :音量制限しません。 

• -20.0 dB /-10.0 dB /0.0 dB :ここで設定した音量に最大音量び制限されます。 

4 [ミュートレべル]の設定を選択する。 

消音 ボタンを押したとさの音量を設定します。 

• フル：音び出なくなります。 

• 一 40.0 dB /— 20.0 dB :ここで設定したレベルまで音量び下びりますび、音は消えません。 

己設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

音量設定を終了します。 






























■ J モコンモードを設定する 

• 工場出荷時；1 

本機と同じアンプを複数使用する際に IJ モコンの誤動作を防ぐために、本機側の IJ モコンモードを設定します。 



1[リモコンモード設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は 96 ページ の 「 その他の 〜その他の設定〜 _1 をご覧ください。 

U モコンモードの設定になります。 

2リモコンモードの設定を選択する。 



通常は1を選択しますび、他に本機と同型機のアンプを使用する場合は、設定を変更してください。 


3 [0 K ] を選んで決定する。 

4リモコン側のリモコンモードを設定する。 

詳しくは、ジの 「 リ モっ で 複数のパ- -' 製アンプを操イ 1 」をご覧ください。 

己設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

U モコンモードの設定を終了します。 


ソフトウェアの更新を巧う 

本機のソフトウェアの更新とバージョンの確認を行います。更新はインターネット経由と、 US 日メモ IJ 一経由 
の2通りの方法びあります。 

インターネット経由の場合、本機からインターネット上のファイルサーバーへアクセスし、更新ファイルをダ 
ウン□ー ドして更新します。この方法の場合は本機びインターネットに接続していることび前提となります。 
US 巨メモ U —経由の場合、 PC で更新ファイルをダウン□ー ドし、更新ファイルを US 目メモ U —に書さ込み、 
US 日メモ U —を本機のフ□ントパネルの USB 端テに挿入して更新します。この方法の場合は事前に更新ファイ 
ルび書き込まれた US 日メモ IJ - を本機のフ□ントパネル US 巨端テに挿入しておきます。 

• パイオニアのホームページから PC にアップデートファイルをダウン□ー ドする際、 ZIP 形式となりますび、 
ZIP を解凍してから US 日メモ U —に書さ込んでくださし、また、 US 巨メモ U —にちい更新ファイルや他機種 
の更新ファイルびあるとさはそれらを削除してください。 

® 囲 

• 更新中は絶対に電源プラグを抜かないでください。 

• インターネット経由で更新しているとさは、 LAN ケーブルを抜かないでください。また、 US 巨メモ U —経由 
で更新しているとさは、 USB メモ U —を抜かないでください。 


システム設定およびその他の設定を巧う 


• アップデートび途中で中断してしまった場合は、をう一度最初からアップデートをやり直してください。 

• ソフトウェアアップデートを実行すると、本機の設定び初期化されてしまうことびあります。初期化されて 
しまう機種の情報は、パイオニアホームページに掲載しますので、アップデートを行う前にご確認ください。 



1[ソフトウエアの更新]を選んで決定する。 

ここから読む場合は 9目 ページの 「 その他の設定をする〜その他の設定〜 」 をご覧ください。 
ソフトウエアの更新画面になります。 


2更新の方法を選ぶ。 

• インターネットか5更新： インターネット経由で更新可能なソフトウェアびあるかどうか確認します。 

• USB メモリーか5更新： 本機のフ□ントパネル US 目端テに接続された US 目メモ U - に更新可能なソフト 
ウェアびあるかどラか確認します。 

「アクセス中で ず」と表示され更新ファイルを確認しています。しばらくお待ちください。 

3更新ファイルが見つかつたかを画面で確認ずる。 

「新しいファイルび見つかりました。」 と表示されたとさは更新ファイルび確認されたことを意味します。ソフ 
トウェアのバージョンと更新時間び表示されます。 

「最新のバージョンでず。更新の必要はありません。」 と表示されたときは更新ファイルび確認されなかったこ 
とを意味します。 


4更新ずるときは [0 K ] を選びます。 

更新画面となり、更新び実行されます。 

• 更新び完了すると自動で電源び切れます。 

ソフトウエア更新時のメッセージについて 

本機のフ□ントパネルディスプレイに iU 下のメッセージび表示される場合びあります。 


メッセージ 内容 


USB メモ U —を挿し直してみたり、更新ファイルを保ちし直してみて<ださい。それで 
わエラーになるとさは別の US 目メモ U —をご使用ください。 


US 目メモリー内に更新ファイルび見つかりません。更新ファイルは US 目メモリーの 
ルートディレクトリに保存してください。 


UPDATE ERROR 1 〜 UPDATE 
ERROR 7 

本機の電源を切ってから電源を入れ直し、再度ソフトウェアの更新を行ってみてくださ 
い。 

Update via USB 

この表示び点滅したとさは更新に失敗したことを意はします。 USB 経由での更新を行っ 
て<ださい。 USB メモ U —に更新ファイルを書さ込んで USB 端テに挿入します。更新 
ファイルび見つかると自動でソフトウェア更新を開始します。 

UEl 1 


UE 22 

更新に失敗しました。わう一度同じ手順でソフトウェアの更新を実行してください。 

UE 33 







































GUI 画面の表示言語を変更する〜 OSD 言語設定〜 

GUI 画面の表示言語を変更することびでさます。 

工場出荷時は曰本語に設定されています。変更でさる言語は英語と曰本語のいずれかです。 

• 日 SD 画面は本機の HDMI OUT 端テとテレビの HDMI 入力端テを HDMI ケーブルで接続しているとさのみ表 
示されます。 HDMI ケーブルじ(外でテレビと接続しているとさは、フ□ントパネルディスプレイを見なびら 
各種操作や設定を行ってください。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入れてか5テレビの電源も入れる。 

2 リモコンの IAV アンプ I ボタンを巧してか!5ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/一と 決定 ボタンを使って カーソル 移動と設定値の変更 および 選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 


3 [システム設定]を選んで決定する。 

4 [ OSD 言語設定]を選んで決定する。 
己変更したい言語を選ぶ。 



6 [0 K ] を選んで決定する。 

GUI 画面の表示言語び変更されて、 システム設定 画面に戻ります。 
ホームメニューを終了するとさは、 ホームメニュー ボタンを押します。 
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システム設定およびその他の設定を巧う 
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故障かな？と思った S 

故障かな？と思ったら似下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われびちです。また、本機似外の原 
因ち考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器を、あわせてお調べください。 

似下の項目を調べてを直らない場合は、修理をご依頼ください。 

因 メモ 

該当する項目の対応を試してを解ミ夫しないとさや、画面表示び動かなくなったり、 U モコンやフ□ントパネル 
のボタンびまったく操作でさない場合は、似下の操作を行ってみてください。 

• フ□ントパネルの6 STANDBY / ON ボタンを押して電源を切って、をう一度電源を入れる。 

• をしを電源び切れない場合は、6 STANDBY / ON ボタンを]日砂し U 上押し続けてくださし、電源び切れます。 
この場合、本機の各種設定び消えることびあります（電源び通常どおり切れていたとさの各種設定び消える 
ことはありません）。 

• 本機種に関する最新の情報は弊社ホームページの「お客様サポート」でご確認頂くことびでさます。 URL は 
下のとおりです。 

http://pioneer.jp/support/faq/ 


電源について 

猫犬 

原因 

対応 

参照 

電源び入らない 

電源プラグびコンセントに正しく接続 
されていない。 

電源プラグを一度コンセントから外 
し、正し<接続し直す。 


電源び切れない （ZONE ON 表示 
される） 

マルチゾーンびオンになっている。 

フ□ントパネルの MULTI-ZONE ON / 
OFF ボタンを押して電源を切る。 

雄 

操作ボタンを押してち動作しない 

空気び乾燥して静電気などの影響を受 
けている。 

電源プラグを一度コンセントから外し 
て、ふたたび差し込む。 

— 

電源び突然切れて 

スピーカーの実動作上の最低インピー 

ボ IJ ュームを下げて巧生する。 

— 

iPod iPhone iPad インジケー 

夕一び点滅する 

ダンスび非萬に低いため、保護回路び 
働いた。または、低周波の過大な入力 
び持続した。 

チャンネルごとの周波数特性の補正で 
低域 (63 Hz または] 2己 Hz ) のレベル 
を下げる。 

巡 



DIGITAL SAFETY 機能を]または2に 
すると、さらに数 d 目音量び上げられる 
場合びあります。スタンバイモード時 
に、本体の ENTER ボタンを押しなびら 
む STANDBY/ON ボタンを押し、 t / 
で 「 D.SAFETY ◄ OFF ►」を選び、 
和/-►で1、2、 OFF を切り換えます。 

(1 または2を選ぶと一部の機能び使用 
でさな<なることびあります） 



スピーカーコードのお線びスピーカー 
端テからはみ出して、リアパネルに接 
触しているか、+/—び接触し、保護回 
路び働いている。 

スピーカーコードのお線をわう一度 
しっかりねじり直し、アンプまたはス 
ピーカー側のスピーカー端テからはみ 
出ないよっ1し接続する。 

21 


上記攻外の場合、本機のアンプ回路の 
故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼 
してください。この症状のあとに電源 
の ON / OFF を繰り返すのはおやめくだ 
さい。 

117 


困つたとをは I 


症げ 

原因 

対応 

参照 

AMP ERR と表示されて電源び切 

れる。 ADVANCED MCACC イ 

ンジケーターび点滅して、電源び 
入らない 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、電源コード 
を抜いて修理を依頼して<ださい。こ 
の症状のあとに電源の ON / OFF を繰り 
返すのはおやめ<ださい。 

117 

電源び突然切れ、 FL OFF インジ 
ケーターび点滅する 

本機の電源系回路び故障している可能 
性びあります。 

電源を再度入れたとさに、同じ症状び 
でた場合は、すみやかに使用を停止し、 
電源コードを抜いて修理を依頼して< 
ださい。 

117 

AMP OVERHEAT と表示されて 
電源び切れ、 FL OFF インジケー 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置場所を変え 
てみる。 

9 

ターび点滅する 


1分待ってから電源を入れてみる。 

— 


音について 

症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてわ、音び出な 

入力端テの接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 

17 

い 

子ジタ )レ入力の設定び正し < ない。 

設定を修正する。 

互 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

音芦切換 ボタンで正しい入力信号を選 
択する。 

堅 


消音（ミュート）状態(音量インジケー 
ターび点滅)になっている。 

U モコンで消音（ミュート）を解除す 
る。 

42 


へッドホンび接続されている。 

へッドホンを抜く。 

42 


スピーカー出力び OFF になっている。 

U モコンの スピーカー切換 ボタン（ま 
たは本体の SPEAKERS ボタン）を押 
して、 OFF 政外にする。 

喧 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

42 


オーディオ調整の HDMI 音声出力の設 
定で THROUGH を選択している。 

HDMI 音声出力の設定で AMP を選択す 
る。 

巡 


オーディオ調整の Fixed PCM び ON に 

なっている。 

PCM 攻外の音声入力を再生でさなく 
なります。 PCM 音声政外を入力してい 
るときは OFF を選ぶ。 

巡 

フ□ントスピーカーじ(がの音び出 
ない 

スピーカー設定びフ□ント ch じ(がすべ 
て N0 になっている。 

スピーカーの設定を修正する。 

巡 


U スニングモードび STEREO または 
フ□ントサラウンド•アドバンスモー 
ド、 SOUND RETRIEVER A 旧になっ 
ている。 

サラウンド再生用の U スニングモード 
を選択する。 

49 







































症状 


原因 


对応 


参照 


ノーマル ( SB / FH ) または 巡 

ノーマル ( SB / FW ) を選択する。 

Speaker B のときはリモコンの 
スピーカー切換 ボタン（または本体の 
SPEAKERS ボタン)で SP : A ON を選 
ぶとサラウンドバックスピーカーから 
音び出ます。_ 

スピーカー設定でサラウンドまたはヴサラウンドバック ch の設定を修正す 90 

ラウンドバックかの設定び N 0(無し）る。 

になつている。 

接続び正しくない（サラウンドバック接続を再確認する（サラウンドバック 22 
ch を]本のスピーカーで接続していて ch を]本のスピーカーで接続している 
R ch 側に接続している）。 とさは L ch 側に接続する）。 

スピーカーシステムび SP : SB/FH ON , SP : SB/FW ON ま を Z 

ノーマル ( SB / FH ) または たは SP : SB ON のいずれかを選択し 

ノーマル ( SB / FW ) のときに、リモコンてください。 

の スピーカー切換 ボタン（または本体 
の SPEAKERS ボタン）で SP : FH ON 
または SP : FW ON を選択するとサラ 
ウンドバックスピーカーからは音び出 
ません。 


サラウンドバックスピーカーからスピーカーシステムの設定び 

音び出ない Front Bi - Amp、Speaker B または 

ZONE 2 になつている。 


フ□ント八イトまたはフ□ントワスピーカーシステムの設定び ノーマル ( SB / FH ) または m 

イドスピーカーから音び出ない Front Bi - Amp、Speaker B または ノーマル ( SB / FW ) を選択する。 

ZONE 2になっている。 

スピーカー設定でフ□ント八イトまたフ□ント八イトまたはフ□ントワイド 90 
はフ□ントワイド ch の設定び N 0(無 ch の設定を修正する。 

し)になっている。 

スピーカー設定でサラウンド ch の設定サラウンド ch の設定を修正する。 90 

び N 0(無し)になっている。 

スピーカーシステムび SP : SB/FH ON , SP : SB/FW ON , を Z 

ノーマル ( SB / FH ) または SP : FH ON または SP : FW ON のいず 

ノーマル ( SB / FW ) のときに、リモコンれかを選択してください。 

の スピーカー切換 ボタン（または本体 
の SPEAKERS ボタン）で SP : SB ON 
を選択するとフ□ント八イトまたはフ 
□ントワイドスピーカーからは音び出 
ません。 


特定のスピーカーから音び出ないスピーカー設定び N 0(無し)になって スピーカーの設定を修正する。 90 

しぶ。 

スピーカーの接続びがれている。 スピーカーの接続を確認する。 22 

再生ソフトのサウンドトラックび意図 U スニングモードによっては効果音の 一 
的にそのよラに録音されている。 み出力される場合びあります。 

スピーカーの出カレベル設定び小さ スピーカーの出カレベル設定を上げ 昼£ 

し、 る。 


困つたとをは 


1倒犬 

原因 

対応 

参照1 

デジタル機器の音び出ない 

デジタ J レ接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認する。 

17 


デジタ J レ入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

互 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

接続されているデジタル機器に応じ 
て、 音芦切換 ボタンで D に ITAL を選択 
する。 

堅 


デジタル出カレベル調整機能び付いて 
いる CD プレーヤーなどのデジタル出 
カレべル設定び低すざる。 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切 
に修正する 。 （DTS CD の場合は0.0 
d 目に設定してください。） 



再生ソフトのデジタルフォーマットに 
対応していないプレーヤーである（ま 
たは出力しない設定になっている）。 

対応フォーマットの音声トラックを選 
択する（または出力させる設定にす 
る)。 


表示部にマ j レチチヤンネ j レ信号の 
プ□グラムフオーマツトインジ 
ケーターび点打しているび、音び 
出ていないスピーカーびある 

再生しているソースのプ□グラム 
フォーマットにはそのチヤンネルの情 
報び記録されているび、そのチヤンネ 
ルに音声び収録されていない。 

故障ではありません。収録内容をご確 
認ください。 


PCM 政外の信号の音び出ない 

オーディオ調整の Fixed PCM び ON に 

なっている。 

PCM 攻外の音声入力を再生でさなく 
なります。 PCM 音声政外を入力してい 
るときは OFF を選ぶ。 

壁 

無入力でわノイズび聞こえる 

電源そのちのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足 
配線になっていないか確認する。 

— 

スピーカーの設定をフ□ントの 
み LARGE としていて7ルチかの 
DVD オーディオを再生したび、マ 
ルチ ch 音声びダウン三ツクスさ 
れない 

ダウン三ックス禁止のソフトを再生し 
ている。 

故障ではありません。 


DTS CD のサーチ中にノイズび 
出る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情 
報を読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアン 
プの音量を下げ、スピーカーから出る 
音を抑えて < ださい。 


DTS の LD を再生するとノイズび 
出る 

音声入力信号の切り換えで AN AL 0 G 
び選択されている。 

機器を正しくデジタル接続し、 

音芦切換 ボタンで DIGITAL を選択す 

る。 

堅 

最大音量び+12 d 目まで上びらな 
い 

音量制限び設定されている。 

音量制限の設定をオフにする。 


DTS-HD や Dolby TrueHD の音 
声を再生でさない 

アナ□グやデジタル（光-同軸）の音 
声ケーブルによる接続ではプレーヤー 
から信号び伝送されません。 

プレーヤーと HDMI による接続を行っ 
て < ださい。 

26 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

音声入力信号の切り換えで HDMI を選 
択する。 



プレーヤーの音声出力設定び、 PCM に 
変換する設定になっている。 

プレーヤーの音声出力設定を変更す 
る。 

— 

視聴中に本体からカチカチと音び 
する 

U スニングモードによっては入力音声 
の変化に応じてフ□ント八イト（また 
はフ□ントワイド）とヴラウンドバッ 
クのスピーカーを自動的に切り換える 
ことびあります。このとさスピーカー 
の切換動作音び発生します。 

気になるとさはリモコンの 
スピーカー切換 ボタン（または本 
体の SPEAKERS ボタン）を押して 

SP : SB ON 、 SP : FH ON または SP : 

FWON のいずれかを選択してくださ 
い。 











































症状 


原因 


対応 


参照 


U スニングモードや HOME 本機の 操作モー ドび基本になってい すべての機能を制限無くお使いになり 3を 

MENU の項目などで選択できな る。 たいときは エキスパー トを選びます。 

いちのびある 


ボ U ユームレべルび自動的に下 本機内部の温度び許容値を超えた。 通風びよくなるよラに設置場所を変え 9 

びってしまラ てみる。 


サブウーファーのち続/巧生について 


症状 


原因 


対応 


参照 


サブウーファーから音び出ない サブウーファーあり/なしの設定び スピーカー設定を確認して、サブウー 弓旦 

N0 撫し)に設定されている。 ファーの設定を YES (あり）または 

PLUS にする。 


再生しているソース(シーン)や音楽に故障ではありません。収録内容をご確 一 
超低域成分 （ LFE チャンネル）び含ま認ください。 

れていない。 

接続びがれている(または、間違っていサブウーファーの接続を確認して、が 21 
る)。 れているまたは間違っているとさは接 

続し直す。 

サブウーファー側の電源び OFF になっサブウーファーの電源を確認する。 一 

ている。 

サブウーファー側の自動スタンバイ機サブウーファーの機能を確認する（詳一 
能び働いている。 し < はサブウーファーの取扱説明書を 

_ご覽ください。）_ 

サブウーファーからの音びルさい低域成分びない、またはかないソース再生しているソースの低域成分びかな 90 
やディスク （ CD など）を再生している。<、サブウーファーの音量び不足し 

ている場合は、スピーカー設定でサブ 
ウーファーの設定を PLUS にする。 

サブウーファー出カレベルの設定値びスピーカー出カレベルの設定を確認し を£ 
ルさい。 て、適切なレベルに調整する。 

ク□スオーバー周波数の設定び低い。 X .0 VER の設定を確認して、適切なレ 90 

ベルに調整する。 

サブウーファー側のボリューム設定びサブウーファーのボリュームレベルを 一 
小さい。 上げる。 


困つたとをは I 


映像について 


症が 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてわ、映像び出 

TV モニター側の入力切り換え設定び 

TV モニターの取扱説明書をお読みに 

— 

ない。または違ラ入力の映像び出 

正しくない。 

なり、正しい入力に切り換えてくださ 


る 


い。 



ソース機器と HDMI 端テで接続してい 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端テ 

26 


るび、 TV モニターを HDMI 端テで接続 

を使って本機と接続する。 



していない。 




ソース機器と TV モニターを接続して 

V.C0NV の設定を ON にする。 

哩 


いるコードの種類び違っていて、ビデ 




才調整機能の V.C0NV の設定び OFF 




になっている。 




映像によっては著作権の関係で映像び 

解像度の設定を変更するか、 V.C0NV 

R 5 


出力されない場合びあります。 

の設定を OFF にしてください。 



TV モニター側で非対応の映像信号を 

解像度の設定を変更するか、 V.C0NV 

R 5 


出力している。 

の設定を OFF にしてください。 


コンポーネント端テに接続した 

入力端子の 設定の Component In の設 

入力端子の 設定を正しく行ラ。 

互 

ソース機器の映像び出ない 

定び正し < ない。 



コンバート後の出力映像び出な 

コピープ□テクト信号び極端に大さ 

コンバート回路または TV モニターの 

— 

し、または乱れる 

し、または画質劣化の激しいビデオ 

仕様です。コンポジット端テの出力映 



テープを再生している。 

像でお楽しみ < ださい。 



操作について 

症状 

原因 

対応 

参照 

音芦切換 ボタンを押しても入力び 

接続またはデジタル入力の設定び正し 

機器の接続を再確認し、デジタル入力 


DIGITAL にならない 

<ない。 

の設定を正し < 修正する。 


己. Ich ソースを再生しているの 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定 

— 

に、已 . Ich 再生されない 

び OFF になっている。 

を ON にする。 



DVD プレーヤーのドルビーデジタル 

DVD プレーヤーのドルビーデジタル 

— 


または DTS 出力設定び OFF になって 

または DTS 出力設定を ON にする。 



いる。 



U モコン操作びでさない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

9 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 m 政内、左ち30°似内で操作する。 

1〇 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除<か、操作する場所を 

10 



移動する。 



堂光灯などの強い光び U モコン信号受 

1」モコン信号受光部に光び直接当たら 

10 


光部に当たっている。 

ないよラにする。 



U モコンと本機のリモコンモードの設 

U モコンと本機の U モコンコードの設 

Z 2, 9 Z 


定び異なっている。 

定を一致させて<ださい。 



(£9 













































症状 原因 対応 参照 


他機器を U モコンで操作でさないプ U セットコードの設定び間違っていわう一度プ I 」セットコードを呼び出し Z 3 
る。 て<ださい。同じメーカーで別のプリ 

セットコードびあるとさはそれぞれの 
プ IJ セットコードを呼び出してみて< 
ださい。 

電池切れの期間にメモ U —び消去されわラー度設定を行ラ。 Z 3 

た。 


他機器を正しく操作でさない U モプ U セットコードは、すべての他機器学習機能で必要なコマンドを登録して Z 3 
コンのボタンびある の動作を保証するわのではありませ ご使用 < ださい。 

ん/。 

他機器の U モコンのコマンドを正しく 学習機能で登録したコマンドび正しく Z 3 
学習でさていない。 動作しないとさは、学習させる際の U 

モコン間の距離を変えるなど再度試し 
てみて<ださい。それでち動作しない 
とさは、本機の U モコンでは登録でさ 
ない特殊なフォーマットである可能性 
びあります。 

旧接続をしているのに相手機器び接続でコント□ール端テの IN / OUT を正しく接続し直す。 33 

リモコンで動作しない 間違えている。 

本体の設定び消えてしまった 設定中または設定後すベてのゾーンを設定中は電源コードを抜かないでくだ 一 

OFF にしないまま電源コードを抜い さい。（設定はメインゾーンとヴブゾー 

た。 ンびすべて OFF になるときに記憶され 

ます。電源コードを抜く前にすベての 
ゾーンを OFF にして < ださい。） 

本体の INPUT SELECTOR ダイ入カスキップの設定びオンになってい入カスキップの設定をオフにする。 93 

ヤルやリモコンの 入力切換 ボタンる。_ 

で'' 切 C 換え bfl ない入力 HDMI IN 1 から IN 己 端テび他の入力 HDMI の入力端テの割り当てをやめ 昼£ 

に割り当てられている。 る。 

音量をみまった値 （-20 dB /-10 音量制限び設定されている。 音量制限の設定をオフにする。 96 

dB /0 d 目）より上げることびでき 
ない 

OSD 画面び表示されない。 本機とテレビを HDMI ケーブルで接続本機とテレビを HDMI ケーブルで接続 一 

していない。 しないと OSD 画面び表示されません。 

テレビび HDMI に対応していないとき 
は本機のフ□ントパネルの表示を見な 

_びら操作設定を行ってください。_ 

U スニングモードや HOME 本機の 操作モー ドび基本になってい すべての機能を制限無くお使いになり 3を 

MENU の項目などで選択でさなる。 たいときは エキスパー トを選びます。 

いちのびおる 


困つたとをは I 


インジケーター/表巧について 

症が 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタルのソフトを再生して 

デジタル接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認する。 

17 

わ、対応するインジケーターび点 
なしない 

デジタ j レ入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

互 

音声入力信号の選択び正し < ない。 

音芦切換 ボタンで正しい入力信号を選 

堅 



択する。 



プレーヤーび停止か一時停止になって 

再生を開始する。 

— 


いる。 




プレーヤーの音声出力設定び間違って 

プレーヤーの音声出力設定ををフォー 

— 


いる。 

マットに対応するよう修正する。 



再生しているトラックび PCM などに 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮 

— 


なっている。 

デジタルの音声を選択する。 


圧縮デジタルのソフトを再生して 

収録フォーマットわち.] ch (または 

故障ではありません。再生しているソ 

— 

ち)すべてのプ〇グラムフォーマツ 

「6.1 ch 再生検出信号」対応）ではない。 

フトのパッケージをご確認<ださい。 


トインジケーターび点灯しない 




圧縮デジタルのソフトを再生して 

デジタル信号び入力されていない。 

音芦切換 ボタンで AUTO または 

堅 

も、 □□ DIGrrAL または DTS など 


D に ITAL を選ぶ。 


の表 tkI しなりない 

ドルビーサラウンドエンコードされた 

故障ではありません。再生しているソ 

— 


ソフトである。 

フトのパッケージをご確認<ださい。 


Surround EX (または DTS - ES ) 

スピーカー設定で、 サラウンドバック 

サラウンドバック ch の設定を、接続し 

巡 

ソフトを再生中、 SL、SR のイン 

チヤンみレび N 0 (無し)に設定されて 

たスピーカーに合わせて変更する。 


ジケーターは点灯するび 、 EX (ま 

いる。 



たは ES ) デコードしない 

U スニングモードび正しくない。 

1」スニングモードをサラウンドにして 

49 



再生する。 


DVD オーディオを再生している 

HDMI 接続をしている入力で 、 DVD 

故障ではありません。 

— 

のにディスプレイには PCM と表 

オーディオを再生すると PCM と表示 



示される 

されます。 




HDMI 接続/再生について 

症状 

原因 

対応 

参照 

映像と音声の両方び出ない 

本機は HDCP に対応しています。ご使 

HDCP 非対応のときはコンポーネント 

26 


用の機器び H DC P 対応かどうかをご確 

ビデオまたはコンポジットビデオコー 



認ください。 

ドで接続してください。 



ソース機器の仕様によっては、 AV アン 

ソース機器の仕様を確認し、非対応の 

26 


プを通しての HDMI 接続びでさない場 

ときはソース機器と本機をコンポーネ 



合びあります。 

ントビデオまたはコンポジットビデオ 




コードで接続してください。 







(£9 








































症状 原因 対応 参照 


映像び出ない ソース機器によっては、設定した解像解像度の設定を変更してみてくださ をを 

度で映像び出力されない場合びありまし、 

す。 


映像信号は Deep Col □「だびテレビ(モ Deep Col □「に対応したテレビ(モニ 26 

二夕一 ) び Deep Col □「に対応していな夕一 ) で再生する。 

い。 

映像信号は Deep Col □「だび HDMI 八イスピード HDMI ®/™ ケーブルを £6 

ケーブルび Deep Col □「に対応してい使ってください。 

ない。 

音声び出ない、またはとざれる オーディオ調整機能の HDMI 音声出力 AMP に設定してください。 を3 

の設定び THROUGH になっている。 

DVI 機器と接続しているときは、音声別途音声の接続を行ってください。 26 

び出ません。 


アナ□グ映像を HDMI 出力していると別途音声の接続を行ってください。 26 
きは音声接続び必要です。_ 

ソース機器の設定び正しくない。 ソース機器を正しく設定してくださ 一 

い。 

オーディオ調整機能の HDMI 音声出カアナ□グまたはデジタル音声接続を 一 

の設定び THROUGH で、マルチチヤン行ってください。 

ネル音声を入力している場合、すべて 
のチヤンネルの音声は HDMI 出力され 
ません。 


映像び乱れる 


ビデオデッキなど映像信号に乱れびあ 
るとさ（早送りなど）は映像の品位に 
よつて映像び歪んだり乱れたり映らな 
<なることびあります。また、モニター 
側の性能によつては同様の症状び出る 
ことち)あります。 


ビデオ調整機能のビデオコンバーター をを 
の設定を OFF にして入力と同じビデオ 
フォーマット（コンポーネントビデオ 
またはコンポジットビデオコード）で 
接続、再生して<ださい。 


HDCP ERROR と表示される HDCP に対応していない機器び接続さコンポーネントビデオまたはビデオ ー 

れている。 コードで接続してください。 HDCP に 

対応した機器でわ表示されることびあ 
りますび、映像びとぎれな<出力され 
ているとさは不具合ではありません。 

入力端子の設定で HDMI Input の HDMI 設定のコント□-ル機能び ON HDMI 設定のコント□-ル機能を OFF を弓 

入力切り換え設定びでさない になっている。 にしてください。 


HDMI による コン ト □ー ル機能で コン ト □ー ル設定び ONiU がになって コン ト □ー ル設定で ON を選択する。 を弓 

シアターモー ドび動作しない いる。 


本機の電源をテレビよりも先に ON しテレビの電源を ON にしてから本機の を旦 
た。 電源を ON にする。 


テレビ側の HDMI によるコント□-ルテレビ側の HDMI によるコント□ール — 
機能び OFF になっている。 機能を ON にする。 


困つたとをは I 


AV ナビ ゲー ターについて 

猫犬 

原因 

対応 

参照 

AV ナビゲーターをインス 1 -ール 
でさない 

システム IJ ソースび足りないなどの理 
由で、エラーメッセージび表示される 
ことびあります。 

パソコンを再起動し、他のアプ U ケー 
シヨンを起動していない状態でインス 
トールを開始させて<ださい。 

— 


他のソフトウエアとの相性により、 

アップデートびラま<いかないことび 
あります。 

政下の順まで対応を実行してみて < だ 
さい。 

1) パソコンで他のアプ IJ ケーシヨン 
を起動している場合は、他のアプ IJ 
ケーシヨンを終了してから、インス 
トールを行ってください。 

2) それでもうまくいかない場合は、パ 
ソコンを再起動して、他のアプ U ケー 
シヨンを起動していない状態で、イン 
ストールを行ってください。 


AV ナビゲーターび本体とラまく 
連動しない。 

本体の電源び入っていない。 

本体の電源を入れて<ださい。（ネット 
ワーク機能の起動のため、電源を入れ 
たあと]分ほどお待ち<ださい。） 

その後、 AV ナビゲーターの本体の検出 
を押して、本体を検出し直して<ださ 
い。 



本体またはパソコンび LAN に接続され 
ていない。 

本体またはパソコンを LAN ケーブルで 
ネットワークに接続してください。 
その後、 AV ナビゲーターの本体の検出 
を押して、本体を検出し直して<ださ 
い。 

社 


ルーターの電源び入っていない。 

ルーターの電源を入れてください。 
ルーターび完全に立ち上びってから、 
AV ナビゲーターの本体の検出を押し 
て、本体を検出し直して<ださい。 



AV ナビゲーターのネットワーク設定 
び正し < ない。 

お使いのルーターび DHCP または 
UPnP に対応していない場合、本機の 
IP アドレスを AV ナビゲーターに設定 
する必要びあります。本体でまず IP ア 
ドレスを設定し、同じアドレスを AV ナ 
ビゲーターでわ設定してください。 
その後、 AV ナビゲーターの本体の検出 
を押して、本体を検出し直して<ださ 
い。 

M 


パソコンのネットワークの設定やセ 
キュ U テイの設定により、ネットワー 
ク接続び制限されている可能性びあり 
ます。 

パソコンのネットワークの設定やセ 
キュリティの設定を確認して < ださ 
い。 

その後、 AV ナビゲーターの本体の検出 
を押して、本体を検出し直して<ださ 
い。 



取説連動の動作モードを変更すると、 
ブラウヴに設定び伝わらずにうまく連 
動しな<なることびあります。 

ブラウヴの更新ボタンでページを表示 
更新するか、 U ンクから他のページを 
表示させることで設定び伝わります。 







































症状 


原因 


対応 


参照 


接続ナビ,操作ガイド,取説連動， ブラウヴのセキュリティ機能のためで問題ありませんので、ブ□ックされて 一 
用語集 および ソフト 更新を起動すす。 いるコンテンツを許可する操作を行つ 

ると、セキュ1」ティー保護につい てください。 

ての警告びブラウヴにて表示され 

る_ 

操作ガイ ドび正しく表示されない Adobe Flash 円 ayer ] 0びインス Adobe Flash Player 10をダウン ー 
I -ールされていない。またはバージョ □ー ドし、インストールする。または 
ンびちい。 更新する。 

詳しく は http :// www . adobe . com / 
downloads / をご覧ください。 

ソフトウェアの更新（アップデーインターネットサービスプ□バイダーお客様びご契約しているプ□バイダー ー 
卜）びうまく動作しない のネットワークに問題びある場合びあにお問い合わせください。 

ります。 


US 己端子について 


症状 原因 対応 参照 


US 目メモ U —のフォルダーや音フォルダーや音楽ファイル、写真ファフォルダーや音楽ファイル、写真ファ 44 
楽ファイル、写真ファイルび表示イルび FAT 領域政外に保存されてい イルを FAT 領域に保存してください。 

されない る。 


フォルダー内の階層び9階層を超えてフォルダー内の階層を9階層じ(内にし 44 
いる。 て < ださい。 

USB メモ U —に記録された音楽ファ 著作権保護 （ DRM ) びかけられている M 

イルに著作権保護 （ DRM ) びかけられ音楽ファイルは再生でさません。 

てし''る。 

US 目メモ U - を認識できない US 目メモリーび US 目マスストレージ US 目マスストレージクラスに対応し 44 

クラスに対応していない。 た US 目メモリーをお使いください 

( US 目マスストレージクラスに対応し 
た US 目メモリーであっても、本機で再 
生でさないちのちあります）。 

US 目メモ U - のフオーマットび、 US 目メモ U - のフオーマットび 44 

NTFS または HFS である。 FAT 1 目または FAT 32 であるかどラか 

確認してください。 NTFS 、 HFS は本 

_機で再生することびできません。_ 

US 目メモ U —びしっかりと接続され USB メモ U —の接続を確認してから、 

ていない。 本機の電源をオンにしてください。 

USB ノ V ブを使用している。 本機は USB ノ V ブには対応しておりま 44 

せん。 


本機び US 目メモリーを不正と認識し 一度本機の電源をオフにしたのち、ふ M 

ている。 たたびオンにして <ださい。 

本機の電源を切ってから USB メモ M 

リーを抜さ、再度 US 目メモリーを接続 
して電源を入れてみて < ださい。 

iPod / US 目がの入力に変更してか 44 

_ら、再度 iPod / US 目入力に戻す。_ 

US 目メモ U —を接続していて画本機で正常に再生でさるファイル 再生でさるファイルフォーマツトを確 45 

面には表示されるび再生でさないフォーマツトでない。 認して<ださい。 


困つたとをは 


iPod 

症が 

原因 

対応 

参照 

iPod を認識でさない 

本機び iPod を不正と認識している。 

一度本機の電源をオフにしたのち、ふ 
たたびオンにして < ださい。 

43 



本機の電源を切つてから iPod を抜さ、 
再度 iPod を接続して電源を入れてみて 
<ださい。 

43 



iPod / US 目じ(がの入力に変更してか 
ら、再度 iPod / US 目入力に戻す。 

43 


ADAPTER PORT にっし、て 

症状 

原因 

対応 

参照 

Bluetooth 機能搭載機器と接続 
でさない、操作でさない、音び出 
ない、音びとぎれる 

2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器 
(電子レンジ、無線 LAN 機器、他の 
Bluetooth 機能搭載機器など）び近< 
にある。 

これらの機器から本機を離して設置す 
るか、電磁波を発する他の機器の使用 
をおやめ < ださい。 



Bluetooth 機能搭載機器と本機び離 
れすぎていたり、間に障害物びある。 

Bluetooth 機能搭載機器と本機は同 
じ部屋で障害物のない、見通し距離10 
m 政内に設置してください。 



BLUETOOTH アダプターび本機の 

ADAPTER PORT 端テに正しく接続 

されていない。 

目 LUET 00 TH アダプターを正しく接 
続してください。 

巡 


Bluetooth 機能搭載機器び 

Bluetooth 無線通信でさる状態に 
なつていない。 

Bluetooth 機能搭載機器の設定を確 
認してください。 



ペア U ングび正しく行われていなかつ 
たり、本機か后心が口が/?機能搭載機器 
側のどちらかでペア U ングの設定を消 
去した。 

再度ペアリングの操作を行ってくださ 
い。 

46 


接続したい機器びプ□ファイルに対応 
していない。 

A 2 DP および AVRCP に対応した 
Bluetooth 機能搭載機器を使用して 
<ださい。 

46 
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ネットワーク機能について 


症状 原因 対応 


ネットワークに接続でさない LAN ケーブルび抜けている。 LAN ケーブルを正しく接続してくださ 

い。 

ルーターの 電源び入っていない。 ルーターの 電源を入れて<ださい。 

接続している機器にインターネットセインターネットセキュリティーソフト' 

キュリティーソフトウェアなどびインウェアなどびインス I -ールされてい 
ス I -ールされている。 る機器には接続でさないことびありま 

す。 

本機の電源び ON の状態で、電源び OFF 本機の電源を ON にする前にネット 
だったネットワーク上の機器の電源をワーク上の機器の電源を ON にしてお 
ON にした。 いてください。 

Connectin 呂…と表示されたまま接続している機器の電源や接続び切れ接続している機器の電源や接続を確認 
再生び始まらない_ている。_する。_ 

パソコンおよびインターネットラ IP アドレスび正しく設定されていな ルーターの DHCP サーバー機能をオン 
ジオび正しく動作しない し、 にするか、ネットワーク環境に合わせ 

て、本機の IP アドレス、プ□キシ を手 

動で設定して < ださい。 


IP アドレスの自動設定中です。 自動設定には時間びかかります。しば 

らくお待ちください。 

パソコンなどのネットワーク上のパソコンに Windows Media Player パソコンに Windows Media Player 
機器の音楽ファイルび再生できな] ] または] 2びインストールされてい ]] または12をインストールしてくだ 
い ない。 さい。 


Windows Media 円 ayer 11 または 
12 で MPEG-4 AAC や FLAG ファイル 
を再生しようとしている。 


Windows Media 円 ayer 11 または 
12 では MPEG-4 AAC や FLAG ファイ 
ルを再生することはでさません。他の 
サーバーを 使用して<ださい。 


ネットワークに接続している機器び動待機状態やス U —プモードになってい 
作していない。 ないか確認して < ださい。 


必要に応じて再起動してみてくださ 
い。 

ネットワークに接続している機器び 接続している機器の設定を変更してく 

ファイルの共有を許可していない。 ださい。 

ネットワークに接続している機器の 接続している機器に保存されている 

フオルダーび削除または破損してい フォルダーを確認してください。 

る。 


対応しているファイルの形式は接続し詳しくはお使いの機器（サーバー）の 
ている機器（サーバー）によって異なメーカーにお問い合わせください。 
ります。接続している機器（サーバー） 

び対応していない形式のファイルは表 
示されません。 

接続しているネットワーク上の機接続している機器の設定び正しくな クライアントを自動で承認（許可）し 
器にアクセスでさない し、 たとさは、改めて入力する必要びあり 

ます。接続の設定び「許可しない」に 
なっていないか確認して < ださい。 

接続している機器に再生でさるファイ接続している機器に保存されている 
J レびない。 ファイルを確認してください。 


困つたとをは I 


参照 


1 樹犬 

原因 

対応 

参照 1 

音声び自動で停止したり乱れたり 
する 

本機で正萬に再生できるファイルでは 
ない。 

本機で再生でさるファイルフォーマツ 
卜か確認してください。 

— 



フォ j レダーび壊れていないか確認して 
<ださい。 

— 



本機で再生でさる拡張テびついたファ 
イルでち再生でさないことや表示され 
ないことびあります。 



LAN ケーブルび抜けている。 

LAN ケーブルを正しく接続してくださ 
い。 

社 


同ーネットワーク上でインターネット 
通信び行われているなど、ネットワー 
クの通信び混雑している。 

ネツトワーク上の機器と接続するとき 
は] 00 目 ASE-TX をご使用ください。 



同ーネットワーク上に無線 LAN を経由 
する接続びある。 

無線 LAN で使用する 2.4 GHz 帯の帯 
域び不足している可能性びあります。 
無線 LAN を経由しない有線 LAN で接 
続してください。 




2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器（電 
テレンジ、ゲーム機など）を離して設 
置して<ださい。それでち改善されな 
いとさは電磁波を発する他の機器の使 
用をおやめ < ださい。 


Windows Media 円 ayer ]] ま 
たは] 2 に接続でさない 

0S に Windows XP または Windows 

7 を使用しているパソコンで、ドメイン 
に□グオンしている。 

ドメインではなく、□ーカルマシンに 
□グオンして < ださい。 


インターネットラジオび再生でさ 
ない 

ネットワーク機器のファイアウォール 
び働いている。 

ネツトワーク機器のファイアウォール 
の設定を確認して < ださい。 

— 


インターネットの接続び切断されてい 

ネツトワーク機器の設定び正しいこと 
を確認し、必要に応じてネツトワーク 
接続業者にお問い合わせ<ださい。 



ラジオ局の放送び中止、中断されてい 

放送局 U ストで選択でさる放送局でわ 
再生でさないことびあります。 

— 

U モコンのボタンを押してちネッ 
トワーク系の入力の再生操作びで 
さない 

U モコンびネットワーク系の操作モー 
ドになつていない。 

NET ボタンを押して、 U モコンをネツ 
トワーク系の操作モードにして<ださ 
い。 
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MCACC (音場補正）について 


症状 原因 対応 参照 


音場補正のオート設定を何度行つマイクとスピーカーとの間に障害物び障害物を移動させる。 3を 

てちエラーになる ある。 


スピーカーコードの接続び正し<な スピーカーコードの接続を正し<行 22 

い。 つ。 


サラウンドバックスピーカーを]本 22 

だけ接続するとさは、 SURROUND 
BACK L (Sin 邑 le) 端テに接続して 
<ださい。已 . Ich のスピーカーセッ 
卜を接続するときは 、 FRONT L / R 、 
CENTER、SURROUND L / R および 
PRE OUT の SU 目 WOOFER に接続し 
て < ださい。 


逆相と表示される。 スピーカー接続の極性 (+/-) び間正しく接続されているか確認する。 21 

違っている可能性びある。 （正しく接続されていても、スピーカー 

の種類や設置ち法によっては逆相び表 
示されることびあります。その場合は、 

巧へ進むを選んで決定ボタンを押して 
くださし、） 


測定結まのサブウーファーの距離サブウーファー内部□ーパスフィル MCACC では、こういった遅延特性を一 

び実際の距離より長い ターの遅延特性の影響で、再生音に 考慮したラえで距離を特定して、正確 

ディレイびかかっている。 なディレイ時間を設定するよラにして 

います。 

スピーカーの LARGE (大)、 耳に聞こえにくい周波数の騒音びあ エアコンなどモーターを使用した機器 一 

SMALL (ル）設定び誤った設定る。 の電源を切ってみる。_ 

にな® スピーカー 設定で正しい設定にする。 90 

音場補正したび、音びおかしい スピーカー端テの位相び反転している正し<接続し直す。 21 

(+/- び逆に接続されている）。 


Acoustic Cal EQ で自動測定さ調整値の組み合わせによっては補正レ OVER! の表示び消えるまで、さまざま 堅 
れた補正カーブを手動で調整中にベルび許容量を超える。 な帯域のレベルを下げる。 

OVER! びディスプレイに表示さ 
れる 


EQ 補正後の残響特性表示に関する疑巧 


症状 


原因 


対応 


参照 


パソコンまたは GUI 画面上での 
EQffi 正後残響周波数特性表示の 
グラフびフラットにそろわない 


グラフの傾斜は残響特性を示していま補正により、各周波数ごとのグラフび 一 
す。部屋の残響特性そのわのは、 EQ 補 EQ の補正分だけ水平移動します。補正 
正だけでは直すことびでさないため、の効果は、指定した時間軸上にあるポ 
グラフの傾斜角度は補正前後でわ同じントでそろうことび確認でさます。_ 

残響特性（グラフの形状）そのものは、- 
視聴環境を改善しないと変化しませ 
Aj 。 


さまざまな原因によって、 MCACC では、無理な補正をせず、音 一 

ALL CH ADJ で補正を行ってわ周波質的に最良となるよラ自動的に補正を 
数特性のグラフはフラットにならない行います。 

ことびあります。 


困つたとをは I 


症げ 

原因 

対応 

参照 

マニュアル MCACC の EQ の 調整 

で調整した補正量び補正後表示の 
グラフに反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を 
分析フィ J レタで分析したわのを表示し 
ます。一ち、 EQ 補正は専用のフィルタ 
を使用して信号の補正を行っており、 
分析フィルタと EQ 補正専用フィルタ 
の形状の違いびグラフに反映されない 
原因です。 

問題ありません（オート MCACC の場 
合は、このフィルタ形状による違いち 
考慮したラえで補正を行っています）。 


スピーカーシステムの設定で 
SMALL と設定されたスピーカー 
の低域び補正されていない 

SMALL に設定されたスピーカーは、 

EQ による低域の補正は行いませんび、 
残響特性の表示はスピーカーから出る 
音の純粋な特性を示すため、低域補正 
をしていない状態での特性びそのまま 
表示されます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に 
応じて適切な補正を行っているため、 
SMALL に設定されたスピーカーの低 
域補正には問題ありません。 



MCACC (音 場 補正）時に表巧されるメッセー ジ について 

メッセージ 

原因 

対応 

参照 

マイクを接続してください。 

付属のセットアップ用マイクび接続さ 
れていません。 

フ□ントパネルの MCACC SETUP 

M に 端テに、付属のセットアップ用マ 
イクを接続してください。 

巡 

暗騒音び大さすぎます。 

周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び 
生じる可能性びあります。 

エアコンなどモーターを使用した機器 
や、超音波ねずみ駆除装置などの電源 
を一時的に OFF にするか遠ざけるなど 
の処置を行ってみて < ださい。 




周囲び比較的静かな時間帯にやり直し 
て < ださい。 

— 

マイクをチェックして<ださい。 

マイクからテスト信号び検出でさな< 
なりました。 

セットアップ用マイクの接続をチェッ 
クして < ださい。 

逝 



スピーカーび正し<接続されているか 
確認してください。 

21 



測定中はでさるだけボ U ュームを変化 
させないで<ださい。 

— 



接続コードの断線をチェックして<だ 
さい。 

— 

エラー 

スピーカー Yes / N □判定で、政下のよ 
ラな間違った接続を検出しました。 

フ□ント/フ□ント八イト/フ□ントワ 
イドに表示されたとさ：スピーカーび 
L / R そろっていない。 




サラウンドに表示されたとさ：スピー 
カーび L / R そろっていない。またはヴ 
ラウンドバック、フ□ント八イト、フ〇 
ントワイドび検出されているのに、ヴ 
ラウンドび検出されない。 




サラウンドバックに表示されたとを ： L 
ch 側から検出されず 、 R ch 側から検出 
しました （1 本のみ接続するとさは 、 L 
ch 側を使用してください)。 

22 
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メッセージ 


原因 


対応 


逆相 スピーカーの極性 (+/-) び逆になっ正しく接続されているか確認してくだ 

ている可能性びあります。 さい。接続び間違っていた場合は、本 

機の電源を切ってから電源コードを抜 
さ、接続をし直して<ださい。その後、 
フルオート MCACC などをやり直して 
<ださい。 

じ(下の場合は、スピーカーび正しく接 
続されていてわ 逆 相び表示される場合 
びあります。そのときは 巧へ進む を選 
んで、次の測定に進んで<ださい。 

-スピーカーびマイク （ U スニングポ 
ジシヨン）方向に向いていない場合、ま 
たはスピーカーとマイクとの間に障害 
物びある場合 

-壁による音の反射び大さい場合 
-ダイポールスピーカーまたは反射型 
スピーカーなど、位相に影響を与える 
スピーカーを使用している場合 

ヴブウーファーのレベルび大さす YES と設定したヴブウーファーの出カヴブウーファー本体のボリユームを適 
ざます。ボ U ュームを下げて<だ信号び大さすざます。 正値に下げて<ださい。 

さい。 


サブウーファーのレベルび小さす YES と設定したサブウーファーの出カサブウーファー本体の電源を確認し、 
ざます。ボ U ユームを上げて<だ信号び検出でさません。 ボ IJ ユームを適正値に上げて<ださ 
さい。 し、。 


困つたとをは 1 


無線 LAN について 


無線 LAN 経由でネットワークにアクセスでさない。 


り 


無線 LAN コンバーターの電源び入っていない。（無線 LAN コンバーターの 「 Power 」、「 WPS 」 および 
「 Wireless 」 ランプすべてび点なしていない。） 

• 無線 LAN コンバーターと本機の DC OUTPUT for W 旧 EI_ESS LAN 端テを接続している US 目ケーブ 
) レび正しく接続されているか確認してください。 

本機の表示窓に 「WLAN POW ERR 」 び表示される。 

• 無線 LAN コンバーター用の電源に問題びあります。本機の電源をオフにしてから、 US 日ケーブルを抜 
き、再度 US 日ケーブルを差し、本機の電源をオンにしてください。 

• 上記操作を数回繰り返しても 、 rWLANPOW ERR 」 び表示される場合は、本機か USB ケーブルに問題 
びあります。電源コードを抜いて修理を依頼してください。 

LAN ケーブルを接続していない。 

• 無線 LAN コンバーターと本機の LAN (1 日/1日日)端テを LAN ケーブルで正しく接続してください。 (32 
ぺージ ） 

無線 LAN コンバーターと無線 LAN ルーターなどの親機との間に距離びあったり、障害物びある。 

• 無線 LAN コンバーターと親機との距離を近づけるなど無線 LAN 環境を改善してください。 





電子レンジなど電磁波び発生する近くに無線 LAN 環境びある。 

• 電子レンジなど電磁波び発生する場所から離して使用してください。 

• 無線 LAN で使用するとさは、電磁波び発生する機器をなるべく使用しないようにしてください。 


複数の無線 LAN コンバーターを無線 LAN ルーターに接続している。 

• 複数の無線 LAN コンバーターを接続する場合は、無線 LAN コンバーターの IP アドレスを変更する必要び 
あります。 


無線 LAN コンバーターと無線 LAN ルーターなどの親機との無線 LAN 接続びできていない。 

• 無線 LAN 接続には、無線 LAN コンバーターの設定び必要です。詳しくは、無線 LAN コンバーターに付 
属している CD - R 日 M をご確認ください。 

本機と無線 LAN コンバーターの IP アドレス設定び無線 LAN ルーターなどの設定と合っていない。 

• 本機と無線 LAN コンバーターの IP アドレス設定 ( DHCP の設定を含む)を確認してください。 

本機の DHCP 設定を日 N にしているとさは、本機の電源を日 FF にし、再度電源を日 N にしてください。 

本機や無線 LAN コンバーターの IP アドレスび無線 LAN ルーターなどの設定と合っているかを確認して 
ください。 

本機の DHCP 設定を日 FF にしているときは、無線 LAN ルーターなどの親機のネットワークに合った IP ア 
ドレスを設定してください。 

たとえば、無線 LAN ルーターの IP アドレスび「192.1目8.1.1」のときは、本機の IP アドレス 
を「192.1目 8.1. XXX 」（*1)、サブネットマスクを「2已已 .25 已 .255 .日」、ゲートウェイや DNS は 
「192.168.1.1」に設定してください。 

次に、無線 LAN コンバーターの IP アドレスを「192.1目 8. 1.249」（*2)に設定してください。 

(*]) 「192.1目 8.1. XXX 」の「 XXX 」には、他の機器と重複しない2〜248の値を設定してください。 
(*2)「192.1目 8. 1.249」のに49」には、他の機器と重複しない2〜249の値を設定してください。 

無線 LAN コンバーターの詳細設定をしてみる。 

• 無線 LAN コンパーターを PC に接続して、無線 LAN の詳細設定びできます。詳綱ま、無線 LAN コンバー 
ター用に付属している CD-R 日 M を確認してください。 無線 LAN ルーターなどの設定を確認のうえ、無 
線 LAN コンノ く一夕一の設定を変更してください。 

ただし、無線 LAN の詳細設定で無線 LAN 環境び改善でさるとは限りません。設定変更にはご注意くださ 
い。 


















アクセスポイントび SSID を隠す設定をしている。 

• この場合、アクセスポイントの IJ スト画面に表示されないことびあります。表示されない場合は、本機 
側の無線 LAN コンバーターのマニュアル設定で SSID 等を設定してください。 

アクセスポイントのセキュ U ティ設定び、 WEP の] 52 bit 長の暗号 KEY または SHARED KEY 認証を使用 
している。 

• 本機は、 WEP の] 52 bit 長の暗号 KEY ならびに SHARED KEY 認証には対応しておりません。 

上記の対処をしてをネツトワーク接続でさない。 

• 無線 LAN コンバーターを初期化してください。その後、無線 LAN コンバーターの設定をやり直してくだ 
さい。 

初期化について 

1 . 無線 LAN コンバーターの電源び入っていることを確認してください。 

2. 無線 LAN コンバーターの IJ セツトボタンを3砂 iU 上押してください。 

3. IJ セツトボタンを放す。 

無線 LAN コンバーターび再起動したら、初期化の完了です。 




困つたとをは 





その他の情報 


デジタル音声フォーマットについて . 

iPod / iPhone/iPad について . 

HDMI について . 

FLAG ライセンスについて . 

ネットワーク機能使用時のメッセージ表示について 
リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧 

高音質のためのスピーカーセッティング . 

保証とアフターサービス . 

サービスステーションリスト . 

ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内 . 

プリセツトコー r —見凌 . 
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デジタル音声フォーマットについて 

DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには似下のような表示びされていることびあります。 ] 枚の 
ディスクに複数の音声び収録されている場合び多く、どの音声を聴くのか選択することびでさます。（音声の選 
択方法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


1.英語（己. Ich サラウンド） D I G°I°T A L 

風) 2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3.英語 （ DTS 己. Ich サラウンド） 藝 dts" 

Digital Surround 


収録音声数録音ち式 音声記録ち式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマツトであるため、単に「5. ] ch サラウンド」と記載されている場 
合は、「ドルビーデジタル （5. Ich )」 であることを示します。 


ドルビー 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

求 Dolby TrueHD 
求 Dolby Digital Plus 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDMI ケーブル 
で伝送可能。特に Dolby TrueHD 
は、□スレス符号化技術により最 
高音質を実現。 

5 .Ich 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

Dolby Digital 

Surround EX 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック C h を使用して、 
Dolby Di 旨 ital よりを臨場感を高 
めた方式 

已 . Ich ディスクリート 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVD しソ降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 

Dolby ProLogic ( llx / llz ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する 
万能なサラウンド技術 


木これらの音声は8チヤンネルのチヤンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクおよび 
HD DVD のそれぞれの規格では、最大音声チヤンネル数び8チヤンネルに制限されています。 

詳細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 
http :// www . clolby . co . jp / 


田 DOLBY 

tru^EE I 
PRD LOGIC llz I 


ドルビーラボラト u - ズからの実施権に基づき製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AACnJ ' は、ドルビーラボラト U - ズの商標です。 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさまざまな機能を、選択して搭載することび可能です。プロ 
□ジック llx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でを、必ずしをまったく同じ機能を持っているとは限らな 
いことにご注意ください。 


その他の情報 


DTS 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

DTS-HD Master Audio 
DTS-HD High Resolution 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDMI ケースレ 
で伝送可能。特に DTS-HD 

Master Audio は、□スレス符号化 
技術により最高音質を実現。 

日 . Ich 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

DTS-ES ( Matrix / Discrete ) 

ディスク U —卜 
+マトリックス 

サラウンドノ（ック ch を使用して、臨 
場感を高めた方式 

已 . Ich ディスク U - 卜 

DTS ( Surround ) 

DTS 96/24 

ディスク U —卜 

DVDl ； j 降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 

DTS サラウンド 

Ne 日: 6 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する 
万能なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 





dtSH 

Master Audio 


-HD 


米国特言午已 9 已6674号、己974380号、 62266] 6号、6487己35号、 72] 2872号、7333929号、 
7392] 95号、7272已67号、または、米国およびその他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施 
権に基づき製造されています。 DTS - HD 、 記号、および DTS - HD と記号の組み合わせは DTS 社の登録商標で 
あり、また、 DTS-HD Master Audio は DTS 社の商標です。製品はソフトウェアを含んでいます 。 ◎DTS 
社不許複製。 






































MPEG-2 AAC 

MPEG-2 オーディオの標準方式のひとつで、目 S デジタルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率なびら高音質を確保でさる点び特長で、ま組内容によりマルチチャンネル設定び可能なフオー 
マツ h です。 


巧 

米国におけるパテントナンバー 


08/937,9已〇已1297,236 


已，848,391 
5,291，557 
已，4已1，9已4 
已400 433 
5,222，189 
已，3已7,已94 
已7已2 22已 
5,394,473 
5,583,962 
已，274,740 
已，633,981 


4,914,701 
5,23已，671 
07/640,5己0 
已，已79,430 
08/678,66巨 
98/03037 
97/0287已 
97/02874 
98/03036 
已,227,788 
已，28已，498 


5,481，目14 
已，已92,已84 
5.781,888 
08/039,478 
08/211,已47 
已,703,999 
08/557,046 
08/894,844 
已,299,238 
5-299.239 
已,299,240 
已-197,087 


已，490，170 
已，2巨4,846 
已，268,68已 

5,375，189 
已，已81，日已4 
〇已 -18 3,988 
5,已48,已74 
08/已06,729 
08/已76,49已 
5,717,821 
08/392,756 


iPod / iPhone/iPad について 


圖 iPod Q iPhone 因 iPad 


心 

AirPlay 


「Made for iPod」、「Made for iPhone 」 および 「Made for iPad 」 とは、それぞれ iPod 、 iPhone あるいは 
iPad 専用に接続するよう設計され、アップルび定める性能基準を満たしているとデべ□ッパによって認定され 
た電テアクセサ U であることを示します。アップルは、本製品の機能およびま全および規格への適合について 
一切の責任を負いません。このアクセサ U を iPod 、 iPhone あるいは iPad と使用することにより、無線の性能 
に影響を及ぼす可能性びありますのでご注意ください。 


Apple 、 Airplay 、 iPad 、 iPod、iPod shuffle、iPod nano、iPod touch、iTunes および Mac は米国およ 
び他の国々で登録された Apple Inc. の商標です。 


Airplay □コは Apple Inc. の商標です。 


その他の情報 


HDMI について 

HDMI(Hi 旨 h-Definition Multimedia Interface) とは 1 本のケーブルで映像と音声を受信するデジタル伝送規 
格です。ディスプレイ接続技術の DVI(Di 旨 ital Visual Interface) を家庭向けのオーディオ機器用にアレンジし 
たちのであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 (HDCP) を実現した次世代テレビ向けのインターフェース規格 
です。 


Homr 




FLAG ライセンスについて 

FLAG Decoder 

Copyri 宫 ht ◎ 2000, 2001,2002, 2003, 2004, 200 己， 2006, 2007 
Josh Coalson 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

• Redistributions of source code must retain the above copyri 旨 ht notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

• Redistributions in binary form must reproduce the above copyri 旨 ht notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

• Neither the name of the Xiph.or 旨 Foundation nor the names of its contributors may be used 
to endorse or promote products derived from this software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN N0 EVENT SHALL THE FOUNDATION OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 
ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： 
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


















ネットワーク機能使用時のメッセージ表示について 


ネットワーク機能を使用中に似下のメッセージび表示されたとさは、内容欄をご確認ください。 


メッセージ 

内容 

Connection Down 

選んだカテゴ U —や放送局にアクセスでさません。 

File Format Error 

何らかの原因で再生でさません。 

Track Not Found 

選んだ巧びネットワーク上で見つかりません。 

g 百 rvsr Error 

選んだサーバーにアクセスでさません。 

Server Disconnected 

ヴーノ（一との接続び切断されました。 

Empty 

選んだフォルダーに何ちファイルび入っていません。 

License Error 

再生しよラとしたコンテンツのライセンスび無効です。 

Item Already Exists 

FAVORITES フォルダーに同じファイルを登録しています。 

Favorite List Full 

FAVORITES フォルダーにこれ政上ファイルを登録できません。 


リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覽 

この表は、 IJ スニングモードに AUTO SURROUND 、 ALC 、 DIRECT . PURE D 旧 ECT を選んだ場合に、出 
力する最大の出カチヤンネ j レ数を示したをので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは 11 ] ページの 
「 デジタル音声フオーマツトについて 」 をご覧ください。 

• 入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないをのびあります。 


ステレオ （2 ch ) 信号入力時 


サラウンドバック 
スピーカー 

入力信号 

AUTO SURROUND / 
ALC / DIRECT 

PURE DIRECT 

信号名称 

インジケーター例 

あ 0 

DOL 日 Y サラウンド 

C □ 王圧 ] 

mn 3e_ 
[xc] 

□□ PLIIx Movie 

□□ PLIIx Movie 

DTS サラウンド 

Neo: 日 Cinema 

Neo: 日 Cinema 

そのほかのステレオソース 

田 の 

ロ ロ 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

アナ□グ入力 

1 II 1 

口 

ANALOG D 旧 ECT (ステレオ） 

PCM 入力 

ステレオ再生 

DVD-Audio 入力 

ステレオ再生 

SACD 入力 

ステレオ再生 

なし 

DOL 日 Y サラウンド 

m の 

1 SL I 1 SRi 

w 

因 

□□ PLII Movie 

□□ PLII Movie 

DTS サラウンド 

Neo: 目 Cinema 

Neo: 目 Cinema 

そのほかのステレオソース 

1 L II : II R 1 

nn [SR] 
nnnn^rxRi 
画 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

アナ□グ入力 

ANALOG D 旧 ECT (ステレオ） 

PCM 入力 

ステレオ再生 

DVD-Audio 入力 

ステレオ再生 

SACD 入力 

ステレオ再生 


その他の情報 


マルチチヤンネル信号入力時 


サラウンドバック 

入力信号 

AUTO SURROUND /ALC / 

スピーカー 

信号名称 

インジケーター例 

DIRECT / PURE DIRECT 


DOLBY DIGITAL EX 
(日. Ich 再生検出信号付） 
DOLBY TrueHD EX 
(目. Ich 再生検出信号付） 

口回四 

rsn [SR] 
RTin^ xp 
riFEi 

ロロ DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie <a> 


DTS-HD Master Audio ES 
(目. Ich 再生検出信号付） 

DTS-ES Matrix 


DTS-ES (6.Ich ソース/ 

目. Ich 再生検出信号付） 


DTS-ES Matrix 

DTS-ES Discrete 

あ 0 

DTS (日. Ich 信号等） 

mmrxi 
rsn [SR] 

1 II xc II 1 

fLFEl 



DTS-HD 

1 L II C II R 1 

rsn hbh 



上記 •tU がの日. 1/7. Ich ソース 

nnn で rwi 

画く b> 



上記け外の己. Ich ソース 

mmm 
rsn [SR] 

1 II <C II 1 

riFEi 

ストレートデコード再生 


DVD-Audio 
マルチチヤンネル PCM 

mmrF'i 
rsn [SR] 
nnn iwi 

画く b> 


なし 

SACD (已 .Ich 信号） 

mmrFi 
rsn [SR] 

1 II C II 1 

fLFEl 



上記け外の日. 1/6.1/7. Ich 
ソース 

1 L II C II R 1 

rsn rsn 
nnn iwi 

画 <b> 







a サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないときは選択できません。 

b 5.1ch 信号のときは rxU rXRJ び消なします。 6.1ch 信号のときは 「 XL 」 fXRJ び消なして fXCJ び点 
なします。 

















































































高音質のためのスピーカー七ッテインク 

より本格的なサラウンドを目指すためには、正確にスピーカーを配置し、音量や音質の素性を均一にしてマル 
チ ch の音のピントを合わせることび重要です。 

A ミ主意 

• センタースピーカーをテレビの上に設置するとさは、適切な方法で固定してください。固定しないと地震な 
どの外部の振動により、スピーカーび落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 

設置場所と設置方法 

建物に直接振動び伝わり音質び変わらないよラに、周りの壁から最低]日 cmiU 上離してください。柔らかい床 
や棚板を音質に影響びあるので、専用スタンドやコンク U — トブ□ックなどの使用をお勧めします。 

リスニングポジシヨンか5の角度 

センタースピーカー ( C ) を使用する場合はフ□ントスピーカーを広め (6 ぴ程度）に、センタースピーカーを 
使用しない場合は狭め （45° 程度）に配置することをお勧めします。ペアになる左ちのスピーカーは、左ち対 
称の角度に設置すると音の定位び良くなります。（図] • ITU - R 推奨已 .] ch スピーカー配置を参照） 



スピーカーの 高さ調整 

フ□ントスピーカー：中高域を再生するユニットび、ほぼ耳の高さになるよラに調整します。 

センタースピーカー：フ□ントスピーカーの高さにそろえられない場合は、仰角を調整して U スニングポジシヨ 
ンに向けてください。 

サラウンドスピーカー：耳の高さより下にならないよラに設置します。 


リスニングポジションか5の距離（奥行さ） 

センタースピーカー （ C ) はフ□ントスピーカー左ち （ L / R ) と同一面、またはやや奥まった位置の方び、され 
いな音場になります。 

スピーカーの 向き（振り角） 

図2のように、 U スニングポジションの後方30 cm - 80 cm (サラウンドスピーカーと U スニングポジション 
の間）にすベてのスピーカーを向けると良好な定位感び得られます。 


その他の情報 



サブウーファーの設置、調壁 

サブウーファーはセンタースピーカーとフ□ントスピーカーの間に配置すると、音楽ソースでを自然に再生で 
さます（サブウーファーび]台の場合は、左ちどちらの間に設置してを問題ありません)。 

ただし、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こらないよラな場所に配置してください。また、壁 
の近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合びありますのでごを意ください。 






モニター TV とスピーカーとの 位置関係 

フ□ントス ピーカーは なるべく モニターから 等距離になるようにします。 

センタースピーカーは、なるべく画面に近い方びセ U フや歌び自然に聞こえます。ただし、ブラウン管テレビ 
の場合は、色ズレ防止のための防磁型スピーカーを使用してください。 

また、センタースピーカーを床に置いて設置する際は、仰角を調整して U スニングポジションに向けてくださ 
い。 

















保証とアフターヴービス 


保証書（別添） 

保証書は、必ず「販売店名•購入曰」などの記入を確かめて販売店から受け取っていたださ、内容をよくお読 
みのラえ、大切に保管してください。 

保証期間はご購入曰か51年間でず。 


補修用性能部品の保有期問 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後8年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 


修理に関するご質巧、ご巧談 

お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 


修理を依巧されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の 1日日 ページ の r 故障かな？と思ったら 」 の項目をご確認ください。それで 
を異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈答品な 
どで、お買い求めの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、 1 1 7 ページ の「 ご 相談窓□のご案内- 1 哩 窓口 
のご案内 」 をご覧になり、修理受付窓□にご相談ください。 


連絡していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 
• 製品名； AV アンプ 
• 型番： VSA -922 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標（建物や公園など） 

保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記載されている当社の保証規定に基づき修理いたします。 


保証期間が遇ぎているとまは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により有料で修理いたします。 


その他の情報 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ•ビデオ機 
器）です。下記のを意事項を守ってご使用<ださい。 

1. 一般家庭用切外での使用（例：店舗などにおける BGM 
を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用し 
ないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フオンを接続する場合はマイク□フオンをスピーカ 
一に向けた0、音び歪むよラな大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生し 
ないで < ださい。 

S026_A1Ja 




メンテナンスなどのお知 S せ 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点巧1 


-電源コードや電源プラグが 




口 

このよラな症状は 
ありませんか 

異常に熱 < なる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

-電源が入ったり切れたり 
ずる。 

-本体から異常な音、熱、 
臭いがずる。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 
セントか 5 巧を、必ず販売店に 
ご相談ください。 



画 

1お手入れについて 

通常は柔らかい布でからおさしてください。ミちれびひどい場合は水で已〜6倍に薄めた中 
性洗剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、ミちれをおさ取り、そのあと乾いた布で拭いて 
ください。ア>1レコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびは 

1げることびありますのでごを意ください。また、化学ぞうさん等をお使いの場合は、化学ぞ 
ラさん等に添付のを意事項をよ < お読み < ださい。 


逸 

1 音のエチケット ] 

音のエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にしましょう。 
ステレオの音壓ま、あなたのむびけ次第で大きくもルさくちなります。 

特に静かな夜間口まルさな音でも通りやすいものです。夜間の音楽鑑賞には特に気を配りま 
しょう。近所へ音び漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょう。 












































ヴー ビス ステーシヨン u スト 


受付巧〜金9:30〜1江00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜17:00 (弊社休業日は除く) 

〇已2-已 32- 1148干4日 1-00 目3名ち屋巿西区押切 2-8-1 8 

〇已目 4-33-7080 干 444-0931 岡幢巿大和町字荒田3目-1大和ビレッジ巨-1 

〇已 9-2 13-巨712 〒已 14-0821 津市垂水已22-已 

〇已 8-274 -已2已巨〒已〇 0-8384 岐阜市穀田南 4-2- 10 

〇已 4-23 巨-40巨3干 422-8034 静岡市駿ミ巧区高ホ公2-已 -1 1 

〇已已 -9 巨 7-84 已已干41 0-087 巨ミ召津市 j ヒ今ミ尺1 2-7 

〇已 3-422- 1401干 430-09 12浜松市中区茄子田 T 3 已已 -1 

076-240-0 已已〇干 920-0362 金沢市ち府 3-60-1 K 2 ビ J レ 1 F 

07巨-42己-3027 干 939-82 11富山市二□田 T 1-7-1 

0776-27-1 768干91 0-0001 福井市大願寺3-已 -9 


•中部地区 

な中部 サービスセンター 
岡幢サービス認定店 
津サービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
沼津サービス認定店 
お松サービス認定店 
金ミ尺サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


ビス拠点のご案内 


※番号をよ < お確かめの上でおかけいただきますようお願いいたしまず 


サービス拠点への電話は、修理受化塞且でお受けします。（沖縄県のちは沖縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受な塞且にご確認ください。 


♦北海道地区 

☆北ミ毎道サービスセンター FAX 

旭 J II サービス認定店 FAX 

帯広サービス認定店 FAX 

函館サービス認定店 FAX 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜] 2:00、1式00〜17:00 (弊社休業日は除く） 
011-目 11- 已目94〒〇目 4-0822 ホし幌市中央区北2条西 20-1-3 クワヴワビル 
01巨巨-已已 -7207 干070 -0831 旭リ|市旭田 T 1 条1了目438-89 
01已已 -23-77 已7干080-001已帯広市西已条南28了 g 1 -1 
0138 -40 -巨473干041 -08 11函館市富岡町 2-18-7 


参東北地区 

☆東北サービスセンター 
山形サービス認定店 
郡山サービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 


FAX 022-37 己-499目 
FAX 023-目1已 -1627 
FAX 024-991-74 巨巨 
FAX 019-目已目-7目48 
FAX 01 7-73 己-2438 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-聘社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜] 2:00、 ] 3:00〜17:00 (醉社休業日は除く） 

干 981-31 12仙台巿泉区八ろ女 2-11-10 
干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

干9目 3-88 目1郡山市鶴見坦 1-9-2 巳クレールアヴ エニ ユー伊藤第2ビル 1 FD 号 
干 020-0051 盛岡市下太田下 j II 原1已 3-1 
干030 -0821 青森市勝田 2-1 目-10 


♦東京都内 

世田谷サービスステーション 
北東京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


受付月〜金日:30〜1汪00 ± 9:30〜17:00 (曰•祝•興社休業曰は除く） 

FAX 03-已3已 7-0770 干1已目 -00 已已世田谷区舟台橋已 -28 -目吉崎ビ J レ 1 F 
FAX 03-3944-7800 干1 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第 H 义保ビル 1 F 
FAX 042-已24-已947干1 90-0003 立川市栄町 4-18-1 ェクセ J レ立川 1 F 


♦関東•甲信越地区 

☆関東サービスセンター 
な千葉 サービスステーション 
☆埼玉サービスステーション 
水戸サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新漏サービス認定店 
ネ申奈川西サービス認定店 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
=宅島サービス指定店勝見電機 


FAX 

04 己- 943-3788 

FAX 

047-773-93 已 4 

FAX 

048 -巨已 1-8030 

FAX 

029-248-130 目 

FAX 

028-巨已7-已882 

FAX 

0270 -22- 18已9 

FAX 

02已 -374 -已7已巨 

FAX 

04目-23 1-1 209 

FAX 

0263 -48-0 已7己 

FAX 

02巨-229-已2已〇 

FAX 

〇已已 -228-8003 

FAX 

02已 9-63-3400 

FAX 

04994 -6- 124巨 


受付月〜金9:30〜1江00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜] 2:00、13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

干 224-0037 横お巿都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
干 275-0016 習志野市津田沼 3-20-22 
干33 1-08 12さいたま市北区宮原町 1-310-1 
干31 0-0844 水戸市住吉町 307-4 
干32 1-09 12宇都宮巿石井町 3373-21 

干 372-0801 伊勢崎市宮テ町1 191-17 パサージュ808伊勢崎101号 
干 950-0982 新漏市中央区堀之内南 1-20-1 1 
干 243-0422 海老名巿中新田 4-10- 日3中山ビル 1 F 
干 390-0852 松本巿大字島立180-已パイオニア松本拠点 1 F 
干 380-093 已長野巿中御所1 -24 
干400 -003 已甲府巿飯田 4-9- 14 
干9已 2- 1209佐渡市金井町千種11已 8- 1 
干 100-1 211兰宅村大字坪田 


XXXXXXXXXX 

AAAAAAAAAA 

FFFFFFFFFF 



受付月〜金 9:30-18:00 让•日•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜1吕:00、13:00〜17:00 (脾社休業日は除く） 

0日 2-412-74 目0干8 12-001 目福岡市博多医博多駅南 2-1-9 ヤマエ博多駅南ビル 1 F 

093-941-83 已4干 802-0044 j ヒ九リ个 I 市ノ」、倉； i ヒ区負目本1 T 目 9-4 ホ直田ビ J レ 1 F 

092-4 巨 1-1 巨43〒呂 12-000 巨福岡市博多区上牟田 2-6-7 

09已 2-20- 1991干 840-0201 佐賀巿大和町大き尼寺 2688-1 

09己- 849-4606 干8已 2-8 14已長崎市昭和1 T 目1 2-1 0ク U スタル八イツ平野 

096-331-3323 干861 -21 18熊本巿巧立 4-9-31 

097-已已 1-2049 干 870-0921 大分市巧原 3-23-1 已日商ビ J レ101 

098己- 27-3 13巨干 880-0821 宮崎市ミ孚城田 T 98-1 

099-201-3803 干 890-0034 鹿児島市田上6了目29-已已 


参九州地区 

☆九州サービスセンター 
北九州サービス認定店 
博多サービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 


>沖縄 1 P 受付月〜金日:30〜1狂00吐-曰.祝.弊社休業曰は除く） 

ミ中縄ヴービス認定店 TEL 098-987-1 120干 902-0073 那覇市上間413琉電アパート 1- 已 

_ FAX _0日 8-987-1 121_ 

平成24年1月現在 記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


その他の情報 


☆関西サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

ネ申戸サービス認定店 

FAX 

078-26 己-〇呂 32 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已 1-2 巨已巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-302 巨 

京都サービス認定店 

FAX 

07己- 644-797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-已 0-0889 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37已 


♦関西地区 


♦中国•四国地区 


受付月〜金日:30〜1狂00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

〒己巨 4-00 已2吹田市広芝田 T 已 -8 

干6己 1-00 日3巧戸市中央区二宮町 1 T 目] 0-1 □-レル兰宮ノースアベニ： 1-1 F 
〒目7 1-0224 姫路市別所町佐 ±1-1 26 
〒巨41 -00 14和歌山市毛見11 26-4 

干60 1-8444 京都市南区西九条森本町4イッツアイランド 1 F 
干 630-814] 奈良市南京終町 1-174-2 
干 620-00 已已福知山巿擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


な中四国サービスセンター 

FAX 

082 -已 34 -已 8 已 9 

岡山サービス認定店 

FAX 

08 巨- 2 已 0-2724 

松江サービス認定店 

FAX 

08已 2-22-7779 

福山サービス認定店 

FAX 

0849 -3]-2791 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08已 7-28-80 ]] 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834 -33 -已7已9 

高松サービス認定店 

FAX 

087-813-61 12 

徳島サービス認定店 

FAX 

088-669 -巨07巨 

高巧サービス認定店 

FAX 

088-802-3321 

松山サービス認定店 

FAX 

089-911- 已60呂 


受付月〜金日:30〜1狂00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 13:00-17:00 (弊社休業日は除く） 

干 733-0003 広島市西区兰擦町 2-4-22 NK ビル 1 F 
干700 -0 日7已岡山市北区今 3-10-10 備前ビル 1 F 
〒目 90-001 7松江市西津田 4-5-40 (有）テクピット内 
干 720-0815 福山市野上町 3- 1 2-9 
干 680-0934 鳥取市徳尾 422-2 
干 745-0006 周南市巧富町 3-11 森広事務所 1 F 
干 760-0080 高松市木太町 862-1 

干 770-8023 徳島市勝占町中須 92- 1大松ジョ U 力地下1階107号 
干 780-0051 高知市愛ち町 3-12- 13晃栄ビル1 F 
干79 1-80 13松山市山越 5-12-8 


り 

が 




XXXXXXXXX 

AAAAAAAAA 

FFFFFFFFF 




























ご相談窓口のご案内-修理窓口のご案内 


く各窓口へのお問い合わせの時のごを意> 

「日12日」で始まる I 哥フ U - コールおよび©フ U - コールは、携帯電話 - PHS • -部の！ P 電話 
などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 -PHS - I P 電話などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 
正確なご相談対応のために折り返しお電話をさせていただ<ことびございますので発信を番号の通知に 
ご協力いたださますよラお願いいたします。 


ご相談窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきまずようお願いいたします 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い巧めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

参商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、±曜9:30〜12:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
■家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 ra 0120-944-222 -般電話044-已 72-8 T 02 

■ファックス 044-已 72-8] 03 

■インター ネッ トホームぺージ http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきまずようお願いいたしまず 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

♦お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00、 

±曜9:30〜12:00、13:00〜]7:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

■電話 

(@1 0] 20— 已一 8] 028 —般電言舌044—已72 — 8] 00 

■ファックス 

IP 0120 -5-81029 

■インターネットホームページ 

http :// pioneer . jp / support / repair / 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる修理のお申し込みを受付けております 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1泣00 (±曜-日曜-祝曰-弊社休業曰は除く） 

■一般電話 

098-987-1 120 

■ファックス 

098-987-1 121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、 U モコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
国電言舌 jgl 。12。一已一81。9已 一般電言舌。44-已 72-8 107 

■ファックス ^ 0120-已 一8109 日 


平成24年1月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


V 0 L 048 


その他の情報 
















用語の解説 


音声フオーマット/デコード 

ドルビー 

詳細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 
http :// www . clolby . co . jp / 

Dolby Digital 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声システムのディスク IJ ート-デジタルサラウンド方式 
の名称です。映画業界の主流であり、 DVD ビデオの標準音声方式としてを採用されるなど、デジタル時代の標 
準フ オーマッ トとなっています。 

Dolby TrueHD 

Dolby TrueHD は、次世代高精細光ディスク向けに開発された□スレス符号化技術です。 

Dolby Digital Plus 

Dolby Digital 円 us は、高精細映像放送番組やパッケージメディア向けに開発された次世代音声技術です。 

Dolby Digital Surround EX 

Dolby Digital Surround EX は、ドルビーラボラト U — ズとルーカスフィルム社で共同開発された、 6. 1 ch 再 
生可能な新しい音響フオーマットです。 

Dolby Pro Logic llx 

Dolby Pro Lo 旨 ic llx は 、 Dolby Pro Logic、Dolby Pro Logic Ik Dolby Digital Surround EX をさらに改 
良し、ステレオ音声や5.] ch 音声を、すべて最大 7.1 ch まで拡張でさるマト U ックスデコード技術です。 

Dolby Pro Logic Ilz 

Dolby Pro Logic II や Dolby Pro Logic llx の延長線上にあるマト U ックスデコード技術 。 Pro Logic II は、2 
チャンネル音声を已 .1 チャンネルに拡張し 、 Pro Logic llx は 5.1 チャンネルソースを7.]チャンネルに拡張し 
ますび 、 Pro Logic Ilz は前方の左ち上方に配置するフ□ント八イトスピーカーへ、 7.1 チャンネルまたは9.] 
チャンネ j レへの拡張を行います。 

DTS 

詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 

DTS Digital Surround 

DTS Digital Surround は、 DTS 社び開発した5.] ch サラウンドフオーマットで、低圧縮率と高転送レートび 
をたらす豊富な情報量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実現します。 DVD ビデオや DVD オー 
ディオ、 5.1 ch 収録の音楽 CD などさまざまな対応ソースでお楽しみ頂けます。 

DTS-HD Master Audio 

DTS-HD Master Audio ( DTS - HD マスターオーディオ）は、プ□フェッシヨナルスタジオで作られるマス 
ター音源を、その品質のままに伝送することび可能なフオーマットです。 

DTS-HD High Resolution Audio 

HDMI ケーブルで伝送可能な高精細音声技術です。 

DTS-ES 

「 DTS - ES ディスク U - 卜6.1」 と 「 DTS - ES マト U ックス 6.1」 の2種類びあるサラウンド フオー マットで、 
HDTS Extended Surround ] の略称です。従来の5.]かにサラウンドバックチャンネル （ S 巨か）を加えた 
をのです。 


DTS Neo : 巨 

すべての2 ch ソースを7.] ch 化するマト U ックスデコード技術です。 Cinema モードと Music モードびありま 
す。 


その他の情報 


アコー ト 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、をとの信号に変換させる技術です。また、 
2 ch の音源をマルチ ch 化させたり、 5.1 ch 信号を 6.1 ch や 7.1 ch に伸長させる技術をデコード（マト U ツ 
クス•デコード）と呼ぶことびあります。 



音場補正/音質改善 

フェイズコント□ール 

LFE (超低域）信号や各チャンネルに含まれる低音成分の位相ズレを補正する機能です。 



バーチャルサラウンドバック 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとさでを、仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出す 
ための設定です。 

バーチャル八イト 

フ□ント八イトスピーカーを接続していないとさでを、仮想の八イトチヤンネル音声を創り出すための設定で 
す。 


バーチャルワイド 

フ□ントワイドスピーカーを接続していないとさでを、仮想のワイドチヤンネル音声を創り出すための設定で 
す。 




バーチャルデプス 

ディスプレイの後ろに仮想の音場を広げ、 3 D 映像と同じ深さでサラウンド再生します。 

オートサウンドレトリバー機能 

DSP 処理によって削除されてしまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上させます。 

-部の音声入力では、入力されたコンテンツのビットレート情報を元に、オートサウンドレト IJ バー機能の効 
果を自動で最適化し、高音質化します。 

SOUND RETRIEVER AIR 

房心 e わ0か機能搭載機器からの音楽を本機で再生する際、音声の最適化を行い、高音質化します。 

PQLS 

本機は高精度 PLL を用いた「ジッター IJ ダクシヨン回路」を搭載しており、ク□ックジッターを低減し、 CD や 
巨 D 、 DVD などの音声を高純度に再生します。 HDMI 接続によるすベての音声のジッターレス伝送 「 PQLS ビッ 
トスト U - ム」も実現します （ PQLS ビットスト U - ム対応機器接続時)。 

ALC ( 才ートレべルコント □— ル） 

音量差を自動的に均一にして再生します。 

また、ル音量時に聞き取りにくくなる低音、高音、セ U フやサラウンド効果などをボ U ュームレべルに応じて 
最適に調節します。特に夜間の視聴に最適です。 

フ □ ントサラウンド . アドバンス （ F.S.SURR F0CUS/WIDE) 

左ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーのみで臨場感のある自然なサラウンド再生を行います。 

MCACC 

MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調整をご家庭でを実現でさるように自動化し、チャンネル間 
の空間情報の歪みを補正。正確なマルチチャンネルの音場を再現します。 








HDMI 

HDMI によるコント□—ル機能 

HDMI によるコント□-ル機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレーヤー、または HDMI によ 
るコント□ール機能と互換性のある他社製品などを、 HDMI ケーブルで本機と接続することで、似下のような 
連動動作び可能になります。 

• テレビから本機の音量調節や消音(ミュート)操作 

• テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生開始による本機の自動入力切り換え 
• テレビとの電源連動 

ARC ( オーディオリターンチャンネル） 

HDMI の才ーディオ IJ 夕ーンチャンネル ( ARC ) に対応したテレビを本機の HDMI OUT 端テと HDMI で接続す 
ると、テレビの音声を HDMI 経由で入力することびでさます。 

本機の HDMI OUT 端テからテレビの音声を入力でさるので、テレビとの接続び HDMI ケーブル1本で完了しま 
す。 


ネットワーク機能 

AirPlay 

本機は 、 iPod touch 2 G /3 G /4 G 、 iPhone、iPhone 3 G、iPhone 3 GS、iPhone 4 、 iPhone 4 S 、 iPad 、 
iPad 2 の iOS 4.21 U 降 、 iTunes ] 日. 1 似降 ( Mac またはパソコン)からの AirPlay の音声スト U — ミングに対応 
しています。 

詳細な情報は Apple のホームページをご覧ください。 
http :// www . apple.com 

AAC 

AAC とは 、 [Advanced Audio Coding ] の略で、 MPEG -2、 MPEG -4 で使用される音声圧縮技術に関する 
基本フォーマットです。 AAC データは、作成に使用したアプ U ケーシヨンによってファイル形式と拡張テび異 
なります。 

DLNA 

Digital Livin 旨 Network Alliance (デジタル. U ビング-ネットワーク-アライアンス)の略です。□-カル 
エ U アネットワーク ( LAN ) 上で接続したメーカーの異なるパソコンやデジタル家電の動画、音楽、または画像 
データなどを相互で視聴でさるよラにするためのデータの圧縮方式や転送方式の標準化を進めている団体の名 
称です。 

本機は DLNA Home Networked Device Interoperability Guidelines vl .5 に準じています。 


巧 dina 

CERTIFIED 


DLNA CERTIFIED ® Audio Player 

DLNA ®、 DLNA □コおよび DLNA CERTIFIED ® は Digital Livin 旨 Network Alliance の商標、サービスマー 
クまたは認証マークです。 

vTuner 

インターネットラジオのオンラインコンテンツサービスです。 vTuner について、詳しくは下のウェブサイト 
をご覧ください。 

http :// www . raclio - pioneer.com 

本製品は、 NEMS および BridgeCo の知的財産権により保護されています。当該技術の本製品似外での使用 
または配布は、 NEMS および BridgeCo の許諾びない限り禁止されています。 


その他の情報 


aacPIus 

AAC デ〕ーダーは 、 Coding Technolo 旨 ies によって開発された aac 円 us を使用してしほす。 
( www . codingtechnolo 旨 ies . com ) 


於了 

coding lj v 
technoloqies 


Ay 


FLAG 

Free Lossless Audio Codec の略です。可逆圧縮方式であるため、 MP 3 や AAC などの圧縮音声とは違い 
FLAG は音質を劣化させることなく圧縮します。 

FLAG についてのより詳しい情報は似下のウェブサイトをご覧ください。 

FLAG Web サイト： http :// flac . sou「cefor 旨 e . net / 

Windows Media 

Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標です。 WMA ファイ 
ルは、米国 Microsoft Corporation の認証を受けたアプ IJ ケーシヨンを使用してエン〕ードしてください。も 
し、認証されていないアプ U ケーシヨンを使用すると、正常に動作しないことびあります。 

Windows Media Player 11 /Windows Media Player 12 

Windows Media Player 11 と Windows Media Player ] 2 は、パソコンに保をされている動画、音楽、また 
は画像ファイルなどをネットワーク上で共有するソフトウェアです。このソフトウェアはマイク□ソフトウェ 
ブサイトからダウン□—ドできます 。 Windows Vista または XP をご使用の場合は 、 Windows Media Player 
1 ] を 、 Windows 7をご使用の場合は 、 Windows Media Player ] 2をダウン□-ドしてください。詳しく 
は、マイク□ソフトウェブサイトをご覧ください。 

Windows Media DRM 

Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM ) は、パソコン、デジタルオーディオプレーヤー、またはネット 
ワーク機器などで再生するファイルを保護して、安全に配信できる技術です。 VVMDRM で保護されているファ 
イルは VVMDRM に対応している機器でのみ再生でさます。 

ルーター 

ネットワーク上を流れるデータを他のネットワークに中継する機器のことです。家庭内では DHCP サーバーを 
兼ねることび多く、無線 LAN アクセスポイントを内蔵する製品を、無線 LAN ルーターと呼ぶことび多い。 

DHCP 

Dynamic Host Configuration Protocol の略。ネットワーク接続において、 IP アドレスなどの設定情報を自 
動的に割り振る仕組み。この機能び有効である場合には、ネットワーク接続するだけで利用び可能となる便利 
さびあります。 

無線 LAN/Wi-Fi 

Wi-Fi (Wireless Fidelity ) とは無線 LAN 標準規格の認知度を深めるため、業界団体の WECA び名づけたブラン 
ド名。近年 PC 対接続機器の増大に伴い、 LAN ケーブルで接続していく煩雑さをワイヤレスで対応した点びメ 
U ット。対応製品の互換性テストを行い、これにパスした製品は 「 Wi-Fi Certified 」 という互換性び保証され 
た製品として〇づマークを表示し、ユーヴーのまむ感をアピールしています。 

WPS 

業界団体 Wi-Fi Alliance び定めた標準規格で、 WPS 対応機器同±なら、無線 LAN 機器間の接続や暗号化に関す 
る設定を、簡単な操作で行うことびでさる機能。プッシュボタン方式や PIN コード方式など、いくつか方法び 
ある。 AV アンプでは、プッシュボタン方式と円 N コード方式をサポートしています。 

SSID 

無線 LAN アクセスポイントの識別テ。最大32文字の英数字を任意に設定でさる。 






Bluetooth 據能 

Bluetooth ワイヤレス伝送技術 

デジタル機器用のワイヤレス近距離通信規格のひとつ。数 m から数十 m 程度の距離の機器間で、電波を使い情 
報のやりとりを行ラ。免許申請や使用登録の不要な 2.4 GHz 帯の電波を使用して PC 等のマウス、キーボード 
をはじめ、携帯電話、スマートフォン、 PDA での文字情報や音声情報といった比較的低速度のデジタル情報の 
無線通信を行ラ用途に採用されている。 

ペアリング 

ペア IJ ングは房心 e わ0?/?無線技術を利用した通信び可能になるようにするために必要なステップです。 

• ペア U ングは、巨 LUET 日日 TH アダプターおよび后/ L / e わ 0Z/7 機能搭載機器を使用する際に、はじめに]回だけ 
行います。 

• ペア U ングは本機と房心 e わ of /7 機能搭載機器の両方で行ラ必要びあります。 


AV アンプ（本機）の機能 

操作モード 

本機にはさまざまな機能や設定び豊富に備わっていますび、すべての機能や設定を使いこなすのは難しいとい 
ラお客様のために、操作モードの切り換え設定を用意しています。 




その他の情報 







機能別索引 

操作モード 

38ぺージ の r 本機の操作モードを切り換える 」 


AV ナビゲーターについて 

10 ぺーン の 「 AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使いち について 」 

フ ルオー ト MCACC 

35ぺージ の r スピーカーの自動設定を行ラ〜フルオート MCACC 〜」 

才ート MCACC 

78 ページの 「 「ート MCACC で詳細に測定/設定 する 」 

マニュアル MCACC 

8日 ページ の 「 リスニング環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜」 

PQLS 

を！夕_ ージの r PQLS 機能を 使う 」 

フェイズコント□ール 

已2 ページ の「 低 域の 正する（フェイズコント□- ル) 」 

定在渡フィルターの調整（定在渡制御） 

63 ページ の 「 オーディ オ調整機能を使用す る 」 

フェイズコント□—ルプラス 

目3 ページの 「 オーディ オ調整機能を使用す る 」 

オートサウンドレトリバー機能 

63 ページ の 「 オーディ オ調整機能を使用す る 」 

ALC (才ートレべルコント□—ル） 

べゴの 「 オー トサラウンドで再生す る」 

フ□ントサラウンド.アドバンス （ F . S.SURR FOCUS / WIDE ) 

49 ページ の 「 リスニング モ ドで いろいろな音を 楽しむ 」 

SOUND RETRIEVER AIR 

49 ページの 「リス ニ でいろいろな音を 楽しむ」 


ダイア□グエン八ンスメント 

63 ページ の 「 オーディ オ調整機能を使用す る 」 

インターネツトラジオ 

已已 ページ の 「 インター ネツトラジオを 聴く」 

vTuner 

已已 ページ の r インターネツトラジオを 聴く」 

DLNA 

已4 ページ の 「 DLNA に準拠した機器の再生に ついて 」 

AirPlay 

已4ぺージ の 「 iPod touch 、 iPhone 、 iPad 、 iTunes で AirPlay を使う には 」 

無線 LAN 

32ぺージ の r 無線 LAN コンバーターを接続す る 」 

高精細音楽ファイルの再生 

57 ページ の r 対応ファイルフオーマツトについて 」 

44 ページの 「 US 目メモ U - を再生す る」 


その他の情報 


スライド シヨー 

45 ページ の 「 写真ファイルを再生す る 」 


BLUETOOTH アダプター 

46 ペー ジの 「 BLUET 日日 TH アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽 しむ 」 

ARC (オーディオリターンチャンネル） 

昼弓 _ベ ーソの 「 HDMI によるコント□ール機能を設定す る 」 

SACD ゲインの設定 

63 ページ の 「 オーディオ調整機能を使用す る 」 

オートディレイの設定 

を3_ベー ソの 「 オーディオ調整機能を使用する _1 

ハイトゲイン （Dolby Pro Logic llz Height オプション） 

63 ページ の 「 オーディ オ調整機能を使用す る 」 

バーチャルサラウンドバック 

目3 ページの 「 オーディオ調整機能を使用す る 」 

バーチャル八イト 

目3 ページ の r オーディオ調整機能を使用す る 」 

バーチャルワイド 

目3 ページ の 「 オーディオ調整機能を使用す る 」 

バーチャルデプス 

63ぺー ジ の 「 オーディオ調整機能を使用す る 」 

ビデオコンバーター 

6已ぺ ージ の r ビデオ調整機能を使用す る 」 

PURE CINEMA モード 

ベー ソの 「 ビデオ 調整機能を使用す る 」 

プ□グレッシブモーション 

6已ぺ ージ の r ビデオ調整機能を使用す る 」 

アドバンスドビデオアジャスト 

目日 ペー ジの 「 ビデオ調整機能を使用す る 」 






自動電源オフ 

96 ページの 「その他の設定をする〜その他の設定〜」 








































































願 


オーディオ部 

実用最大出力 （ JEtA ，] kHz , 10 %. 6 Q . 1 ch 駆動時） 

フ□ント . 180 W/CH 

センター . 180 W 


サラウンド . 180 W/CH 

サラウンドバック（またはフ□ント八イト/フ□ントワイド） . 180 W/CH 

定格出力 （2 日 Hz 〜2日 kHz , 0.09 %, 8 Q , 1 ch 駆動時） 

フ□ント . 100 W/CH 

センター . 100 W 


サラウンド . 100 W/CH 

サラウンドバック（またはフ□ント八イト/フ□ントワイド） .] 日日 W/CH 

全高調波歪 .0.06 % (2 日 Hz 〜2日 kHz , 50 W / CH , 8 Q , 1 ch 駆動時） 

保証インピーダンス . 6 0〜160 

SN 比 （ IhF ， ショートサーキット， A ネットワーク） 

LINE 系 . 100服 

周波数特性 . 5 Hz ~100 kHz 当 d 巨 (PURE DIRECTS - ド時） 

入力端テ（感度/インピーダンス） 

LINE 系 .3] 已 mV /47 kO 


ビデオ部 

信号レベル 

コンポジット . 

コンポーネント . 

対応最大解像度 

コンポーネント . 

デジタル入出力部 

HDMI 端テ . 

HDMI 出力仕様 . 

US 巨端テ . 

iPod 端テ . 

ADAPTER PORT 端テ . 

WIRELESS LAN ADAPTER 端テ 


. 1 Vp-p (75 Q ) 

. Y : 1.0 Vp-p (75 Q ) 

P 巨 ， PR ; 0.7 Vp-p (75 Q ) 

lOSOp (1]25 p ) (ビデオコンバーター日 FF ) 


. 19 ピン 

.5 V ，100 mA 

US 巨 2 .日 Hi 旨 h Speed ( A タイプ）己 V ， 2.1 A 

. US 目 + コンポジットビデオ 

. 己 V ，100 mA 

. 己 V ，600 mA 


集中コント□—ル部 

コント□ール(旧)端テ . 

旧信号 . 

ネットワーク部 

LAN 端テ . 

電源部-その他 

胃源 . 

消費電力 . 

待機時消費電力（スタンバイ状態) 

外形寸法（幅 X 高さ X 奥行） . 

顚 . 


.03.5 ミニジャック(モノラル) 

High Active (High Level : 2.0 V ) 


10 BASE - T /100 BASE-TX 


. AC ] 日日 V 、已〇 Hz /60 Hz 

.550 W 

.0.2 W (コント□-ル機能 OFF ) 

日.3 W (コント□-ル機能日 N ) 
435 mm X ] 68 mmx 362.5 mm 
.9.8 kg 


その他の情報 


付属品 

セットアップ用マイク(已 m ).. 

U モコン . 

単4形乾電池 . 

iPod ケーブル . 

保証書 . 

CD-ROM ( AV ナビゲーター) 
電源コード 
簡単ガイド 
安全上のご注意 



因 メモ 

• 仕様および外観は改良のため予告なく変更することびあります。 

• 本機では、画面表示に NEC のフォント FFontAvenueJ を使用しています。 FontAvenue は NEC の登録商 
標です。 




122 











































プリ七ットコードー覧表 

iU 下のメーカーコードを本機の U モコンにプ U セットすることで、他機器を本機の U モコンで操作することび 
でさるようになります。ただし、メーカーや機器によっては操作でさなかったり、異なる働さをすることびあ 
りますので、その際は学習機能で U モコンコードを直接登録してください ( 73 ぺージ )。 

凡例：メーカー/コード 


テレビ 

ノ\：イオニア0113, 0231,02 已 3, 028 氏 029 氏 0306 
アイワ0246 

サムスン02 已 4, 02 已巳， 02 已 6, 02 已 7, 02 已 8, 02 己 9 

サンヨ-日241，0271,0272 

シャープ日237,日283, 0288 

ソニー 02361 0270, 0285, 02朗 

東ち02381 02801 0281.0282 

バイ.デザイン 0247 

パナソニック02341 0235 

ビクター日24日| 02641 026己02731 0274 

日立0239, 02501 0263, 0284, 0287 

フィリップス日2已1 

富±通02601 0261.0262 

フナイ日248, 0249 

EM 0242,日243,日268, 02朗 

LG 0266 

NEC 0244,日24巳 

その他日267, 0276,日277, 0278, 0279 

DVD プレーヤー 

下のコードで操作でさない場合、 ブルーレイディスクプ 
レーヤーまたは D V D レコーダーの コー ドで操作でさる 
場合びあります。 

ノ レ r 才こア2014| 2034, 20781 2099, 2107,2109, 
2144.2194.2195. 2196, 219 ス 22 己 6 
アイつ 2200 

オンキヨー 2213, 2214,221巳 
ケンウッド2207 
サムスン2224, 2231 
サンョー 2228, 2226, 222己，2227 
シャープ2208, 22日9, 2249, 2210, 2248 
ソニー 2245. 2246, 2247, 2229, 2230, 2241. 2242, 
2243 

デノン22011 2202, 2203 
まミ2232, 2216, 2217, 2233, 223己，2236 
パナソニック2239, 224日，2199, 2238 
ビクター 220己，22日4, 2250, 2206, 2251 
日立2211，2212 
7ランツ2237, 22己2 
ヤ7八2234 
LG 2244 
UEI 2313 


ブルーレイディスクプレーヤー 

1^(下のコードで操作でさない場合、 DVD プレーヤーまた 
は D V D レコーダーのコードで操作でさる場合びあります。 

パイオこア2034, 2192, 2255, 2258, 22朗, 2260, 2281 

オンキヨー 2289 

サムスン2282 

シヤープ2304, 2305, 2306 

ソニー 2283, 22841 2285, 2292 

デノン2310, 2311,2312 

東ち22881 2262 

パナソニック227ス22781 2279 

ビクター 2290, 2291，2293, 2294, 2295, 2296 

日立23日7, 2308, 2309 

フィリップス2280 

7ランツ23日2, 2303 

H 養2300, 2301 

ヤマハ2297, 2298, 2299 

LG 2286, 2287 

DVD レコーダー 

し U 下のコードで操作でさない場合、 DVD プレーヤーまた 
はブルーレイディスクプレーヤーのコードで操作でさる 

場合びあります。 

ノ くイオこア20781 2099, 21日7, 2109, 2144, 21巳ス 
2 ] 93, 2 ] 94, 2 ] 9己，2 ] 96, 22己8, 22己9, 2260, 
2261.2264. 226己2266, 2270 
シヤープ2267, 227巳 
ソニー 2268, 22711 2272, 2273, 2276 
まミ2274 

パナソ ニ ック2263, 22朗 

ビデオデッキ 

パイオニア1103,1108 

マイつ ]090,1091,10921 1093 

サンヨー1086,108ス1088,1日朗 

シャープ10941 10951 1096, 1107 

ソニー1055, 1056,1日已ス1058, 1059, 1060, 1061 

東芝106ス1068, 1069, 1070, 1071 

パナソニック1062,1063,1064,106己，1066 

ビクター1079,108日，1081,1082,1083, 1084,1日能 

日立]日72,1日73,1日74, ] 097 

フィリップス ]] 日4 

富±通11日2 

フナイ] 097 

兰菱107己，1076,1日7ス1078 
NEC 1098, 1099,1100.1101 
その他110己，1106 


その他の情報 


ケープル / BS / CS / 地上デジタルチューナー 

八イオこア0293. 0298, 632日，6326, 63271 6328, 
6329, 633日，6331 

アイ.才 一. データ機器6146.6171.6172 .6173 

愛知電子6296 

アイつ 6126,6129,6130 

シャープ6138, 61己2, 6153,6154 

住ち614日, 61巳0,6162 

住ち電て6294 

ソニー 6139, 61己6, 61已ス 6158,6159.6160, 6298 
東芝6141，6164,616己628己 
ノ け■ソニッ ク目127| 613ス目143| 目144, 6145,6146, 
614ス目148,目149| 目1已0, 6291. 6292, 6293 
ピクセラ目145|目169 
ビクター 6133 

日立6131,6134,613己6287 
富±通6130, 6288, 62朗，6290 
マスプロ 6128,613416139,616已 
八木アンテナ6142 
ユニデン6143 
A に HI 6124 
BBK 6320 
BELL 目31己 
Dune 6321，6323 

DX アンテナ目129, 61已 a 616己629巳 
ECHOSTAR 6301 
FIOS 6318 
Humax 6132 

JERROLD 6283, 6304, 63日日，6306, 6307, 6308, 
6309, 6310. 6311.6312 
NEC 6136, 6141,6286 
Pace 6319, 6322 
Primestar 6302 
RCA 6297, 6299, 6303 
SA 6279, 6281，6 3] 3, 6314 
Scientific Atlanta 613 己 
TELENET 6317, 6324 
Verizon 円 os 6316 
Wintersat 6144 
ZENITH 62801 6282, 6284 

CD プレーヤー 

パイオこア5000. 5011.5 日62, 5日63, 5064, 5067, 
已日68,已日7日 I 5071,5072, 5073,已0741 5075 
オンキヨー己0 17. 5018,已0301 5050 
ケンウッド己日20,己021，己 03] 

シャープ已〇巳] 

ソニー 已012,已023,巳日26,已027,已02目，5039 
デノン已019 

パナソニック已036 
ビクター 巳日14 

日立5042 

フィリップス巳日22,己032,己044 

7ランツ巳日33 


ヤ7八 5024. 日日2日，5038, 5046, 5047 

AKAI 5043 

Asuka 己日4己 

Fisher 5048 

Goldstar 5040 

Luxman 己049 

RCA 己013,已029 

Roadstar 已〇巳2 

TEAC 已〇1己巳016,已034, 5035,己037 

Technics 己041 

CD レコーター 

パイオこア 5001,5053,已071 

フイリップス己0巳4 

ヤ7八5日已已 

LD プレーヤー 

パイオこア5002, 5003, 5004, 5日05, 50061 5007, 
已〇日8| 5009, 5010 

カセットデッキ 

パイオニア已〇已8,已〇已9 

DAT 





パイオニア已日已7 

MD 

パイオニア已〇已6 

チューナー 

パィォニア巳060,己日61 

ネットワークオーディオプレーヤー 

パイオニア巳日63 

ゲーム 
X-Box 2313 
AV アンプ 

パイオニア已日96 ( ID 1), 已097 ( ID 2), 已日98 ( ID 3). 
已099 ( ID 4) 
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インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneer.jp/support/ 


イオニア株式会社 

干 212-0031 神奈川県川崎市幸区新ル倉1蚕1号 


◎20 12パイオニア株式会社 
禁無断転載 


<ARA7288-A> 


このたびはノ くイオニア製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 

左記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせ 
などをお届けいたします。なお、左記アドレスま、困ったときのよくある質問や 
各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役 
に立てるサービスの提供を目的としたページです。 


JIS C 61000-3-2 適合品 







